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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「遥はる真ま……。今の私の気持ちが分かる？」

「もちろんだよ、姫ひ奈な。……アイツラ、ゼッタイ、ユルサナイ……」

　伊い集じゆう院いん姫奈と八や木ぎ遥真。非リアの二人がアウトレットモールの隅すみに潜ひそんで、ひそひそと小声で言葉を交わす。

　二人の視線の先にあるのは、ブティックの連なる大通り。行き交う人々はまるでバカの一つ覚えのように、腕うでを組んで歩くカップルばかりだ。

　そしてオシャレな服屋の中では、買い物をするカップルたちが素敵なデートを謳おう歌かしている。彼らは高そうな服を漁あさって、彼女がそれを試着する。

「わぁ～！　この服すごくかわいい～。欲しいな～。でも高いな～」

「しょうがねぇなぁ。俺おれに任せな。財力二十八万の俺のサイフに不可能はねえ」

「わ～い！　ありがと！　大好き──っ！」

　男は膨ふくらんだ財布を取り出し、彼女のために服を買う。太っ腹な彼氏に心を打たれ、彼女は強く抱だきついた。

「ふん……。せいぜい今のうちに楽しむといいわ。人生最後の抱ほう擁ようを……」

「僕ぼくたちに目をつけられたからには、二度と恋なんてできないよ……」

　カップルどもに呪じゆ詛そを吐はく非リア。

　二人は憎にくしみのこもった視線で彼らを睨にらみ付けながら、じっとその時を待っていた。彼らを倒たおす戦いの時を。




　　　　※




『カップルは死し滅めつしろおおおおぉぉぉぉぉおおおおおおおっっっ!!』

　対リア充じゆう組織『喪も中ちゆうの獅し子し』の雄お叫たけびが、辺り一面に轟とどろき渡わたる。

　ここはデートスポット『ワールド・パレット』。広大な敷しき地ち面積を誇ほこるアウトレットモールで、エリアごとに諸外国の街並みが美しく再現されている。主に女性向けのブティックが連なり、あらゆるブランドの服やアクセが彼氏の金で買い放題という、女の子たちに大人気の場所だ。

　しかし、そんなオシャレプレイスを独身たちは戦場に変える。

「報告！　アメリカエリアのリア充共、完全制圧致いたしました！」

「同じく、中国エリアのリア充も全すべて拘こう束そく・無力化に成功しています！」

「ヨーロッパエリアはまもなく制圧完かん了りようの模様！　只ただ今いまの進しん捗ちよく、およそ八十五％！」

　各エリアを担当している独身隊員が報告を飛ばす。それを聞くのは喪中の獅子のリーダーである、早はや瀬せ聡そう一いちその人だ。アニメキャラのプリントＴシャツというオタク全開な格好の彼は、部下たちの報告に頷うなずいた後、すぐ全員に指示を出す。

「では捕とらえたリア充は全員ここ、日本エリアに連れて来るんだ！　萌もえ系アニメを視し聴ちようさせ、奴やつらを萌えブタに洗脳する！　皆みなはそれが済み次し第だい別のエリアの手助けを頼たのむ！」

『ＹＥＳ！　虹にじ（二次）は綺き麗れい！　惨さん事じ（三次）は汚きたない！』

　隊員たちが散り散りになり、各エリアへと向かっていく。そんな時、ボロボロになった独身が一人、聡一のもとに駆かけて来た。

「報告！　報告！　アフリカエリアでリア充たちが反はん撃げきを開始！　強力な愛あい気き道どうの使い手が我らの兵を打ち倒し、まっすぐこちらに向かっています！」

「何ッ!?」

「おそらく、後数分で我らのもとに到とう着ちやくします！　早急にこちらへ援えん軍ぐんを──」

　彼の報告が終わるが早いか、シュン！　と風を裂さく音が鳴る。幾いく筋すじものピンク色の光が彼らに向けて放たれたのだ。

「くっ!?」

　聡一はすぐさま飛びのきレーザーを回かい避ひ。しかし、報告に来た独身は顔面に愛マナの直撃を受け、遥はるか後方に吹ふき飛ばされた。

「アハハ～！　非リアざまぁｗｗ　ちょろすぎぃ！」

「うっわ。ユリ、ひでぇｗ　もうちょい手加減してやれよｗ」

「今の顔面だから五十点ね。これであーしが十点リード！」

「ヤベぇｗｗ　独身狩がりマジあがるｗｗｗ」

『ウェ～イｗｗｗ』

　相変わらずよく分からないノリで勝手に盛り上がるリア充たち。およそ五組のカップルたちが、手を繫つなぎ、腕うでを組み、肩かたを抱き、さらには互たがいの指を舐なめてイチャつき、愛マナのオーラを立ち上らせる。

「ふっ……。敵の増ぞう援えんという訳か。ここまでくるとは、やるじゃないか」

「はっ？　うぜ。話しかけてんじゃねえし」

「キモ～。独身見ると目が腐くさる～。あのオタコーデまじないわ～」

「おいおい、そんな奴視界に入れんな。お前は俺だけ見てればいいんだ」

　言葉を切り、一組のカップルがキスを始める。互いの唇くちびるをチュッと塞ふさいで、執しつ拗ようなまでに舌を絡からめる。

「愛してるぜ、加か奈な子こ。俺、もうお前を離はなさねえ」

「私もぉ！　絶対離さないもん！」

　また、それに触しよく発はつされたかのように、他のカップルも互いに抱擁しキスをする。

「相変わらず実に不ふ愉ゆ快かいだね……。もういい。姫奈君、後は頼んだ」

「んあ？　姫奈？　誰だれだそれ」

　瞬しゆん間かん、リア充たちのいる空間すべてが青い光に満たされる、独どく身しん術じゆつの青いオーラだ。それに包まれたリア充は全員、体の自由を奪うばわれる。

「ウェイ!?　なんだこのオーラ！　動けねえ！」

「私の術よ。脳みその溶とけたリア充ども」

　リア充の問いに答えたのは、聡一ではなく女子の声。

　直後、天てん井じよう裏から一人の少女がリア充の前へ飛び降りた。

「喪中の獅子の伊集院姫奈！　満を持して登場よ！」

　少女は格好良く着地を決めると、リア充たちに細い指を向ける。

「両手を上げろホールドアツプ。これでアンタらは動けない。そしてその隙すきに……やっちゃえ遥真！」

「了りよう解かい！　後は僕に任せて！」

　呼びかけに答え、姫奈と同じく天井裏からリア充の前に飛び降りる少年。遥真という名前を聞いて、リア充たちに動どう揺ようが広がる。

「お、お前まさか……！　八木遥真──」

「リア充どもは、爆ばく発はつしろ────────────────────────！」

　バゴギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンン!!

　時空が歪ひずむような大爆発がリア充たちに炸さく裂れつした。




　　　　※




「はぁ……昨日も疲つかれたぁ……」

　狭せまい個室の教室で、八木遥真は机に突つっ伏ぷしていた。

「なんであんなに戦った後に、また授業なんてあるんだよぉ……」

　昨日のワールド・パレットでの戦いを思い出し、遥真がボヤく。

　彼は学校に通いつつ、反リア充組織『喪中の獅子』の一員として、リア充を倒すために働いている。

　リア充とは高い恋れん愛あい適性を持つ者、要するに異性にモテる人たちだ。異性にモテない遥真たち非リアとは相あい容いれない存在であり、その中でも遥真が倒すのは、恋こい人びとのいない者を見下しながら人前でイチャつく悪あしきリア充たちである。

　そういったリア充カップルは、この学園都市『十五地区』の中に蔓延はびこっている。それらを全て破局に追い込まないことには、この活動に終わりはない。たとえどれだけ疲れても。

「しかも、それだけじゃないんだよなぁ……」

　十五地区にはリア充が通う『告こく立りつ校こう』と、独身が通う『独どく立りつ校こう』の二つがある。そして遥真の通う『独ひとつ橋ばし高校』は、独立校に分類される。

　ここは恋愛適性の低い──つまりモテ度の著いちじるしく低い『独身貴き族ぞく』が通う学校だ。そこでの授業は、『一生一人で生きていく』という残念すぎる校訓の下もと、非モテの精神を抉えぐるものばかり。例えば、人との関かかわりを絶たせるために個室で授業を受けさせたり、バッドエンドしかないギャルゲをやらせてモテないことを思い知らせたり。

　よって、平日は毎日独立校で精神的なダメージを受け、休日はリア充討とう伐ばつで肉体的な疲ひ労ろうがたまる。そんな生活が続いては、限界がくるのは明白だ。

　入学しておよそ三か月。遥真は死にそうになっていた。

「このままじゃ死ぬ……。せめて女子と……女子と遊びに行きたいよぉ……」

　涙なみだまじりに、非モテな男の切実な願望を呟つぶやく遥真。

　その時、遥真の前にあるパソコンに老人の姿が映し出された。

『おはよう、諸君。今日も絶好の非リア日和びよりだな』

　画面の向こうで白い顎あごひげを触さわるのは、独橋校の学長である山やま中なか戻もどるという人物だ。

　独橋での授業は基本、パソコンによるネット配信。人と交わることのない個室で、パソコンを使って行われる授業。コミュニケーション能力が磨みがかれない内容となっている。

　今までずっとリア充を目指し続けた遥真にとって、こんな授業は苦痛でしかない。

「何が非リア日和だよ。どんな気候だよ。訳分からないよ」

　せめてもの対たい抗こう心しんにより、パソコンを見ずに再び机に突っ伏す遥真。どうせ学長による朝礼の後、いつもの絶望にまみれた授業が開始されるに決まってる。

『さて。今日は授業を行う前に、諸君らにおいしい話がある』

「んぐ？」

　と、いつもとは異なる話の流れに、遥真は重い頭を上げる。

　すると学長がいつもの嫌いやらしい笑えみとは違ちがう、明るい笑顔を見せていた。

『実は三日後の木曜日から、独橋校全体で海へ修学旅行に行くことにした！』

「修学旅行!?」

　予想だにしないワードが飛びだし、遥真はパソコン画面に見入る。

『いやなに。いつも君たちは過か酷こくな環かん境きようで厳しい授業に耐たえているからな。たまにはねぎらってやりたいのだ。もうそろそろ夏になる。存分にはめを外すとよい』

　笑顔のまま、温かい声でそう言う学長。

　遥真は夢を見ている気分だった。あの独身に厳しいジジイがこんな優やさしいことを言うなど、考えられたものではない。

　しかも行き先は海である。海と言えばビーチ、ビーチと言えば水着女子。そして水着女子と言えば、遥真のドストライクゾーン。水着女子たちに囲まれて、一いつ緒しよに海で泳いだりスイカ割りをしたりするのが、遥真の昔からの夢なのだ。

　そんなリア充的な場所に独立校で行くなんて……。遥真は感動で飛び跳はねたくなる。ささくれ立っていた遥真の心は、急に元気を取り戻もどした。

「が、学長！　ありがとうございます！　粋いきな計らい、感謝しますぅぅぅ！」

『さっきも言ったが、出発は三日後の木曜日。朝七時までに今から指示する場所に集まれ』

「イエッサ─！　この命に代えても！」

　返事が聞こえないと知りつつも、ついお礼を口にしてしまう。

　遥真は個室で立ち上がり、学校全体に聞こえるかのような弾はずんだ叫さけび声を上げた。

「いよっしゃあああああああああ！　海だあああああああああああああっっっ！」

















第一章　バカばっかりなバカンスを









　ビーチ。それは、夏を代表するリア充じゆうスポット。

　燦さん々さんたる陽光が快晴の空から降り注ぎ、真下に広がる浜はま辺べを照らす。

　ホワイトサンドがキラキラと輝かがやく開放感ある砂すな浜はまに、エメラルドグリーンの澄すんだ海。そして何より、一人取り残されている遥はる真ま。

「……………………………………………………………………え？」

　そこは人ひと気けのない島だった。

　一いつ般ぱん人が海水浴や観光で来るようなビーチとは違い、海の家やパラソルなどの人工的な設備はなく、あるのは浜辺の反対に広がる鬱うつ蒼そうと木々が生おい茂しげる森だけ。

　もちろん、近くに住む人もない。いわゆる、無人島というやつである。

　遥真は独ひとつ橋ばしが用意した船でこの島まで連れてこられていた。そしてなぜか一人で下ろされたのだ。荷物がまとめられている大きなリュックを渡わたされて。

「……え、え……？　ナニコレ？　どういうこと？」

　なんだか、聞いていた話と違う。遥真の予想では独身貴族の生徒全員で海でのバカンスをするはずだった。しかし、下ろされたのは遥真一人。というか、そもそも小型船には乗客は遥真だけだった。

　不ふ審しんに思い、手て渡わたされたリュックを開けてみる。すると、白い封ふう筒とうに入れられた学長からの手紙が出てきた。




『今回の授業ミツシヨン～自力で無人島サバイバル！～

　与あたえられた道具と自らの知識を総動員し、この無人島で生き抜ぬこう！

（なお、助けは来ないぞブワアアアアアカｗｗｗ　自力で脱だつ出しゆつしてみよう☆）』




「うわあああああああああああ！　騙だまされたああああああああああああああっ！」

　手紙を読み、学長の狙ねらいに気が付く遥真。

　今回、遥真たちを海に連れて来たのは決して優しさなどではない。無人島という環境で、一人で生き延びていく力を磨かせるためであったのだ。『一人きりでも生きていく』という校訓に沿った授業である。

「なんということだ……。あのクソジジイを信用したのが間違いだった……！」

　甘い餌えさにまんまと釣つられてここまでやって来たことを、歯を食いしばって後こう悔かいする。

　まさか水着の女の子どころか人間すらいない島に来るとは……。

「ふざけるなよあのクソジジイ！　せっかくの僕のイチャラブライフが！　水着女子とのアバンチュールがあああああ！」

　遥真は何よりも水着女子との海デートを楽しみにしていたのだ。

　リア充たちの軽けい薄はくな愛を否定している遥真だが、彼とてもとはリア充になって女子と遊ぶことを夢見ていた。そういう異性への憧あこがれの強さや、人よりスケベな部分だけは、なかなか変わりはしなかった。

「だってさ！　水着ってビキニの場合、下着と面積変わらないんだよ!?　それなのに世のリア充たちは、恥はずかしげもなく水着を晒さらして灼しやく熱ねつのビーチを歩くんだ。これはもう、下着姿で外を歩いているのと同様。そう考えると興奮しない!?」

　水着についての熱弁を振ふるい、現実逃とう避ひの妄もう想そうを広げる。

　だが、そんな暇ひまはない。無人島で一人きりとなると、食べ物の調達や夜寝ねる場所の確保などが必要となってくるはずだ。最低限の生命線だけは用意しておかなければならない。

　そのことに気が付き、遥真もようやく行動を始める。

「とりあえず……荷物を確かく認にんしてみよう。使えるものがあるかもしれない」

　遥真は鞄かばんの中身を取り出し、一つずつ浜辺へ並べていく。

　入っていたのは二リットルの水が六本に、一日分の携けい帯たい食料。あとはナイフにロープに、小型のテントセットが一式。そして最後に火打石。

　……どうやら本気でサバイバルをさせる気らしかった。

　とりあえず、少しの間の水と食料は用意されていてホッと息を吐はく。

　だが、安心できるほどではない。事前の荷物検査の際にスマホを没ぼつ収しゆうされているため助けを呼ぶこともできないし、時間や現在位置などの状じよう況きよう確認もままならない。

　また、自力で脱出と言われてもどうすればいいのか分からない。具体的な方法などは手紙の中にも記されておらず、ヒントすらも与えられていない。

「……こんな授業、Ｐ○Ａが黙だまってないよね？」

　訴うつたえたら即そく勝てる気がするが、そこは地じ獄ごくの独どく立りつ校こう。あらゆる手段で揉もみ消してきそうだ。

　そもそも恋愛適性制度が世の中に認められてから、告こく立りつ校こうや独立校で行われている教育はほとんど問題になっていない。

　恋れん愛あい適性が施し行こうされたのは百年以上前のこと。恋愛に向いている人とそうでない人を選別するこの制度の存在によって、当時問題になっていた性犯罪や少子化など、多くの課題が解決したのだ。恋愛に向いているリア充たちには徹てつ底てい的に恋こいをさせて少子化解消を促うながして、さらに愛の力によって生産性も向上させる。恋に向いてない非リアには、異性などいらないと思えるような独身教育を施ほどこして、性犯罪を減少させた。

　それまでの日本の危機的状況を打開した功績があるためか、その教育こそが正義とされて、外部は口を挟はさめないのだ。そのためこういう無茶な授業も、問題になっていないのだろう。

「……とにかく、食料を調達しよう。考えたらお腹なかが空すいてきた」

　バカな彼は少し思考を巡めぐらせただけですぐに栄養不足になる。携帯食料を食べる手もあるが、量が少なくあてにはできない。

「まずは、魚でも捕つかまえようか」

　荷物の中のナイフを手に取り、冷たさを感じる海に踏ふみ入った。




　　　　※




「うん、無理───────────！」

　ナイフを宙に放ほうり投げ、遥真は浜辺に寝ね転ころがる。

　一時間ほど粘ねばってみたが、結局一いつ匹ぴきも魚を捕ほ獲かくできなかった。浅あさ瀬せにあまり獲え物ものがおらず、せっかく魚を見つけてもナイフではうまく突つき刺させない。リーチの短いナイフでは、彼らをしとめるのは無理だ。

「うぐぐ……。もっと別の道具があれば……」

　空腹を我が慢まんできなくなり携帯食料のカンパンを食べる。しかし、パサパサとした食べ心地ごこちで口内の水分を奪うばわれるだけで、ほとんど腹は膨ふくれなかった。

「ぬがあああああああああっ！　なんで僕がこんな目に！　ホントなら今いま頃ごろ、水着女子たちとイチャイチャしていたはずなのにィィィ！」

　ビキニやパレオ、ラッシュガードやスクール水着を着た女子たちと水をかけ合い一緒に泳ぐ。サンセットを一緒に眺ながめ、夜にはみんなでＢＢＱをして語り合う。そんな甘い幻げん想そうが砕くだかれ、現実とのギャップに悶もだえる遥真。

　だが、叫んだところで喉のどの渇かわきが加速するだけだ。

「はぁ……。なんか別の食べ物探そう……」

　遥真は水で渇きを潤うるおし、今度は海の方ではなく森の方へと歩き出す。落ち葉や小枝を踏みながら、生い茂る草木を搔かき分け進む。食べられる木の実などがないか周囲に視線を巡らせて。

「……こういうとき、手を繫つないでくれる水着女子がいればなぁ……」

　隣となりに可愛かわいい女の子がいて恋人繫ぎでもしてくれれば、全く気分は違ちがうのだろう。女子が一緒にいるだけで、この状況はサバイバルでなく楽しいデートに早変わりする。

　と、そんな妄想を浮うかべた時。

　甲かん高だかい声が遥真の耳を刺し激げきした。

「アハハ！　美み結ゆ～、その水着大だい胆たんすぎじゃない？」

「え～？　そんなことないし～。ね、可か憐れんちゃんはどう思う？」

「むしろもっと露ろ出しゆつしてもよくない？　何なら水着脱ぬいじゃえよ～」

「うわ、マジ変態ｗ　死んじゃえーｗ」

『ギャハハハハハハハハ！』

「……え？」

　無人のはずの島の中で聞こえる女の子たちの声。

　遥真は声のした方に向かって、森の奥へと走り出す。足場の悪いデコボコ道をものともせずに駆かけ抜けて、開けた場所へと辿たどり着く。

「こ、これは……！」

　入り口に立つ、装そう飾しよくの施された西洋風の二本の柱。その先には、真っ白な外がい壁へきが特とく徴ちようのお城のような建物があった。また、建物横の広い庭にはプールが設置されている。サマーベッドやパラソル完備の豪ごう華かな仕様は、まるでセレブがバカンスのために用意しているホテルのようだ。

　遥真は入り口の柱の陰かげから、中をじっくりと覗のぞき込む。すると、プールサイドで騒さわいでいる女の子たちの姿が見えた。

「み、みみみ水着女子!?」

　先ほどの声は、やはり女子たちのものだった。高校生らしき水着女子たちが互たがいの水着の感想を言い、仲良く小こ突づきあっている。

　その他にも、プールの中でボール遊びに興じる女子や、ボートを浮かべてのんびりとくつろいでいる女子がいる。それも、全員ビキニなど露ろ出しゆつ度どの高い格好だ。

　眼福ここに極きわまれり。夢にまで見た水着女子。その存在が目の前にある。

　この子たちと、イチャイチャしたい！

　考えるより先に動く。遥真はダッシュで女子たちのいるプールに向かう。

「みんな───！　僕も混ぜてええええ──────！」

　──ドン！

「うげっ！」

　何かにぶつかり、衝しよう撃げきで尻しりもちをつく遥真。

　見上げると、耳にピアスをつけて腕うでや背にタトゥーを入れている、ガタイのいい男たちがいた。

「あ？　なんだお前？」

「見ない顔じゃん。この島のやつか？」

　倒たおれた遥真の顔を覗き込み、男たちが怪け訝げんな顔をする。

「え、えっと……。僕は、その……」

　睨にらまれ、震ふるえる声を出す遥真。すると遥真の様子から、男たちが何かを察する。

「コイツ、ひょっとして独身じゃね？」

「うわ、分かる。このキョドりようは非リアだわ」

「おいおい、何でこんなとこいんだよ？　ここ俺たちのホテルだぜ？」

「え？」

　どうやらここは、リア充じゆう専用の別べつ荘そうらしい。この島自体がリア充の使うデートスポットとなっていて、夜はここに泊とまっているようだ。

「おら、ボーッとしてんなよ非リア」

「うわっ！」

　リア充が蹴けり上げた砂すな埃ぼこりが、倒れたままの遥真にかかる。

　遥真は立ち上がり、口に入った砂をぬぐった。

「ぺっぺっ！　ひどいよ！　いきなり何さ!?」

「っせーな。ここは俺たち用のホテルだ。独身貴族はさっさと帰んな」

　シッシッと手を払はらい、遥真を邪じや険けんに扱あつかうリア充。それを見て、周りの女子も遥真に気づいた。

「ねぇ、皆みんな～。何してんのー？」

「うわ、何コイツ～。山さん賊ぞくみたいなやついる～。きも～い」

「うぐっ……！」

　遥真を馬ば鹿かにするリア充女子たち。

　女子の悪口は男のものより心に刺さる。遥真の豆とう腐ふメンタルはブルドーザーに轢ひかれたかのように一いつ瞬しゆんでグチャグチャの粉々になった。

「ちょっと浩ひろ紀き～。こんな奴やつに構ってないで、みんなで海の方行こうよ～」

「ああ、そーだな。俺としたことが、完全に時間の無む駄だだった」

　そんな遥真に追い打ちをかけ、手を繫いでイチャつく一組のリア充。ちょうど遥真がさっき妄もう想そうしたのと同じ、固い恋人繫ぎである。

　そしてリア充男は通り過ぎざま、遥真の肩かたを強く打つ。

「わっ！」

　衝撃で遥真はまた地面に尻もちをついた。

「さあ、早く帰れよこの毒男。オメーがいると陰いんキャが移るぜ」

「な、なんだとぉ……！　独身だからってバカにしてぇ！」

　エスカレートする悪口に、遥真も我慢の限界を迎むかえる。リア充たちへの怒いかりの念が、憎にくしみの思いが溢あふれ出る。

「こうなったら、どちらが上か実力で分からせてやろうじゃないか！」

「あ？　何お前。痛い目あいてぇの？」

「痛い目にあうのはそっちだよ！　僕の力を見せてやる！」

　瞬間、遥真の体から青色のオーラが噴ふき出した。

「なに!?　そのオーラ、独どく身しん術じゆつかよ!?」

　独身術──イチャつくカップルへの嫉しつ妬とや憎しみ、つまり憎悪ヘイトを原動力に発動する特とく殊しゆ能力だ。そして遥真が使うのは、リア充を『爆ばく発はつ』させる能力。

「いくぞ、リア充！　後こう悔かいしてももう遅おそい！　君たち全員別れさせてやる！」

「チッ！　イキがんじゃねーぞ独身があァァ！　俺とマユの愛は永遠だ！」

「浩紀！　私たちも見せてやりましょ！」

　リア充が繫いだ手に力を込こめる。すると、彼らの全身がピンク色に明めい滅めつし始めた。

　キュイン、キュイン、キンキンキン、ピカ────────ッ！

　激しい光が彼らを包み、辺りを一層眩まぶしく照らす。

　そして光が止やんだ時、カップルたちはピンク色のオーラを身に纏まとい、独身術とは別の力を、愛あい気き道どうを顕けん現げんさせていた。

　愛気道──恋こい人びとへの愛、つまりは愛マナを媒ばい介かいに発動できる能力だ。

「独身が……。この俺たちに歯向かったことを死ぬほど後悔させてやる！」

「そっちこそ、あまり非リアを舐なめるんじゃない！」

　睨み合う遥真とリア充カップル。

　遥真が爆発を起こそうと憎悪ヘイトの力を練り上げて、リア充カップルも迎げい撃げきの技わざを準備する。

　と、そんな時だった。




「君たち。何の騒ぎかな？」




　一人の男のよく通る声が、一いつ触しよく即そく発はつの空気を撫なでた。

　反射で声の方を向く遥真。そして、彼は絶句する。

　そこにいたのは、金きん髪ぱつの少年。だが、ただの少年ではない。

　端たん的てきに言ってイケメンだった。いや、そんな言葉じゃ物足りない。リア充の男は大体みんな顔立ちが整っているものだが、彼の場合は尋じん常じようじゃなかった。同性である遥真ですら、言葉を失うような美形。空気を一変させるほど影えい響きよう力のあるイケメンボイス。

　そしてなにより……口に咥くわえた一輪のバラ。

「…………んん？」

　その上彼の周囲には一体どこから飛んできたのか、バラの花びらがヒラヒラと舞まう。キザったらしさ抜ばつ群ぐんの姿に、遥真は「うわぁ……」と渋しぶい顔をした。

　彼はホテルの入り口に備え付けられた階段の上で、遥真を見下ろしながら言う。

「どうやら非リアが迷い込んだようだね。ここはリア充専用のホテル。君の居場所はないんだよ？　女子にモテない負け組クン」

「くっ……！　どいつもこいつも！　僕が非リアだからって──」

『キャ────────！　颯そう太たきゅんカッコイイ───────────!!』

　言い返そうとした途と端たん、庭の隅すみにあるプールの方で様子を見ていたリア充女子が、急に男へ駆け寄っていく。颯太と呼ばれた彼の周りに、あっという間に人だかりができた。

「颯太きゅん！　一いつ緒しよにプールで遊ぼーよー！」

「ダメ！　颯太さんは私と海に行くんだから！」

「やめなよ！　颯太が困ってる！　颯太は私のものなんだよ！」

「あっはっは。待ってよ君たち。ボクの体は一つしかないよ？」

　多くのリア充女子に囲まれ、ひたすらチヤホヤされる颯太。

　そんな彼を見て、遥真はまたもや憎悪ヘイトのオーラを立ち昇のぼらせる。

「ぐうぅ……！　本能が、こいつを敵だと言っている……！」

　醜みにくい嫉妬に燃える遥真。

　彼の憎しみの視線を受けて、颯太はキザなポーズを決め、言う。

「へぇ、いいよ。バカンスを邪じや魔まするというのなら、このボク直じき々じきに相手になろう！」

　ズゥン！　と腹に響ひびくような衝撃。颯太の体を縁ふち取どるように、大量の愛マナが一気に噴ふき出す。

「なッ……!?　なんて膨ぼう大だいな愛マナなんだ！」

　このオーラの量と質、並みのリア充に出せるものじゃない。遥真の背中に怖おぞ気けが走る。

「君にボクの相手が務まるの？　『チュー央おう高校』副性せい徒と会かい長ちよう、五十嵐いがらし颯太の相手がね！」

「副性徒会長!?　なんでそんなのがこの島に！」

　副性徒会長といえば、先日戦った『法ほう性せい学院』のトップである、恭きよう介すけや美み咲さきと同じレベルだ。その二人は、強力な術を持つ遥真でも一人では勝てなかった相手。それと同等の強敵となると、勝負になるかさえ分からない。

「いくぞっ！　ボクの強さに震えるがいい！」

　溢れんばかりの愛マナを手に抱かかえ、波動に変えて撃うとうとする。

　だが彼が術を放つ前に、またもや妨ぼう害がい者が現れた。

「ちょっと、そう君！　何してるの!?」

　遥真と颯太のちょうど間に、少女が一人入り込む。

　それは、真ま面じ目めそうな見た目の女の子。

　他のリア充女子とは違ちがう、水着を露ろ出しゆつさせないようにラッシュガードを羽織った格好。腰こしのあたりまで届きそうなストレートの黒くろ髪かみも、リア充としては珍めずらしい。唯ゆい一いつ飾かざり気けのあるものと言えば、右手薬指につけられたハート形の指輪くらいだろう。

　ビキニを晒さらし、髪かみを染めるなどオシャレをしている周りからすれば、全体的におとなし目の子だ。

「そう君！　こんな所で戦っちゃダメだよ！」

「あ、杏あんずちゃん！　でも、非リアが勝手に入って来て……」

「入って来ただけで、まだ何もされてないでしょう？　相手の人に失礼だよ」

　言い合う颯太と、杏と呼ばれた女の子。

　状じよう況きようが飲み込めず、遥真はただ様子を見守るしかない。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　驚おどろかしてしまいましたよね？」

「い、いや……。えっと、あなたは？」

　話しかけられ、どもりながらもなんとか返事をする遥真。

「私は茅ちケが崎さき杏です。チュー央高校の性徒会長をしています」

「え……？　あなたが、性徒会長？」

　かなり意外な事実だった。確かに彼女は綺き麗れいだが、他のリア充たちとは違ってなんだかウブな印象がある。そういう人があのパリピ共のナンバーワンとは、あまりイメージが繫つながらない。

「すみませんでした。私の学校の生徒たちがご迷めい惑わくをおかけして」

「え？　い、いや……。慣れてますから大丈夫です。ハハ……」

　しかも、非リアの遥真をバカにするどころか、わざわざ謝りに来たようだ。副会長の颯太とは違い、礼れい儀ぎ正ただしい性格だ。

「リア充たちに馬鹿にされるなんて、本当に毎日のことですから。気にしてたらメンタル持ちませんし……」
















「そ、そうですか……。優やさしい人で良かったぁ……」

「えっ？」

　少女がフラリと体勢を崩くずす。彼女のまん前にいた遥真は、慌あわてて彼女の肩を摑つかんだ。

「うわっと！」

「す、すみません……。怒おこってると思って緊きん張ちようしてて……。優しい人だって分かったら、つい気持ちが緩ゆるんじゃいました……」

　儚はかなく微笑ほほえんで言う杏。彼女の手が遥真の腰にあることから、ハグしているような立ち位置だ。

「え、えっと……」

　その体勢に、どうするべきか悩なやむ遥真。すぐにでも一言断ってから引き離はなすべきではあるのだろうが、なぜだかそれができなかった。

　清せい楚そな雰ふん囲い気きそのままの、リア充にしては優しすぎる少女。庇ひ護ご欲よくをくすぐる彼女の雰囲気に、気付けばすっかり見とれていたのだ。まるで、魔ま法ほうにでもかかったように。

　瞬間、遥真に殺気がつき刺ささる。

「オイ、テメェ。俺らの杏ちゃんに触ふれてんじゃねえぞ」

「杏さんが穢けがれるだろうが……。死にたくなければ今すぐ離れな……！」

「お、お邪魔しましたぁ────！」

　さすがは性徒会長だ。いくら見た目がおとなしくても、かなり好かれているらしい。

　彼らの尋常ではない迫はく力りよくに、遥真は慌ててホテルから去った。




　　　　※




「はぁ……。まさかリア充たちも同じ島にいるなんて……」

　森の中に戻もどり、遠目にホテルを見る遥真。せっかく人を見つけたのに敵だったなんてついてない。

「っていうか、テントってどうやって張るんだよぉ……」

　そろそろ日が傾かたむくころだ。遥真は森の中で一人、テントを張ろうと試行錯さく誤ごする。

　さっきのホテルがリア充に使われている以上、遥真は自分で寝ね床どこを用意するしかない。幸い、与あたえられた荷物の中にテントのセットは入っていた。だが説明書の類たぐいはなく、テントを立てたことのない遥真はやり方が分からず苦戦していた。

「これ、すぐには出来そうにないね……。あっ！　先に火を用意しておかなきゃ！」

　思い立ち、鞄かばんの中から火打石と鉄てつ片ぺんを取り出す遥真。そして石を鉄片に打ち付け、用意した枯かれ葉への着火を目指す。

　だが、そう簡単にいくわけがなかった。何度試ためしても火はつかず、結局そのまま辺りは闇やみに包まれてしまう。

「……僕、何をやっているんだろう？」

　僕はビーチでラブコメをするはずじゃなかったの？　それなのになんで森の中で一人、火打石と格かく闘とうしているの？　そんなやるせない思いに苦しむ。

　残った携けい帯たい食料を食べたが、お腹なかも心も満たされない。火はつかず、水も明日には無くなりそうだ。オマケにせっかく見つけたホテルも、リア充に占せん拠きよされている。

　あまりの仕打ちに、瞳ひとみに涙なみだを浮うかべる遥真。

「なんだよコレ……。なんでいっつも独身ばっかり、こんな目に遭あわなきゃいけないんだ……」

　耳をすませば、すぐ側そばにあるホテルからリア充たちのはしゃぐ声が聞こえる。

　自身の置かれた境きよう遇ぐうとリア充たちの幸せさに、大きなギャップを感じて滅め入いる。すっかり落ちた夜のとばりも、遥真の心を弱らせた。

　風が吹ふき抜ぬけていく音や、小動物が落ち葉を踏ふんでいく音がするたび、遥真の体は緊張で強こわ張ばる。森の中でたった一人きり、それも結局テントはなし。この環かん境きよう、冗じよう談だんなしに死にそうである。

　──バシャ！

「ヒイッ!?」

　どこかで水を打つ音が聞こえた。そんなに遠くではない場所だ。魚か何かが跳はねたのだろう。そう思い、平静を保たせる遥真。

　……しかし、そうでもないらしい。

　────！

　次いで、甲かん高だかい音が聞こえる。

　獣けものか何かの咆ほう哮こうか、森の少し奥の方から動物的な音がした。

「…………！」

　怖こわくなり、遥真は立ち上がる。この近くに何かいる。それは間違いないようだ。

「……（ゴクッ）」

　生なま唾つばを飲み、遥真は感覚を研とぎ澄すませる。

　リア充が森でイチャついているのか。だが、こんな夜に明かりを持たずに森に入るとは思えない。また、この島には住んでいる人もいないはず。ということは野生生物か、それとも幽ゆう霊れい的な何か……。

「もう……ほんとに何なんだよ……」

　半分泣きそうになりながらも、音のした方へ近づく遥真。

　自分から危険に近づくのは怖いが、危険の正体が分からないままここにいることの方が怖い。ナイフを持ち、少ない勇気を振ふり絞しぼりつつ、ゆっくり慎しん重ちように進んでいく。

　なるべく物音を立てないよう、ゆっくり暗い森を歩く。すると、先ほどの水の音が断続的に聞こえてきた。

　──バシャ、バシャバシャ。

「このすぐ先に、何かいる……？」

　音源のすぐ側そば、一番近くにある木に駆かけ寄る。そして遥真はその陰かげから、こっそり音のする方を覗のぞく。

　すると、そこには──




「あーもう！　やめなさいってば雪ゆき！　さっきから冷たいんだけど！」

「え～、でも昔はよく遊んだよ～？　こうやってお風ふ呂ろで水かけて」

「ねーねー。それよりご飯どうするの？　歩あゆ夢むお腹空すいたんだけど」




　遥真が最も見慣れている、三人の独身貴族の少女。伊い集じゆう院いん姫ひ奈なに一いちノの瀬せ雪、そして我あ孫び子こ歩夢だった。

　彼女たちは、森の開けた所にある大きな湖の中に入って、水浴びをしているようだった。もちろん、一いつ糸し纏まとわぬ生まれたままの姿になって。

　三人の姿を確かく認にんし、遥真は大声を出して近づく。

「ひ、ひ、姫奈ああああああああああっ！」

「え、遥真!?　アンタそこで一体何して……！」

「皆みんなああああ！　寂さびしかったよぉぉ！」

「きゃああああああああああああっ！　やめろ近寄るなあああああ！」

　姫奈は胸むな元もとを片手で隠かくし、遥真に思い切り水を浴びせた。




　　　　※




「申しわけございませんでした……」

　美しいまでの土下座を決め、姫奈たちに深く謝罪する遥真。

　彼は乙女おとめの入浴中にいきなり乱入してきた罪つみで、石抱だきの刑けいに処されていた。

　正座する彼を見下ろしながら、服を着た姫奈が呆あきれ顔で言う。

「ったく……。まあ、今回だけは許してあげるわ。体は水中に隠れててほとんど見えてなかったでしょうし、心細いのも分かるしね……」

「は、はい！　ありがとうございますううう！」

　十分ほど罰せられた後、ようやく刑から解放されて楽な姿勢になる遥真。

「でもよかったね～。私たち、同じ島に飛ばされて」

「ま、一人だったら詰つんでたね。歩夢、サバイバルって柄がらじゃないし～」

　こんな時でもマイペースにポジティブな意見を言う雪と、テントの隅すみで寝ね転ころがってギャルゲに興じている歩夢。

「あ、ヤバ。ルート選せん択たくミスッたっぽい」

「ヤバいのはアンタの頭よ、このバカ。ゲームやってる場合じゃないでしょ」

「でもさ～。もう歩夢クタクタだもん。一日中歩き回ったり、一からテント組み立てたり。オマケにご飯も食べてないから全然力出ないしさ～。ゲームでもやって気持ちを紛まぎらわせないと、死ぬよ？」

　姫奈たち三人も遥真と変わらず、食料の調達に苦戦していた。魚を獲とろうにもうまくいかず、森でキノコなどを見つけても食べられるかどうか分からない。
















　やはり全員、サバイバル素人しろうとに変わりない。いくら人数が集まっても、根本的な解決にならない。

「そうだね～。とにかく何か食べないことには、これから動けなくなっちゃうよ」

「まあ確かに。食料調達は重要ね。でも、一つだけアテがあるわ」

　姫奈が自信ありげな笑えみを浮かべ言う。

「アテ？　何か食べ物見つけたの？」

「もちろん。ほら、あそこにあるわよ」

　姫奈が遥真の後ろを指差す。

　見ると、彼女が指したのは先ほどの大きなホテルであった。木々の間からホテルの庭が見えていて、そこでは十数人ものリア充たちが楽しそうに食事をしていた。




　リア充じゆう男「はい、梨り歩ほちゃん。あ～んして」

　リア充女「あ～んっ！　ん～！　達たつ也や君の焼いた肉サイコー！」




　彼らがイチャつき騒さわぐ声は、風に乗って森まで聞こえてくる。

「あれは、リア充が泊とまってる……」

「その通りよ。あれは告立校が所有しているホテルでね。今日いるのはチュー央高校のカップルみたい。そして今、奴やつらはバーベキュー中。あとは言わなくても分かるわね？」

「！　なるほどね……。そういうことか」

　姫奈はリア充から食料を奪うばう気満々だった。先ほどリア充たちに散々馬ば鹿かにされた遥真は、意い趣しゆ返がえしができることに燃える。

「正直私たちだけで乗り込むのは不安だったけど、遥真がいるなら安心できるわ」

　遥真の爆ばく発はつの術があれば、一いち撃げきで大量のリア充を倒たおせる。恋れん愛あい適性０点の名は伊達だてじゃないということだ。

「え～。でもそれって泥どろ棒ぼうだよね？　普ふ通つうに食べ物を分けてくれるようお願いするべきじゃないかなぁ？」

「あのリア充がそんなお願いに快く応じるわけないでしょ。絶対『非リアに食わせる飯はねぇｗ』とか、バカにしてくるに決まってるわよ。それに、目的はそれだけじゃないわ。ほら、あっちの方も見て」

　姫奈に言われて、再び彼女が示す方を見る。そこは、ホテルの横に広がる海。水面みなもにリア充が使ったらしき三艘そうのボートが停とめられている。

「あのボートの内の一つを奪えば、それで本土に帰れるわ！」

「えっ!?　ボートまで横取りするの？」

　あまりに横暴な提案に、さすがの遥真も躊躇ためらいを見せる。

「なに？　なんか文句ある？」

「だって、さすがにボートまでは……。リア充たち、帰れなくならない？」

「なに甘いこと言ってんの！　じゃあ聞くけど、私たちがアイツらに頼たのんだところで、ボートに乗せてくれると思う？」

「で、でも！　脱だつ出しゆつした後にリア充たちに何かあったら──」




　リア充女『私もう、帰りたくないよう』イチャイチャ

　リア充男『俺もだ。ずっとこうしてたい』ラブラブ




「姫奈。ボートを横取りしよう。食料も根こそぎいただいていくよ」

　あんな奴ら、ここで干ひ乾からびてのたれ死ねばいいんだ。遥真の目がそう言っていた。

「それでこそ遥真よ。さあ、そうと決まれば行きましょう。まずはもう少し近づくわ」

「二人とも……ほんとネガティブなことにおいては積極的に動くよね～」

　呆れを通り越こし、感心している様子の雪。

「雪はここで待ってなさい。独身術が使えないと、戦せん闘とうに参加できないからね」

「うん、分かった。よろしくね～」

「いってらっしゃ～い。早くご飯食べさせて～」

　吞気のんきに返事をする雪と、マイペースにゲームを続ける歩夢。

「コラ、歩夢。アンタは術を使えるでしょうが」

「え～。めんど～い。姫奈たちだけで行けばいいじゃん」

「ついて来ないと、アンタだけ島に置いてくわよ」

「あ、でも洞どう窟くつにこもるとかありかも。自然の中でやるゲームもなかなかオツかも知れないね」

「……もういいわ。あとで迎むかえに来るわよ……」

　雪と歩夢をテントに残し、遥真と姫奈が移動する。リア充のホテルの側にある茂しげみの中から顔を出し、まずは彼らの様子を窺うかがう。

　彼らは複数の男女混合グループに分かれてバーベキュー用のコンロを囲み、まるで飲酒でもしているほどにはめを外して騒ぎ合う。

「颯太キュン、はい。あ～んして？」

「ありがとう。でもボクは、お肉より君を食べたいな」

「キャ──────！　私でよければいくらでも食べて────！」

　とある卓たくでは、先ほど戦いそうになった颯太が女の子をキザに口説き落とし……。

「杏様！　どうぞ！　ちょうど食べごろのお肉です！」

「俺たちの分まで食ってください！　いや、もう俺ごと食ってください！」

「あ、アハハ……。ありがとう……」

　別の卓では、性徒会長である杏が男たちにチヤホヤされていた。

「さすがチュー央高校ね。評判通りの乱れっぷりだわ」

「評判？」

「ええ。チュー央高校の校訓は『人類はみんな恋こい人びと（もちろん非リアは除く）』よ。つまり、ハーレムを作るための教育に力を入れている学校なの。一人の生徒に五人も六人も恋人がいて、むしろ恋人が三人未満の期間が長く続いた生徒は、独立校に飛ばされるらしいわ」

　ハーレムを作れるということは、それだけその人物に魅み力りよくがあるということだ。生徒全員が自分の魅力に磨みがきをかけられるようにするため、そういう理念を掲かかげるのだろう。

「なるほどね……。でも、ハーレムなんてよくないよ！　恋愛観が乱れているね！」

　遥真が思うに、愛とは自分と相手の一対一で少しずつ育はぐくんでいくものだ。チュー央高校の教育理念は、その価値観とはズレている。

「これは爆発させないと！　間ま違ちがった愛は僕が正すよ！」

「あ。それと噂うわさなんだけど、チュー央高校には一人、とんでもない悪女がいるって話よ」

「悪女？」

　姫奈はリア充女子なんて全員悪女と思っていそうだ。その彼女がわざわざ言うからには、相当悪い女なのだろう。

「何でも、学校一たくさんの男を従えているスーパービッチらしいわね。男を惑まどわせる天才で、ハーレムに加えた男どもを馬車馬のようにこき使うって。……遥真、アンタも気を付けなさいよ」

「なにさその目は！　大だい丈じよう夫ぶだよ。僕はリア充の女なんかの誘ゆう惑わくに負けたりしないから！」

「そ、そう……。それならいいんだけど……」

　どこか安あん堵どしたような顔になる姫奈。

「じゃあ、作戦の説明いくわよ！　まず、目標はリア充たちの乗って来たボートと今焼かれている食材たち。これを数十人のリア充相手に、私たち二人で奪うのよ」

　ボートが停められている場所は、リア充がバーベキューをしている庭からほとんど離はなれていない海岸だ。食料を奪い、そのままボートもいただきに走る。そんな流れになるだろう。

「二人で一いつ緒しよに突とつ撃げきもいいけど、それだとモロに戦闘になるから負担が大きくなるかもね。そこで、食材とボートを奪う係と、事前にホテルに突つっ込こんで騒ぎを起こす係とに分けるわ」

　姫奈の作戦の概がい要ようはこうだ。

　まず、二人の内の片方がホテルの敷しき地ち内に突撃し、独身術でリア充を攻こう撃げき。敵が気をとられている隙すきに、もう片方が食材を盗ぬすみ、ボートを奪う準備を進める。

「じゃあ、問題はどっちがどの役をやるかだね」

「そうね。別にどっちでもいいけど──」

　と、姫奈がそう言いかけた時。

　風に乗って、リア充たちの騒がしい声が聞こえてきた。




「は～い！　超ちよう高級品、黒毛和牛が入りま～す！」

「やべー！　興奮してきたぜｗｗｗ」




　ジュウジュウという音と煙けむりが、十数メートルほど離れている遥真たちのもとまで届く。

『………………』

　遥真たちはその光景に、数秒間ほど釘くぎ付づけになる。空腹で腹の虫が鳴り、口の中が唾つばでいっぱいになる。

　やがて、姫奈が口を開いた。

「……じゃあ遥真。私はボートと食料を奪うばう役をやるわ。あなたはホテルを襲しゆう撃げきしてきて」

「いやいや、それはちょっと大変じゃないかな？　女の子一人じゃ食料もボートも奪いきれないよ。ここは僕が引き受ける」

「そんなことないわ。それに、遥真の独身術は騒ぎを起こすのに最適よ」

「そうは言っても、姫奈の憎悪ヘイトもかなりのものだよ？　僕より強いと思うけど」

　二人はにこやかな表情のまま、突撃する役を譲ゆずり合う。

　いや、肉を奪う役を取り合っている。




「おい、この肉もう焼けてるぜ」

「はいは～い！　どんどん追加してくよぉ！」




　と、二人が譲り合いにも見える奪い合いをしている間にも、リア充たちは肉を焼く。当然、残る肉の数もみるみる内に減っている。

　それを見て、二人は妥だ協きようした。

「しょうがないわね。じゃあ、先に二人でホテルの方を襲撃しましょう。食べ物を奪うのはその後で」

「その方がいいみたいだね。二人で仲良く任務をこなそう」

　頷うなずきあい、遥真と姫奈はホテルの方に体を向ける。

「それじゃあ行くわよ！　よーい、ドン！」




　ダッ！　[image: →]ホテルに向かって走る二人。

　くるっ　[image: →]急に向きを変え、バーベキューのもとに行く二人。

　ガツガツガツガツ　[image: →]肉を奪って食す二人。




「コラ、遥真！　何で肉食べに来てんのよ！　さっさとホテル行きなさいバカ！」

「それはこっちのセリフだよ！　姫奈こそあっち行けばいいじゃん！」

「だってアンタがホテル行くなら私はこっちでもいいじゃない！」

「ああ、もう自己中！　そんなんだからモテないんだよ！」

「アンタよりマシよ、この鋼鉄の童貞アイアンチエリー！　一生貞てい操そう守ってなさい！」

「あああ言ったな！　絶対言ってはいけないことを！」

「…………君たち。いったい何のつもりだい？」

『え？』

　口くち喧げん嘩かを止やめ、二人は顔を横に向ける。

　そこには肉を横取りされた、リア充じゆうたちの鬼おにのような形相。

　その中の一人、五十嵐颯太が遥真たちの前に歩み寄る。彼はなぜだか満面の笑えみを張り付けて、遥真たちに問いかける。

「君たちが今食べたソレ……。ボクが大事に焼いてた肉だね？」

「ふ、フン。それがどうしたっていうのよ！」

　相手の迫はく力りよくに怯ひるみつつも、威い勢せいのいい言葉で返す姫奈。

　すると颯太は──豹ひよう変へんした。




「よくも……よくもボクの大事な肉をおおおおおぉぉぉぉぉぉおっ！」




　島中が震ふるえるほどの絶ぜつ叫きよう。瞳ひとみから一筋の涙なみだを流し、姫奈たちを憎にくしみの視線で射い貫ぬく。

「食べるの楽しみにしてたのに─────っ！」

　怒いかりにまかせ、二人へ殴なぐりかかる颯太。

　と、同時。彼は足を滑すべらせて、まだ食材を焼き続けているバーベキューコンロに額をぶつけた。

「アイタッ！　熱い！　熱いよおおおっ！」

『キャ──────!?　颯太く────────ん！』

　取り巻きの女子たちが慌あわてて近づき、氷や冷たいペットボトルなどで颯太の額の火傷やけどを冷ます。

「……なにコイツ？　何やってんの？」

「さ、さあ……。遊んでいるのかな……？」

　自じ滅めつした彼を、二人は拍ひよう子し抜ぬけしつつ眺ながめる。

　颯太はしばらく「熱ぅぅぅ！　熱ぅぅぅぅぅ！」と言いながら庭をのたうち回っていた。が、やがて平静を取り戻もどすと、ゆっくり立ち上がり遥真たちを睨にらんだ。

「う、うぅ……。よくもやったな！　もう絶対に許さない！」

「いや違うよね!?　今の僕たちのせいじゃないよね！」

「うるさいうるさい！　ぶっ倒たおしてやる─────！」

　言うと、颯太の体から大量の愛マナが放出される。愛マナのオーラは幾いく筋すじもの細い糸となり、周囲の女子の小指に繫つながる。

「いくよ、愛気道『王子様の言う通りアブソリユート・オーダー』！」

　颯太が高らかに叫さけんだ途と端たん、彼の周りにいた女子たちの目にピンク色の光が宿った。

「なにっ!?」

「どういうこと？　なんで仲間に愛気道を……？」

「フフン。『王子様の言う通りアブソリユート・オーダー』は、ボクに好意を寄せる異性を意のままに操あやつることができる力さ。どんな女子にも好かれている、美しいボクにピッタリの技わざだね！」

　くるりとその場でターンをし、フィギュアスケートの選手のようにビシッとポーズを決める颯太。自動で周囲にバラの花が舞まい、イケメンっぷりを強調する。

「さあ、みんな！　あいつらをやっちゃって！　最も活かつ躍やくしてくれた子は、今夜一緒に寝ねてあげるよ！」

　颯太がそう口にした途端、女子たちの目がギラリと輝かがやく。

『ソウタクン　ハ　ワタシ　ノ　モノヨオオオオオオッ！』

　彼女たちはいっせいに遥真と姫奈へ飛びかかった。

「うわぁ！　この子たちなんか怖こわい！」

「逃にげちゃダメよ遥真！　立ち入り禁止キープアウト！」

　姫奈が『拒きよ絶ぜつ』の独身術で目の前に青色のバリアを展開。リア充女子たちはそれに弾はじかれ、後方へと吹ふき飛ばされる。

「今よ、遥真！　攻撃を！」

「わ、分かった！　リア充、爆ばく発はつしろ───────！」

　バドギャアアアアアアアァァァァァァァァァァァァァンンンンンンン！！！

　盛せい大だいな爆発が巻き起こり、リア充たちが煙けむりの中に吞のみ込まれる。

　しかし……。

「みんな、負けないで！　あいつらを倒して！」

　颯太が改めて命令すると、操られた女子たちはすぐに煙の中から顔を出す。

『ソウタクン　ノ　タメナラ　シネル！』

「そんな馬ば鹿かな!?　独身術を当てているのに『電撃破局ハートブレイク』を起こさない！」

　通常、独身術を受けたカップルは恋こい人びととの仲に亀き裂れつが入り、その関係が崩くずれるものだ。

　だが彼女たちは、全員颯太を好きなままである。

「あっはっは！　ボクに対する不ふ屈くつの愛がこの子たちの力の源なのさ！」

「チッ……。遥真！　術者を直接倒さないと電撃破局ハートブレイクは起こらないみたい！」

　颯太の術で形成されたハーレムを完全に破は壊かいするには、彼自身を倒すしかないようだ。

「くっ！　この子たちしつこいよ！」

「立ち入り禁止キープアウト！　こっちに来るな！」

　操られたリア充女子は遥真たちを恐おそれることなく、素す手でで彼らに攻撃を仕し掛かける。

　彼女たち、力は普ふ通つうの女子のものだが一いつ斉せいに襲おそいかかられたら相応の怪け我がを負うことになる。その上数が多すぎる。独身術で吹き飛ばしても、またすぐに次が湧わいてくる上、知らぬ間に背後に回られて奇き襲しゆうを受けそうになってしまう。

「アハハハハッ！　さあ、子こ猫ねこちゃんたち！　ボクへの愛を聞かせておくれ！」

『ソウタクゥゥゥゥン！　アイシテルヨオオオオオオオオオオオオオッ！』

　アイドルのコンサートのように大声で愛を叫ぶ女子たち。

　颯太はますます調子に乗ってナルシスティックなポーズを決める。

「いいよ、皆みんな！　素晴らしい！　もっとボクを好きになってもいいよ！」

「そう君、ちょっとやりすぎだよ！　そろそろ許してあげようよ！」

　唯ゆい一いつ影えい響きようを受けていない杏が、颯太を諫いさめようとする。

「ダメだよ、杏ちゃん！　こいつらボクの肉食べたもん！」

「そんな……子供じゃないんだから！」

　杏の言うことなど聞かず、操っている女子たちに戦せん闘とうを続けさせる颯太。その一方で、リア充男子は杏を颯太から引き離はなす。

「杏さん！　颯太さんに任せて逃げて下さい！　安全な所までお連れします！」

「あ、ズリィぞ！　杏ちゃん、俺が一いつ緒しよに行くぜ！」

「え……キャア！　ちょっと！　皆おろして！」

　男たちが杏を担かついでボートの方に向かっていく。杏の身を案じ、島から逃げるつもりだろう。

　もし全すべてのボートを使われたら、遥真たちは脱だつ出しゆつできなくなってしまう。そのことに気づき、姫奈が叫ぶ。

「ダメ！　遥真、あいつらを止めて！」

「分かった！　リア充、動くなああああああっ！」

　遥真は右手の指を鳴らしてリア充たちが向かっていた先、ボートの側そばに術を発動。目を焼くような鋭するどい光が空間の一点に凝ぎよう縮しゆくされて、超ちよう高こう威い力りよくの爆発が辺り一帯を包み込む。

　けたたましい音、揺ゆれる地面、そして炎ほのおの立ち上る水面みなも。

　停てい泊はくしていた三艘そうのボートが、遥真の術で大破した。

「よし！　これでもう逃げられないよ！」

　術を決めてガッツポーズをする遥真。

　そんな彼に、姫奈がジト目を向ける。

「…………ねぇ、遥真。ボート壊こわしたの？」

「うん！　誰だれもここから出さないためにね！」

「じゃあ、もうボート動かないのね？」

「もちろんさ！　だって壊れてるからね！」

「ってことは、私たちも出られなくない？」

「えっ……？」

　………………………………………………………………………………………………。

「えへっ☆」

「えへっ、じゃないわよミラクルバカ───────ッ！」

　遥真の頭に姫奈が思いきりチョップをかました。

「誰がボートごと粉ふん砕さいしろって言ったのよ！　ってか、考えれば分かることでしょう！」

「ご、ごめんなさああああいっ！　つい勢いでやっちゃいましたあああっ！」

　ひたすら謝りだおす遥真に、何度もチョップをくらわす姫奈。

　しかし一番困っていたのは、ボートでやって来たリア充たちだ。

「き、君たち……なんてことをしてくれたんだ……！」

　さっきまでご機き嫌げんで女子たちを操っていた颯太は、わなわなと震える声を出す。

「ど、どうするんだよ──！　ボクたち帰れないじゃないか───────！」

「うわあああああっ！　ご、ごめんなさいいいいいいいいい！」

　颯太が遥真の肩かたを摑つかんで、ブンブンと体を前後に揺する。

「で、でも僕たちの物資もあるから！　しばらくは生活できるんじゃないかな？」

　言いつつ、隠かくれていた茂しげみから物資の入ったバッグを取り出す。

「これ、少し分けてあげるから！　みんなでレッツサバイバル☆」

「そんなもんいるわけないだろ─────っ！」

　颯太は物資を遥真から奪い、海に向かって投げ捨てた。

「ああっ！　僕の大事な荷物がぁ！」

　あの中には残りの水や食料及および、その他全ての与あたえられた物資がまとめて詰つめてあったのだ。

「何するのさ！　人の物に危害を加えるなんて絶対やっちゃいけないことだよ！」

「そのセリフ鏡に向けて言ってみろ！　お前たちのせいで散々だよ！　こうなったら、徹てつ底てい的にブチのめしてやる！」

「こっちこそ、君たちまとめて独身貴族に変えてやる！」

　二人は距きよ離りをとり、またもや戦闘態勢になる。その場にいる他の者たちも彼らの影えい響きようで殺気立ち、熾し烈れつな戦いが始まろうとしていた。

　憎悪ヘイトと愛マナのオーラを宿らせ、遥真と颯太が術を放つ。

「いくぞ！　リア充じゆう爆ばく発はつし────」




『そこまでっ！』




　凜りんとした声が辺りに響ひびき、遥真がギリギリで動きを止めた。

　次の瞬しゆん間かん、遥真たちの目の前に一人の少女が現れる。

「直ちに戦いを中チユー止ししてください。これ以上は私わたくしが許しません！」

　全員の視線が闖ちん入にゆう者に集まる。

　腰こしまで伸のびるピンクのゆるふわロングヘアーに、どうしても目がいく豊満な胸。そして何より、彼女が纏まとっている圧あつ倒とう的なリア充オーラ。

　他のリア充一同は彼女の姿を見てすぐに、緊きん張ちようしたように姿勢を正す。

　少女は両者の戦闘によりぐちゃぐちゃに荒あれた庭を眺ながめて、颯太の方へ向き直った。

「颯太さん。これはどういうことですか？　なぜこのような惨さん状じように？」

「だ、だって！　アイツらがいきなりボクのお肉を食べたんだ！　だから──」

「だから、自分の恋人を操り彼らを攻こう撃げきさせていた、と？」

「うぐっ！」

　少女の厳しいもの言いに、颯太は怯ひるんで言葉を失う。

「いいですか？　争いはいけません。すぐに暴力に訴うつたえるから、こんな事態になるのです」

　少女は海辺の方に目を向ける。そこには今なお炎えん上じようを続けるボロボロになった三艘のボート。

「で、でも……だってさぁ……」

　何か言い返す言葉を探し、颯太はもごもごと口ごもる。

「ふぅ……。過ぎたことは仕方ありません。それにボートが壊れた以上、争っている暇ひまはありませんし……。ここは全員で協力して、脱出の方法を考えましょう」

「きょ、協力って……独身と!?」

「そうです。ここは一時休戦ですね」

「いやいやいや！　そんなの無理だよ！　こいつらにはけじめをつけてもらわないと！」

「これは『告こく際さい恋れん合ごう』議長としての命令です。皆みな様さまに拒きよ否ひ権はありません」

「ちょ、待ちなさいよ！　勝手に休戦とか決めないでもらえる!?」

　二人のやりとりに姫奈が口を挟はさむ。リア充たちへの憎にくしみが誰よりも強い彼女にとって、休戦なんてありえない話。勝手に話を進められて、我が慢まんの限界に達する。

「と言うか、そもそもアンタ誰よ!?」

　少女は姫奈に向き直ると、スカートの裾すそをつまみながら優ゆう雅がに一度お辞じ儀ぎする。

「申し遅おくれました。私、国くに続つぎ聖せい愛らと申します。告こく学がく院いん性徒会長にして、リア充全体を統とう括かつする告際恋合の議長です」

「国続、聖愛……っ!?」

　その名を、姫奈は知っていた。非リアにとってのラスボスの名を。過去唯ゆい一いつ恋愛適性で百点満点を叩たたき出している、最もモテる少女の名を。

　突とつ然ぜんの大物の登場でさすがに驚おどろきを隠し切れず、姫奈は言葉を出せなくなる。

　一方聖愛は、自己紹しよう介かいを終えると姫奈から視線を移し、その隣となりにいた遥真を見る。

　そして、太陽のように微笑ほほえんだ。

「お久しぶりです、遥真さまっ！」

　先ほどまでの厳しい口調とは違ちがい、仲の良い友達に向けるような笑顔で遥真に話しかける聖愛。

　そう。聖愛と遥真は、互たがいのことを知っていた。

「えっと……。あなたは、ゲーセンで……」

「はい。あの時はありがとうございます。猫ねこちゃんはお家で大事に飾かざってありますよ」

　間違いない。聖愛は唯ゆい一いつ遥真と仲の良いリア充の女の子だった。

　恋愛適性発表の日にパンをあげたことを皮きりに、牛ぎゆう丼どん屋で会ってご飯を食べたりゲーセンで遊んだりした少女。告学院の生徒だと言った、輝かがやく笑顔と優やさしさが誰よりも魅み力りよく的なその少女。

「ってことは……あなたがリア充のラスボスですか!?」

「ら、ラスボスなんて！　そんな言い方しないで下さいっ」

　拗すねた様子でぷいっ、とそっぽを向く聖愛。

「ご、ごめんなさい！　変な意味で言ったんじゃなくて……！」

　遥真は怒おこらせたと思い、慌あわてて訂てい正せいしようとする。

　その様子に、聖愛は上品に笑った。

「ふふっ……。大だい丈じよう夫ぶですよ。全く気にしてませんから」

「そ、そうですか……。よかったです……」

　安あん堵どし、胸をなでおろす遥真。

「ちょ！　よくないわよ！　何で遥真が国続聖愛を知ってんの!?」

　和なごむ二人に、姫奈が語気を荒あららげてつっかかる。

　その迫はく力りよくに遥真はたじろぎ、どう説明すればいいのか悩なやむ。

「え、えっとそれは──」

「私たちは、運命に引かれているのです」

　遥真の言葉を遮さえぎって、聖愛が穏おだやかな、しかしどこか険のある声で言う。

「遥真さまは私が困っているときに、いつも助けに来てくださいます。つまり私たちは、運命によって互いに引き寄せられているのです」

「っ！　…………へ～え？　運命、ねぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」

　こめかみをぴくぴくと引きつらせつつ、かろうじて笑みを浮うかべる姫奈。

　聖愛の方もにこやかな笑みを浮かべながらも、姫奈を見る目にはどこか陰かげがある。

　会ったばかりで見えない火花を散らす両者。遥真にとってこの状じよう況きようはかなり気まずいものだった。

「あ、あの……。二人とも……？」

　姫奈がリア充のトップである聖愛に敵意を向けてしまうのは分かるし、反対に聖愛が喪も中ちゆうの獅し子しのメンバーである姫奈を危険視することも分かる。なんだか二人が険悪な理由はそれだけではない気もするが、とにかくそれは仕方ない。

　だが遥真にとって、聖愛は敵というよりは優しく魅力的な女の子だ。異性としての強い好意も抱いだいている。

　仲間である姫奈と憧あこがれの聖愛。その二人の対立が生み出すピリピリとした緊張感に遥真は耐たえることができず、何とか空気を変えようとする。

「で、でも！　その……聖愛さんは、何で僕の名前知ってるの？」

　遥真と聖愛は、何度か遊んだことはあるものの、自己紹介をしたことはなかった。それなのに聖愛は遥真の名前をすでに知っていた。

「それは当然のことですよ。私は告際恋合の議長です。遥真さまが喪中の獅子として法性学院のリア充たちを破局させたことは知っています。そして、性せい遺い物ぶつの一つである『性せい杯はい』を恭介さんから奪うばったことも。そのことで、あなたを調べたのです」

「あっ……」

　遥真たち喪中の獅子は、リア充のみが優ゆう遇ぐうされるこの社会を変えるため動いている。そのためには各告立校が所有する『性遺物』を集める必要があるのだ。

　性遺物は全すべて集めればこの世の全ての恋愛を操あやつることができると言われ、それを使えばリア充たちが振ふりかざす偽にせ物ものの愛も駆く逐ちくできる。

　遥真は先日、告立校の一つである『法性学院』のリア充を撃破し、同校に保管されていた『性杯』の奪だつ取しゆに成功していた。

「遥真さまは喪中の獅子として、たくさんのリア充を別れさせました。よって……私はあなたを性せい裁さいしなければなりません。告際恋合の、議長として」

　聖愛が、キッ！　と目を細め、体中から愛マナのオーラを[image: ]ほとばしらせる。わずか一瞬で膨ふくれ上がった今まで見たこともないほどのオーラに、遥真と姫奈は体を芯しんから震ふるわせる。

「なっ……！　マズい！　立ち入り禁止キープアウト！」

　急いで姫奈が結界を張る。だが、遥真に向かって走り出した聖愛がその結界に触ふれた瞬間、憎悪ヘイトの力は突とつ如じよ霧む散さんし、青い粒りゆう子しとなって消える。

「噓うそ!?」

　結果聖愛は一瞬で、遥真のすぐ目の前まで接近。

　遥真は言葉をあげることも、一歩下がることすらできずに、目を見開いて彼女を見つめる。

　すると聖愛は両手を大きく真横に開き──




　遥真に抱きつき、そのほっぺたにキスをした。




『……え？』

　その場にいる全員が、遥真と姫奈だけでなくリア充も、間の抜ぬけた声を出して固まる。

　聖愛はそんな全員の視線を一いつ切さい気にすることなく言う。

「あなたにはこれから罰ばつとして、立派なリア充になってもらいます！」


























第二章　デートは非リアとご一いつ緒しよに









「何あいつ何あいつ何あいつ────────────────ッ！」

　独身たちが立てたテントで、姫ひ奈なは魂たましいの叫さけびを上げた。

　その怒りの対象は、もちろん国くに続つぎ聖せい愛らである。

　結局あの後、聖愛がその場を取り仕切り、この島から無事出られるまでは一時休戦ということになって両者の争あらそいは終結した。

　現実問題、ボートが壊こわれてしまった以上、今ここにいる全員で脱だつ出しゆつの方法を考えねばならない。いずれは助けが来るだろうが、その前にここでのたれ死ぬという可能性だって大いにある。そんな中で戦う余よ裕ゆうは無いのだ。

　だが姫奈は、脱出する方法よりも聖愛に対する悪感情で頭がいっぱいになっていた。

「いきなり出て来て勝手に色々決めちゃって！　その上、遥はる真まとき、キスを……！」

　聖愛の行動を思い出し、姫奈は茹ゆだったように赤くなる。

　一方当の遥真はというと……。

「うぇへ……。うぇへへ……。うぇへへへへへへへへ……」

　頭がすっかり蕩とろけきり、使い物にならなくなっていた。

「コラ、バカ遥真！　戻もどってきなさい！」

　しまりのなくなった遥真の頰ほおを、姫奈が叩いて目を覚まさせる。

「ハッ！　あれ……？　聖愛さんは？」

「アンタもデレデレしてんじゃないわよ！　アイツは敵よ！　リア充じゆうよ！　それともアンタもリア充共に毒されたわけ？」

「ち、違う違う！　分かってるって！　リア充たちは敵だから！　上辺だけのイチャつきに惑まどわされたりなんかしないよ！」

　とはいえ、キスしてきたのは国続聖愛。リア充の中でも最上級に可愛かわいい上に、性格だって素す晴ばらしい。遥真は聖愛に異性としての魅力を感じているわけで、そんな彼女にキスをされたら喜んでしまうのは無理もない。それがたとえ頰へのキスでも。

　そんな遥真の姿を見て、姫奈は眉み間けんにしわを寄せる。

「くっ！　あの女、絶対遥真をたぶらかして戦力から削けずる魂こん胆たんよ！　姑こ息そくな手段を考えるわね……！」

　独どく身しん術じゆつは、リア充たちへの憎にくしみや嫉しつ妬とが引き金となって発動する。そういった感情を抱かなくなれば、例えば彼女が出来てしまえば、独身術は使えなくなる。

　リア充になることが夢だった遥真の立場になってみれば、そんな戦略で攻せめられればすぐ気を許してしまうかもしれない。

「これはまずいわ。今のうちに手を打たないと……。やっぱりホテルに乗り込んで、アイツをメタメタにやっつけてくる！　歩あゆ夢む！　アンタも手伝いなさい！」

「いやいや。姫奈、少し落ちつけば？　あっちは十人以上もいるよ？　歩夢たちが戦ったところで、ゲームオーバーは目に見えてるじゃん」

　いきり立つ姫奈を、歩夢がゲームをしながらなだめる。

「そんなにムキにならないでギャルゲでもしてればいいんだよ。それに姫奈の独身術も、聖愛ってのに破られたんでしょ？　それじゃあ行っても意味ないんじゃな～い？」

「うっ……。確かに、そうだった……」

　彼女の言う通り、今姫奈がホテルに乗り込んでいっても勝算はかなり低いだろう。あちらには聖愛だけでなく、チュー央おう高校のトップ二人もいるのだから。

「でも、すごいよ聖愛さん。告こく学がく院いんに通うだけじゃなく、まさか性せい徒と会長だなんて……。愛マナの量だって凄すさまじかったし」

「ええ……。あれは正直脅きよう威いだわ。私の渾こん身しんの独身術を触れただけで消す愛あい気き道どう……。どういう力か分からないけど、注意しておく必要があるわね」

　国続聖愛はリア充中のリア充であり、姫奈たちにとってはいずれ越こえなければいけない相手。しかし、今はまだ彼女が使う愛気道の正体も分からない。本格的に聖愛へ戦いを仕し掛かけるには、やはりある程度情報を揃そろえてからの方がいい。

「はぁ……。なんか考えたらお腹なかすいたわね。ねぇ、雪ゆき。あなたの携けい帯たい食料、一口でいいから分けてくれない？」

　自分の分をとっくに食べてしまった姫奈は、隣となりで食料を食べる雪にねだる。

「え～……。でも、どうしようかなぁ……」

「え～じゃないわよ。困ってるんだから少しくれたっていいじゃない」

　姫奈が雪の手から携帯食料の箱を取る。

「だって、もう全部食べちゃったし」

「あああああ！　中身空っぽじゃない！　何で黙だまって全部食べるの!?　ホント昔から自己中ね！」

「えっと、人の食料無理やり取ろうとした件については棚たなに上げてくスタイルなんだ？」

　すっからかんの箱を潰つぶし、姫奈が涙なみだ目めになって言う。

「お腹すいた……。私今日、朝からほとんど何も食べてない……」

「魚も全然獲とれなかったし」

　空腹を自覚し、遥真も一気にテンションを下げる。

　そんな中、未いまだホテルでパーティーをしているリア充たちの笑い声が聞こえた。彼らはみんな楽しそうに、男女のグループで肉を焼いたり王様ゲームをしたりしている。

「うぅ……。これも全部リア充のせいよ！　あいつらがバカ騒さわぎしてるから！」

「そうだそうだ！　僕たちがこんなに苦しんでいるのは、いつだってリア充が原因だ！」

「無人島に来てまでイチャつくなっつの！　あの年がら年中発情期どもが！」

「なんでわざわざ僕たちの近くでラブラブアピールするんだよ！　いじめか！」

　やつあたり気味にリア充への怒いかりを叫ぶ二人。いくら空腹でエネルギーがなくても、リア充たちへの憎しみは尽つきることなく湧わいてくる。

　すると……。

「おいおい、お前らスゲーじゃん。こんなジャングルで野宿ですか？ｗｗｗ」

「すごーい！　なんか原人みたーい。非リアにはマジぴったりじゃんｗｗ」

『うけるー！』

　テントの入り口で笑う声。振り返ると、そこには数人のリア充が紙皿を持って立っていた。

「何しに来たのよ地球のゴミども。すぐ帰らないと痛い目見るわよ」

　大量の毛虫を見た時のような心底嫌いやそうな表情で、姫奈が彼らを追い出そうとする。

「おいおい、何だその態度は。こっちは憐あわれなお前たちに飯を恵めぐんでやろうとしたのに」

「さすがに外でサバイバルなんて、ちょっとかわいそ過ぎるからね」

　普ふ段だんとは違ちがい、遥真たち非リアに優やさしい顔を向けるリア充。彼らは紙皿にのった食料をテントの入り口へと置いた。




「ほら。遠えん慮りよせず食えよ」[image: →]えのきの燃えカス

「私もあげるね」[image: →]こびりついた玉ねぎ

「俺からはこれを」[image: →]炭になったピーマン




「ふざけるな！　バカにするのもいい加減にしろよ！　こんなの食べるわけないだろう！　……ガツガツ」

「そうよ！　こんなもの食べるくらいなら自分の舌を食べて死ぬわ！　……もぐもぐ」

「お前ら……なんか逞たくましいな」

　怒りながらもテントから出てしっかり食料をいただく二人に、冷やかしに来たリア充たちは逆に圧あつ倒とうされていた。

「何をしてるんですか、あなたたち！」

　と、少女の怒ど声せいが森の中を走る。

「あ、やべっ！　逃にげろ！　会長だ！」

　リア充たちは声を聞くと、すぐにテントから去っていく。

　その代わりに現れたのは、リア充の代表、国続聖愛だ。

「遥真さま、すみません！　彼らがご迷めい惑わくをおかけしたようで……。余計なことはしないようにとさっき忠チユー告こくしたのですが……」

「い、いえいえ！　全然大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　聖愛の登場に、遥真の顔が心なしかにやける。

　反対に姫奈はさっきよりも不ふ機き嫌げんそうな顔色になった。

「そう言えば、どうして聖愛さんもこんな島に来てるんですか？　チュー央高校の生徒じゃないのに」

「お役目の一いつ環かんなんですよ。今回はチュー央高校のデート研修で、初めてこの島を使うことになりまして。私わたくしは告こく恋れんの議長として、視察も兼かねて参加したんです」

　告こく際さい恋れん合ごうはリア充たちがよりよい性活デートを送れるように、様々なことを定める組織。そのため、新しい試みであるこの無人島でのデート授業がどんな影えい響きようをもたらすか、見届けなければいけないらしい。

「遥真さまたちは、独どく立りつ校こうの授業ですよね？　いつもより過か酷こくな内容ですね……」

　事情を察し、聖愛は気の毒そうに言う。

「もしよろしければ、私たちのホテルをお使いになりますか？　幸い、お部屋もありますし」

「えっ！　いいんですか!?　昼間は追い出されちゃったのに？」

　願ってもない提案に、遥真は若じやつ干かん食い気味に答える。

「ええ。こういうときは助け合うのが真のリア充の務めです。それに、私言いましたよね？　遥真さまにリア充になっていただくと」

「え？」

「ホテルでたっぷり教えてあげます。リア充としての、営みを」

　意味深な事を言いながら、艶つやっぽい目つきを向ける聖愛。

　煽せん情じよう的な彼女の言葉に、非リアの遥真はひとたまりもなかった。

「ありがとうございます！　それじゃあ是ぜ非ひとも──」

「待て待て待て────────！　勝手に話を進めてんじゃないわよ！」

　話がまとまりかけていたとき、姫奈が突とつ然ぜん割り込んできた。

「アンタ……。遥真を誘ゆう惑わくして無力化しようとしてるみたいだけど、そう簡単にはいかないわよ！　リア充なんかのそんな誘さそいに私たちが乗るわけないじゃない！　ねっ、遥真！　そうでしょう？」

「え？　僕は絶対ホテルがいいけど……」

　姫奈が遥真の肩かたに手を置き、凄まじい握あく力りよくで締しめ付ける。

「ねっ、遥真。野宿でいいわよね？」

「そ、そうだね！　僕って案外野性的ワイルドだし！」

「待ってください！　今完全に言わせてました！」

　姫奈の態度に、大声で異を唱える聖愛。

「それに私の遥真さまに暴力を振ふるわないで下さい！　怪け我がをしたらどうするんですか？」

「わたくしの、はるま……？」

　ピキッ、と姫奈のこめかみが引きつる。

「遥真さまは、私の運命です！　私には遥真さまを守る義務があります！」

「言ってくれるわね！　遥真は私のパートナーよ！　アンタなんかのものじゃない！」

　聖愛の言い方に我が慢まんができず、姫奈は彼女に言葉をぶつける。

「私たちは『リア充じゆう憎にくし』という絆きずなで魂たましいから繫つながっているの。アンタみたいなリア充のトップに、遥真を理解できるわけがないわ！」

「そんなことはありません！　私たちだって、強い絆で結ばれています！」

　遥真をめぐって争う両者。遥真は二人に挟はさまれて「え、え？」と首を巡めぐらせる。二人がなんで自分を取り合っているのかを、彼はいま一つ分かっていなかった。

「とにかく、遥真さまをこんな環かん境きようで寝ねかせられません！　一いつ緒しよにホテルに来てもらいます！」

「そんな強ごう引いんな言い方じゃ私たちはついていかないわ！　ねっ、雪！」

「え～。私はやっぱりベッドで寝たいなぁ」

「ぐっ……！　じゃあ歩夢！」

「ね～ね～。ホテルって、ゲーム機あるの？」

「え、ええ。最新機種からレトロゲームまで各種取り揃えておりますよ」

「さあ、姫奈！　早さつ速そくホテルに行こう！　皆みんなで対戦ゲーやろう！」

「アホ─────！　話の流れを考えなさいよ！」

　悔くやしさのあまり地団太を踏ふむ姫奈。それでも負けじと聖愛に怒ど鳴なる。

「早く一人でホテルに帰って！　私たちは、リア充の施ほどこしなんか受けないわ！」

「あ。さっき食べ物もらってたのは完かん璧ぺきにスルーな方向なんだ」

　雪がさらりと突つっ込こむが、姫奈は聞こえないフリをした。

「あなたはよくても、遥真さまたちはホテルがいいと言っています。皆さんを放ほうってはおけません」

「うるさい帰れ！　この巨きよ乳にゆうオバケ！」

「きょ、巨乳オバケ!?」

　言葉のナイフが豊満な胸に突き刺ささり、一気に泣きそうな顔になる聖愛。

「ひ……ひどい！　私すごく気にしてるのに！　太ってるって思われるかもって……」

「はああ!?　気にしてるぅ？　胸も悩なやみも贅ぜい沢たくねアンタ！　いらないんなら削そぎ落としてあげるわ！」

「なっ!?　止やめて下さい！　何するんですか！」

　姫奈が聖愛の大きな胸を平手で勢いよく叩たたく。するとはち切れんばかりの双そう丘きゆうがエロロ～ンと荒あら々あらしく揺ゆれた。

「ぐはあっ！」

　おっぱいの動きに、遥真は興奮で鼻血を出す。

「リア充ってのはどいつもこいつも……。巨乳なんか爆ばく発はつしろ！」

「そんなっ！　ひどいです！　一時休戦をするように先ほど決めたじゃないですか！　それなのにこんな嫌がらせ……っ！」

「それはアンタらリア充が勝手に決めたことでしょーが！　私は同意してないわ。何なら今からやり合ってみる？」

　憎悪ヘイトのオーラをたぎらせて、姫奈が聖愛を挑ちよう発はつする。その手には青い波動弾だん。

　姫奈はその場の怒りに任せて、聖愛と戦う気になっていた。

「……仕方ありません。自衛のためです！」

　一方聖愛も体の底から大量の愛マナを生み出した。ピンクの輝かがやきが聖愛を包む。

「ちょ、姫奈！　止めなよ！　こんなところで！」

「食らえ、リア充！　愛を失え！」

　遥真の制止などまるで聞かずに、姫奈が聖愛に波動弾を放つ。

「発動します。愛気道！」

　途と端たん、聖愛の半径数メートルがひときわ眩まぶしいピンク色に輝く。

「くっ！　目が！」

　たまらず遥真は両目を覆おおう。だがその光は一いつ瞬しゆんで止んだ。何が起こったか確かく認にんするため、遥真がもう一度瞼まぶたを上げると──

　姫奈が放った波動弾が突然空中で軌き道どうを変えて、遥真のもとへ向かってきた。

「え、うそ──ギャアアアアアアアアアアアア！」

　波動弾はそのまま遥真に直ちよく撃げき。聖愛の何らかの愛気道によって、姫奈の術が逸そらされたようだ。

「遥真ぁ──────！　ちょっと大丈夫!?」

「す、すみません！　遥真さま──────！」

　倒たおれた遥真を、姫奈と聖愛が介かい抱ほうのために抱だきかかえた。




　　　　※




「へぇ～。まさか聖愛が非リアに惚ほれるなんてねぇ」

　遥真を取り合う姫奈と聖愛のやりとりを木々の陰かげから眺ながめつつ、一人の少女がそう呟つぶやく。

　腰こしまで届くロングの黒くろ髪かみ。紛まぎれもなく茅ちケが崎さき杏あんずである。しかし、どこか様子が違う。

　まずおかしいのは言葉遣づかいだ。遥真と話していた時のような控ひかえめな話し方とは違い、どこか人を下に見るような、砕くだけた感じの話し方をしている。その表情も口角を吊つり上げ、とても快活な笑顔である。先ほどまでの大人し目な空気は、微み塵じんも感じられなかった。

　彼女は黒髪を搔かき分けて、嘲あざけるような口調で話す。

「ずっと、『私に彼氏はいりません』なんて聖人ぶったこと言ってたクセに、惚れた相手が非リアとかバカじゃん？」

「そうかもねぇ。確かにちょっとびっくりしたよ」

　その呟きに、彼女の隣となりに立っていた五十嵐いがらし颯そう太たが返事をする。

「でも杏ちゃん、本当にいつもと口調違ちがうよね。なんだか顔付きまで変わって見えるよ？」

　すっかり雰ふん囲い気きが変わっている杏の顔を見ながら言う。

「しょーがないじゃん。清せい楚そぶった方がいっぱい男釣つれるんだし。男なんて、優やさしくてか弱いところを見せればすぐ落ちるからね。チョロいチョロい」

　杏は男にモテるため、『大人しい清楚な女の子』という擬ぎ態たいを作っているのであった。どうすれば男心をくすぐることができるのか、計算し尽つくした結果である。

「でも杏ちゃんの本ほん性しようを知ったら、みんなどういう反応するかな？　杏ちゃんみたいな人の事、確かビッチって言うんだよね？」

「ビッチ言うなし。何か文句ある？」

「いいや。僕は全すべての女子を平等に愛しているからね！　僕が作るハーレムにはどんな女子でも大だい歓かん迎げいだよ！」

　くるくると回り、周囲にバラの花を散らす颯太。彼は取り出した一輪のバラをキザったらしく咥くわえようとする。

　そして、棘とげが唇くちびるに刺ささった。

「イタタタタタ！　杏ちゃん！　刺さった！　棘刺さった！　救急車！　救急車ぁ！」

「…………アンタこそ、その本性が周りに知られたらどんな風に思われるでしょうね？」

　半眼になり、颯太の姿に呆あきれる杏。

　颯太は、完璧なドジっ子だった。そのドジ具合はあらゆる法則を無視するほどで、何もないところで落とし穴に落ちたり、水みず風ぶ呂ろに飛び込んで火傷やけどしたりと、もはや祟たたりの域である。

「うええ～ん……。ここ、スマホの電波通じないよぉ……。レスキュー呼べない……。どうしよう……」

「もうアンタ一生黙だまってなさいよ。静かにしてればただのイケメンなんだから」

　彼の本性を知っているのは、チュー央高校でも杏だけだ。それ以外の女子たちからは、『絶世のイケメン』として憧あこがれの的になっている。杏としては『絶世のイケメン（笑）』という感じではあるが。

「ってか、んなことより。聖愛ほんとウザくない？　いっつもいい人ぶっちゃってさぁ。しかもアイツ、なんかアンズよりモテてるし」

　二人の通うチュー央高校は、ハーレムを作るための学習に特化している学校だ。その性徒会役員の二人となれば、当然たくさんの恋こい人びとがいる。会長と副会長である二人も一応恋人同士ではあるが、互たがいに特別な思い入れが無いほど付き合っている人数が多い。

　しかしそんな杏よりも、聖愛は男にモテていた。チュー央高校に通う生徒はさすがに杏を好いているが、一歩学園の外に出ればチヤホヤされるのは聖愛である。

「さっきだって、みんなアイツの言いなりになって大人しくバトル止めちゃうし。なんか面おも白しろくないんだけど～。あ～あ。アイツ、ほんと何とかならないかな～」

　杏が清楚系の仮面を被かぶって颯太たちを止めようとしたときは、みんなそれを聞かなかったのに、聖愛が命令をした途端ちゃっかりそれを受け入れていた。杏としては気に食わない。

　自分よりモテて存在感のある彼女は、杏にとっては目の上のたんこぶ。何かしらの手で懲こらしめたくなる。

　再び杏は、遥真を取り合って姫奈と争う聖愛を見た。男のために必死になっている聖愛の姿は、本当に初めて見るものだ。

　と、その時。杏の頭に一つの閃ひらめきが舞まい降りる。
















「そうだ……。いいこと思いついちゃった」

　杏がぺろりと舌を出し、真っ赤な唇を妖よう艶えんに舐なめる。

「あの遥真とかいう男……。アンズが奪うばっちゃえばいいんだ♪」




　　　　※




　翌朝、遥真たち非リアは森の中を探たん索さくしていた。

「ねぇ遥真ー。そっちはよさげなやつあったー？」

「う～ん……。こっちもダメみたいー」

　遥真はナイフを片手に持ち、木の幹をゴリゴリ削けずりながら遠くにいる姫奈の呼びかけに答える。

　独身一行は日が上がると同時に、島を出るために必要な様々な準備を開始していた。

　当然、いつまでもこんなところでサバイバルをしている余よ裕ゆうは無い。リア充のせいで物資も減り、食べ物だって調達できない。一刻も早くこの島から脱だつ出しゆつする必要がある。

　そして遥真たちが考えたのが、筏いかだを作って本土まで戻もどる作戦だ。

　遥真がいい感じの木をナイフで削り、女子たちと一緒に協力しながら筏を組み立て島を出る。そういう算段になったのだ。

　しかし、筏を作るためのよさげな木がなかなか見つからなかった。大たい抵ていの木は幹が太すぎて、遥真たちの持つナイフでは切り取ることができないのだ。

「う～ん……。やっぱり別の方法を考えてみるしかないかなぁ……？　遥真君、なかなかいい木を見つけられないみたいだし」

「他の方法なんてないでしょ。それとも狼煙のろしでも上げといて、ヘリかなんかが通るのを待つ？」

　雪と姫奈が遥真から少し離はなれた場所で別の作戦を考えるが、そうそういい案は浮うかばない。無人島でただの高校生ができることなど、かなり限られてきてしまう。

　ちなみに歩夢はテントに引きこもっていた。こんな時でもニートはブレない。

　遥真は彼らを遠目で見つつ、ひたすらナイフで木を切り続ける。

「うっ!?　痛っ！」

　腕うでに鋭するどい痛みが走り、遥真はナイフを滑すべり落とす。

　木の幹を切り続けていたせいで、手にマメができて潰つぶれたのだ。腕もジンジンと痺しびれていて、しばらく休めないと動かせない。

「もうヤダ……。全て投げ出して遊びたいよぉ……」

　しゃがんでナイフを取ろうとしたとき、生おい茂しげる木の向こう側からリア充じゆうたちの声が聞こえる。

「おい、ちげーよｗ　そっち、もっと右だってｗ」

「違う違う、もっと左だよーｗ」

「そこだ！　そこで上に飛べｗ」

「いや、オメーらバラバラ過ぎんだろｗｗｗ」

　目め隠かくしをして棍こん棒ぼうを持つ少年に、その周りで指示を出す男女。そして砂すな浜はまに置かれたスイカ。リア充たちは脱出方法そっちのけで、スイカ割りをして遊んでいた、

「くそっ……！　僕がこんなに苦しんでいるのに、あんなリア充全開の遊びを……！」

　スイカ割りやバレーボールといった海で定番の遊び方は、そこそこの人数がいなければ楽しく遊ぶことはできない。ぼっちはもちろん、二、三人しか友達がいない陰いんキャよりの人間にも全く縁えんのない代しろ物ものだ。つまり、スイカ割りなどで男女織り交ぜて楽しく遊べる人間は、真のリア充ということになる。

「おい、なんか原人がこっち見てっけど」

「うわ、キメェ。早くどっか行けよ」

「キャー！　こわ～い！　犯おかされる～！」

「心配すんな。お前は俺が守ってやるよ」

　リア充たちが遥真に気づき、汚きたないものを見る視線を向ける。一部のリア充は遥真をダシに、ますますイチャイチャしようとしていた。

「………………（イラッ）」

　その態度に、さすがにカチンとくる遥真。躊躇ためらいなく憎悪ヘイトを強め、彼らに向けて指を鳴らす。

「リア充吹ふき飛べえええええええええええええええええ！」

　ボギュゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンン!!

『ンギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　突とつ如じよ起こった爆ばく発はつにより、リア充たちは浜はま辺べから海の中へと飛ぶ。そして水中から浮き上がった後、電撃破局ハートブレイクを引き起こした。

「このクソ女！　その程度の体形でビキニなんか着てんじゃねえよ！」

「あぁ!?　アンタこそ水着のデザインダサいんだよ！　小学生でもそんなん着ないし！」

　ケンカをするカップルを見て、遥真はようやく留飲を下げる。

「ふぅ……。この島に来て、初めて何かをやり遂とげた気がする」

「あ～、いいのかな？　休戦中にこんなことして」

　遥真の後ろに、一人の男が忍しのび寄っていた。

「！　君は、五十嵐颯太……さん？」

「別に呼び捨てでいいけどね。それより、今のこと聖愛さんに告げ口したら、ちょっと問題になるんじゃないかな？」

「あ、いや……これは、その……」

　正直、彼らを爆破してから休戦中だと思いだした。さすがにバツが悪くなり、何を言おうか迷ってどもる。

「ま、別にボクは気にしないけど。他のカップルがどうなろうとボクには関係ないからね」

「え？　それなら、なんで僕に声をかけたんですか？」

　颯太が自分から近づいてくる理由など、遥真には思いつかなかった。彼は遥真を、非リアの事をバカにしている立場であり、それに昨日は彼の肉を奪い激げき怒どもさせた。フレンドリーに話しかけてくるはずがない。

「まあまあ。そんなに警けい戒かいしないでよ。今日は君を誘さそいに来たんだ」

「さ、誘い……？」

　そういうのは普ふ通つう、親しい人同士がするものだ。遥真はますます怪け訝げんそうにする。

「君を見ていたら、なかなかボクと好みが合いそうだったからね。一いつ緒しよに水着女子たちを眺ながめて親しん睦ぼくを深めようと思ってさ」

「水着女子……？」

「うん。ホテルの方で女の子たちが遊んでるんだ。よければ一緒に見に行かないかい？」

「…………」

　やはりなんだか怪あやしい気がする。そうやって上手うまいことを言って自分をどこかにおびき寄せ、昨日の仕返しをするつもりかも。そんな考えが捨てきれない。

「悪いけど、遠えん慮りよしておくよ。そんな誘いを受けるほど僕は単純に生きてない──」

「その子たち、おっぱい大きいよ？」

「──と言いたいところではあるけれど、人の誘いを無下に断るものじゃないしね。仕方ないからついて行こうか」

　颯太に対する警けい戒かい心しんが一気に半分以上拭ふき飛ぶ。この時颯太が一いつ瞬しゆん浮うかべた、邪じや悪あくな笑えみに気づかない程ほどに。

「そうと決まれば早さつ速そく行くよ！　ボクの後について来て！」

　森の中を突つっ切きっていこうと、大きく一歩を踏ふみ出す颯太。

　と、その時。長く伸のびた木のツルに颯太の足が絡からめとられる。

「うあっ──」

　そしてそれがきっかけとなり、近くに垂れ下がる木のツルが、体勢を崩した颯太に複雑に巻き付く。数秒後には、颯太は宙ずりの体勢でツルにぶら下げられていた。

「うわああああああっ！　遥真クン、ヘルプ！　ヘルプミ───！」

「…………この人、実は僕より馬ば鹿かなんじゃないかな？」

　彼の天然ぶりに薄うす々うす気が付き、遥真は仕方なく颯太を助けた。




　　　　※




「ホラ！　こっちこっち！　早く早く！」

「ちょ……お願い……！　待ってって……！」

　目的地に到とう着ちやくするころには、遥真は疲つかれ切っていた。

　結局あの後、颯太は五回もツルに絡まり、何もないところで転び、時には小川で滑って溺おぼれ、恐おそろしいほどにドジを連発。その度たびに遥真が体を張って彼を助けてきたのである。

　颯太本人は慣れているのかケロッとした顔をしているが、付き合わされた遥真にとっては災難以外の何物でもなかった。

「遅おそいよ、遥真クン。ほら、アレを見て元気を出しなよ」

「え……？」

　遥真が連れてこられたのは、ホテルのプライベートプールだ。そこには昨日と同じように、過激なビキニを着た女子たちがプールに入って遊んだり、サマーベッドで休んだりしている。やはり全員スタイルが良く、小麦色に焼けている肌はだがその魅み力りよくをさらに引き立てていた。

「どうだい？　いいだろう。これはみんなボクの彼女たちなんだ」

「えっ!?　みんな!?」

「当たり前さ。これでもボクはチュー央の副会長だからね。ハーレムを作るのはお手のものだよ」

　言いながら、プールに向かっていく颯太。昨日遥真が侵しん入にゆうを試み、颯太に追い返された場所。そこに今度は一緒に足を踏み入れる。

「やあみんなー！　元気かい？」

『あっ！　颯太きゅ────ん！』

　颯太が声をかけた途と端たん、十人ほどの女子たちがプールやサマーベッドから離れて、颯太の周りを取り囲む。

「どこ行ってたの？　捜さがしたんだよ？」

「私たち、颯太きゅんがいないと生きていけな～い」

「アッハッハ。ごめんごめん。ちょっと散歩をしてきただけだよ」

　たくさんの女子にチヤホヤされ、颯太はすっかり鼻の下を伸ばす。遥真が以前夢見ていたハーレムの形がそこにあった。

「くっ……。やっぱりコイツ、僕の敵だ……」

　颯太の後ろで、人知れず憎悪ヘイトの炎ほのおを燃やす遥真。ちなみに女子たちはみんな颯太のことに夢中で、誰だれも遥真に見向きもしない。

　──たった一人を除いては。

「あっ、遥真さん。おはようございます」

　その声に、遥真が後ろを振ふり向く。そこにはラッシュガードを羽織った黒くろ髪かみロングの女の子。唯ゆい一いつ彼女を飾かざっているハートの形をした指輪が、右手でキラキラ光っていた。

「えっと、あなたは……。茅ケ崎杏さん、でしたよね？」

「あ……。覚えててくれたんですね？　ありがとうございます！　嬉うれしいです！」

「あ、いや！　そ、そんなの、当然ですよ……」

　無む邪じや気きな笑顔と、パアッと明るくなった声。自分に向けられた明確な好意に、遥真はしどろもどろになる。

　そんな彼を見て、杏は誰にも気づかれないよう、少しだけ口角を吊つり上げる。

（フフッ。ちょろいちょろい。もう杏にキュンと来てるじゃん）

　男を魅み了りようする清せい楚そな笑みを浮うかべながらも、内心ではほくそ笑む杏。

　颯太が遥真を連れて来たのは、杏が指示を出したためだ。やってきた遥真を水着姿で魅了して、彼を聖愛から奪うばうために。

（女子に耐たい性せいのない非リア男子を落とすなんて、杏にとっては朝飯前。とっとと落として、聖愛の泣き顔を見てあげないとね）

　彼女は清楚系の擬ぎ態たいを駆く使しして邪悪な本性を隠かくしつつ、遥真を落とすために迫せまる。

「私、なかなか男の子たちから相手にしてもらえないんです。初対面の人には名前も覚えてもらえないし、颯太君だっていっつもＨな格好した女の子とばかり絡んじゃうから……。やっぱり男の子はみんな、派手な子の方が好きなのかなぁ……？」

　ため息まじりに言いながら、それとなく横目で遥真を見る。

「い、いや！　そんなことないですよ！　僕はおとなしい子も好きですし！」

「本当ですか？　遥真さんも、水着とか見たいんじゃないですか？」

「それはその……見たくないと言えば噓うそにならないこともないと言わざるをえないと言いますか……」

「それって、つまり？」

「見たいです」

　正直に欲望を吐はく遥真に、杏はクスリと微笑ほほえんだ。

「やっぱり、そういうものなんですね。でも私、そういうのに全然自信がなくて。私の水着姿なんて、誰も見たくなんてないでしょうし……」

「いや、そんなことないですよ！　杏さん凄すごく可愛かわいいですから！　水着姿もとても綺き麗れいに決まってます！」

「そ、そうですか？　私の水着、そんなに綺麗だと思います？」

　恥はずかしそうな表情を作り、もじもじと体をくねらせる杏。

「はい！　確かに杏さん、リア充じゆうの中では大人し目だとは思いますけど、そういうの好きな男もいますよ！　実際、僕がそうですし！」

「あ、ありがとうございます……」

　彼女は目を細め、ほっぺを仄ほのかに朱しゆに染める。

「えっと……。それなら見ますか？　私の水着……」

「えっ……!?　そ、それってどういうこと……？」

「言葉通りの意味ですよ。可愛いって言ってくれた、お礼です」

　杏はラッシュガードのファスナーをつまみ、ゆっくりとそれを下ろしていく。白い首筋が露あらわになり、次に胸むな元もとがお目見えする。

　上着の下は彼女も当然水着を着ていて、ピンクの布地に白い水玉模様の付いたシンプルかつ可愛らしいビキニが、意外と大きいおっぱいを包む。

「………………！」

　何も言えず、ただ目を瞠みはり息をのむ遥真。ファスナーはゆっくりと下ろされていき、雪原のように白いお腹が、可愛らしい小さなおへそが、キュッとくびれた腰こし回まわりが遥真の目線を釘くぎ付づけにする。そして彼女は上着を脱ぬぎ捨て、おとなしい見た目からは想像のつかないわがままボディを遥真に晒さらす──

「何見てんのよバカ遥真─────────っ！」

「うわぁ!?」

　怒ど鳴なり声と共に、飛び蹴げりをしながら現れる姫奈。遥真は蹴りをジャンプしてかわす。そして、遥真と杏の真ん中に姫奈が飛び込んできた形になる。

「アンタねぇ！　こんな所で何やってんのよ！　筏いかだ作りはどうしたの！　脱だつ出しゆつできなくなるじゃない！」

「い、いや……。ちょっと休きゆう憩けいに……」

「噓つけ！　女子の水着見てたでしょ！　なんかコイツと変な空気になってたわ！」

　杏の事を指差して、姫奈は逃にがさず糾きゆう弾だんする。

「あんたホント何考えてるの！　性欲に従って生きていくなんて、爛ただれたリア充と同じなのに……！　『僕が求めるのは欲を満たすための恋れん愛あいじゃなくて、本当の恋こいをすることだ』って、前にアンタ言ってたじゃない！」

「ち、違ちがう！　僕は本気で愛しているんだ！　水着を着た女子全員を！」

「あんた本当にどうしようもないわね！　もうその辺に沈しずんでなさい！」

　派手な口くち喧げん嘩かを繰くり広げ、今にも乱らん闘とうになりそうな二人。

　そんな彼らのやりとりを見て、杏は人知れず舌打ちする。

（なにコイツ？　非リアの癖くせにアンズの邪じや魔まを……！　颯太、早く排はい除じよしなさい！）

（うん。りょうか～い）

　杏が目線で颯太に指示する。彼に厄やつ介かい者ものである姫奈を追い払はらってもらうつもりである。

　颯太は取り巻きの女子から離はなれ、姫奈の前へと歩いていく。

「やあ、レディー。そんなに怒おこってどうしたんだい？　ボクが話を聞いてあげるよ」

　いつも通りバラの花を散らし、キザったらしい口調で口説く。

　姫奈はそんな彼を一いち瞥べつする。そして数秒後、こう言った。

「イケメンは死ねぇええええええええええええええええ！」

「ぶおおおおおおおおおっ!?」

　叫さけぶと同時に颯太の顔面を殴なぐる姫奈。颯太は数メートルほど後方に吹ふき飛び、そのほっぺたを赤くはらす。

「ひ、ひどい！　ボクの美び貌ぼうになんてことを！」

　自じ慢まんの顔を攻こう撃げきされ、颯太は涙なみだを流して怒る。しかしそんな彼よりも、殴った側である姫奈の方が強きよう烈れつな怒ど気きを発していた。

「……イケメンなんて、許さない」

「え……？」

「世の中の人って、イケメンは顔がいい代わりに性格が悪いって言うじゃない？　でもあれ、ほとんど噓だから。現実的には顔がいい人は周りからちやほやされる分、明るい性格になり易やすいし、逆に顔の悪い人は周りから悪く言われたり距きよ離りを置かれたりされる分、内向的な性格や卑ひ屈くつな性格になり易い。つまりこの世界は理り不ふ尽じんなのよ。顔良い奴やつとか巨きよ乳にゆうな奴がとにかく得をする世界。私はそれをぶち壊こわしてみせるわ！　イケメンも巨乳も、全員もれなくぶっ潰つぶすわよ！」

　ほぼ一息で盛せい大だいな自分理論を展開する姫奈。彼女はその後ふと遥真を見る。そして、聖母マリアのような優やさしさに満ちた顔で言った。

「アンタは死ななくてもいいのよ、遥真」

「なんで今僕のメンタル抉えぐるの!?」

「あなたたち！　何してるんですかあ───────！」

　と、ここでまたもや乱入者。国続聖愛が遥真たちの前に現れる。

「皆みなさん、またケンカしてるんですか!?　何度も注意チユーいさせないでください！」

「なにアンタ。関係ない奴は出てこないでくれる？　そこで魚でも釣つってなさい」

「大アリですよ！　私には、遥真さまを守る義務があります！」

　聖愛は遥真の隣となりに寄って、彼の右みぎ腕うでを抱だき寄せる。

「せ、聖愛さん!?」

「遥真さま。あなたの身の安全は、私が保障いたします。……という訳で、私の遥真さまを争いに巻き込まないでください！」

「ま、また『私の遥真』って……！」

　その物言いに、姫奈の頭に血がのぼる。彼女は聖愛の腕をほどいて、遥真と彼女を引き離す。

「アンタこそ、ウチの遥真にみだらな接し方しないでくれる！」

「キャッ！　何をするんですか！　暴力は良くないと思います！」

「うるさいうるさい！　遥真は誇ほこり高き独どく身しん貴き族ぞくよ！　アンタたちみたいな恋愛観の爛れたビッチと付き合ったりしないんだから！」

「そ、そんなの誤解です！　私がお慕したいしているのは遥真さまただ一人です！　私は遥真さまが好きなんです！」

「調子に乗るな！　遥真がアンタを好きじゃないわ！　遥真のパートナーにふさわしいのは…………わ……わ……私なんだから！」

「調子に乗ってるのはあなたです！　遥真さまはあなたよりも私を選んでくださるはずです！」

「んなことあるわけないじゃない！　遥真が選ぶのはこの私よ！　あ、あくまでパートナーとしてね！」

「それなら遥真さまにお聞きしましょう！　遥真さま、私と伊い集じゆう院いんさんのどちらをお選びになりますか？」

「そんなの当然私よね？　非リアの仲間にふさわしいのはやっぱり非リアしかいないもの！」

「え？　ええ!?　なにこれ！　何この状じよう況きよう!?」

　いきなり話を自分に振られて、ただただ困こん惑わくする遥真。

　しかし二人の至し極ごく真しん剣けんなまなざしに、何かを言わねばならないと悟さとる。

「え、えぇ～と……。僕は別にどっちを選ぶとかじゃなくて……。二人と仲良くしていけたらなって……」

「はい０点。そういうの別にいらないから。あんた何にも分かってないわね」

「遥真さま……。私、心中の覚かく悟ごはできていますよ？」

「いや、そんなこと言われても！」

　しかもこれは、どう答えてもダメなやつだ。あちらを立てればこちらが立たず。無難な答えで逃のがれようとしても、二人はそれを許してはくれない。遥真の背中にだらだらと嫌いやな汗あせが流れる。

「ちょっと遥真！　早く答えなさいよ！」

「……仕方ありません。誰だれよりお優しい遥真さまは、あなたに引導を渡わたせないようです」

「はぁ!?　なに勝手に私の負けにしてんのよ！」

「こうなったら！　ちゃんと勝負して決めましょう！　私とあなた、どちらがパートナーにふさわしいかを！」




　　　　※




（……ねぇ、なにコレ？　アンズ、完全にのけ者じゃない……！）

　さっきからずっと蚊帳かやの外になり、杏は怒いかりを滾たぎらせる。いつも擬ぎ態たいを使いこなしてどんな男も即そつ行こうで虜とりこにしてきた彼女にとって、こんな屈くつ辱じよくは初めてだった。

　握にぎった拳こぶしは赤くなり、瞳ひとみは本ほん性しようが見えるほどに尖とがる。

（アンズを放置するなんて、なかなかいい度胸してるみたいだね……。でも、ここからが本番だよ！）

　ラッシュガードを脱ぎ捨てて、杏は一人決意を固めた。遥真をメロメロにする決意を。




　　　　※




「はぁ……。なんでこんなことに……」

　灼しやく熱ねつのビーチで、遥真は一人ため息をつく。

　あの後、姫奈と聖愛の二人は『どちらが遥真のパートナーか、白黒はっきりさせてやる！』と、無む駄だな対たい抗こう心しんを燃やしてすっかり勝負をする気になった。そして遥真にはここの浜はま辺べで待つように言い、ホテルの中へ消えたのだ。二人が何をするつもりなのか、正直全く分からない。

「なんか、嫌な予感はするけどね。……僕にはどうしようもないけど」

　青く広大な海を見ながらすっかり諦てい観かんする遥真。女子たちが一度本気になったら男にはもう為なす術すべはない。そのことを遥真は非リアながら、薄うす々うす感じとっていた。

　そんなふうにぼーっとしていると、横から声をかけられる。

「遥真さん。どうかしたんですか？」

「あ、杏さ……ん？」

　水着姿の彼女が現れ、遥真はついその胸を見てしまう。ビキニのサイズがやや小さいのか、ムッチリと布地が押し上げられている。

「………………！」

　目を真っ赤に血走らせ、その様を凝ぎよう視しする遥真。

　もちろん、杏もそれに気付く。普ふ通つうの女子なら不快感を抱いだき、胸を隠かくすか怒るかする。しかし彼女は何も言わずに、ただ彼に胸を晒し続ける。

（フフッ。やっぱ男って単純バカじゃん。おっぱい見せれば一発ＫＯなんだもん）

　しばらく胸を見せ続けた後、杏はどこか寂さみしし気に言う。

「あの……。実は、他の子たちがみんなデートに行っちゃって……。私だけ、余っちゃったんです」

「えっ……？　颯太さんもどこかに行っちゃったんですか？」

「そうなんです……。それで、もしよろしければこれから二人で遊びませ──」

「あ、いたいた～。遥真く～ん」

「ねぇ、遥真ー。助けてよ～」

　杏の声を遮さえぎるように辺りに響ひびく女子たちの声。それは、雪と歩夢の声だった。

「二人とも……!?」

　その姿に、遥真は銃じゆう撃げきを受けたように仰のけ反る。

　二人はどこから持って来たのか、共に水着を着ていたのだ。

　雪はやや子供っぽさのある、ワンピースタイプの水着を着ており、対して歩夢は水色のビキニ。こちらはもともとの胸の大きさも相まって、杏以上に水着がパッツンパッツンだ。

　そんな二人がホテルの方から遥真のもとへやってくる。

「え、え!?　なんで二人が水着なんか着てるの？」

「さっき姫奈に誘さそわれたんだ～。『巨乳オバケを倒たおすわよ！』って」

「あ～も～。暑い～。日ひ陰かげでゲームしてたいよ～」

　遥真の問いに、二人は変わらずマイペースに答える。どうやら姫奈は聖愛に遥真を取られないために、二人に助すけっ人とを頼たのんだようだ。

「どう？　遥真君。似合ってるかな？」

「う、うん！　二人ともすごくかわいいよ！」

「なんで歩夢までこんなの着なきゃいけないの～」

　素す直なおに二人を褒ほめる遥真に、嬉うれしそうに照れる雪。そしてひたすら嫌がる歩夢。

（…………………………）

　そんな彼らに、杏は笑え顔がおを保ちながらも内心かなり毒づいていた。

（またかい！　どんだけ邪じや魔まが入んのよ！　この非リアども、ひょっとしてわざとやってんの……!?）

　しかし、敵はその二人だけではなかった。

　ふと、皮ひ膚ふを刺さすような感覚。空気がまるで静電気みたいに張りつめて、浜辺にいる四人の肌はだがゾッ、と一いつ斉せいに粟あわ立だった。

『!!』

　それは、圧あつ倒とう的なまでの女子力。スカート付きのビキニを着た、聖愛が放つプレッシャーだった。

「聖愛、さん……!?」

「遥真さま。大変お待たせ致いたしました」

　聖愛はビキニのスカートをつかみ、優ゆう雅がにお辞じ儀ぎを一つする。

　可愛かわいさや美しさも極きわめれば、相手に大きな圧力を与あたえる。そんな事実を遥真は知った。

「お暑い中お待ちいただき、本当にありがとうございます。なにかお飲み物はいりますか？　熱ねつ中ちゆう症しようにはなっていませんか？」

「あ、はい。それは大だい丈じよう夫ぶですけど……。なんでみんな、水着なんですか？」

　遥真のパートナーを決める勝負でどうして水着を着て来るのか、遥真にはピンときていない。

　そこで、聖愛が問いに答える。

「遥真さまが水着を着た女子がお好きなのは、その言動から理解しています」

「え！　噓うそ!?　そんな分かり易やすかった!?」

「はい。ですから、どなたが一番水着姿で遥真さまを夢む中チユーにできるかを、競きそい合おうと思ったのです！」

　遥真のパートナーの座は、最も遥真を満足させた女子にこそ与えられるべきだ。そう聖愛は熱弁を振ふるう。

「ですから、伊集院さんと他のお二人にも水着を着て頂いたのです。私たちのをお貸しして」

「あ、これリア充じゆうが持って来たものなんですね。……そういえば、姫奈は一体どこに？」

「伊集院さんは、あちらです」

　聖愛が森の方を手で示す。見ると、木の陰かげに隠れる姫奈がいた。

「う、うぅ……。なによ水着勝負って……。こんなの乗るんじゃなかったわ……」

　どうやら彼女、相当に恥はずかしがっているようだ。聖愛との勝負を受けたことを今いま更さらながら後こう悔かいしている。

「全くもう……。伊集院さん。出てこないということは、不戦敗でよろしいのですか？」

「なっ……！　いいわけないでしょう！」

　聖愛の言葉に反発し、木の陰から出てくる彼女。

「うぅ[image: ～][image: ～][image: ～]……。こんなの着て来るんじゃなかった……」

　彼女の水着は、いわゆるマイクロビキニというものだ。体を覆おおう布面積が他のビキニより明らかに少なく、腰こし回まわりや胸むな元もとをほとんど隠しきれていない。その上姫奈の胸のサイズが正直かなり控ひかえ目なため、セクシーというより残念な感じになっている。

「ひ、姫奈……！　どうしてそんなの選んだの？」

「ちがっ……！　しょうがないのよ！　これしか残ってなかったんだから！　他のは全部サイズ的に全然合わなくて……」

　姫奈は遥真と一定の距きよ離りをとったうえで、体を両手で隠そうとする。

「あ、姫奈噓じゃん。さっき『男を落とすなら面積少ない水着よね！』って、自分からそれ選んでたもん」

「そうだね～。『遥真変態だし、これで勝ちはもらったわ！』って、自信満々だったよね」

「ああああ！　バカああああああああ！　なんで言うのよおおおおおおおおお！」

　しゃがみこみ、ほとんど泣きそうな声で喚わめく姫奈。

　非リアならではの彼女の短たん絡らくな思考回路に、遥真は共感しつつも呆あきれる。

「えっと、姫奈……。露ろ出しゆつすればいいってものじゃなくてね？　自分にあった恰かつ好こうとか、そういうのもあると思うんだ」

「うるさいバカバカ！　アンタにだけは死んでも絶対言われたくない！」

　以前、騎き士し甲かつ冑ちゆうにリーゼントという頭のおかしい格好でデート作戦に臨のぞんだ遥真にそんなことを言われてしまい、姫奈は海中に逃にげたくなった。

「それで、どうですか遥真さま。どなたの水着姿に一番魅み力りよくを感じましたか？」

「え？」

　聖愛の問いに、遥真は言葉を詰つまらせた。この状じよう況きよう、結局さっきと同じである。誰の水着を良しとしても、誰かを傷つけることになる。勝負自体にあまり関心のなさそうな雪と歩夢はいいとしても、姫奈と聖愛が揉もめてしまう。

　それに第一、全員かなり可愛いせいで順位なんてつけられなかった。姫奈はやや残念ではあるが……。

「まぁ、おそらく遥真さまは私を選ぶと思われますが」

「そ、そんなことないわよ！　遥真は、私のことだって──」

「しかし、伊集院さんはちゃんと水着をお見せすることもままならないではないですか」

「それはアンタがまともな水着を着てるからよ！　こんなの着たら誰だれだって……」

「いいえ。私はどんな水着を着ても、自信をもって遥真さまの前に立ってみせます。それがたとえ、貝かい殻がらでできた水着だとしても」

　言い知れぬ自信を感じさせる聖愛に、姫奈は一いつ瞬しゆん気け圧おされる。

　しかし、負けじと言い返す。

「で、でも！　水着だけで選ぶのはおかしいはずよ！　パートナーに必要な要素は外見なんかじゃないんだから！」

「なるほど……。確かに一理ありますね」

　聖愛は顎あごに指を当て、一瞬考えるそぶりを見せる。そして、女子たちに向けて言う。

「それではこれから皆みなさんで、遥真さまとデートをいたしましょう。それで一番気に入られた方が遥真さまの恋こい人びとということで」

「いや、待って待って待って！　さっきから何か話がおかしい！　なんでそういう展開になるの!?」

「何もおかしくありません。好きな人を取り合いになったら、実際にデートをして決める。リア充伝統のやり方です」

　頑がんとして遥真のツッコミを認めず、意見を通そうとする聖愛。

　しかし聖愛のやり方に、姫奈も同じく異を唱える。

「そうよ！　なんでアンタらのルールの中で戦わないといけないのよ！　それに私、別に遥真のこと好きじゃ──」

「自信がないなら、無理をしなくてもいいですよ？」

「上等じゃない！　やればいいんでしょ！」

「ちょっと姫奈さん、チョロ過ぎませんか!?」

　簡単な挑ちよう発はつに乗せられて、勝負を受けることになる姫奈。

「遥真を上手うまく落とせるのは、同じ非リアの私たちだけよ！　歩夢、雪！　絶対勝つわよ！　そして巨きよ乳にゆうオバケを除じよ霊れいしてやるわ！」

「え～？　なんで歩夢までそんなことしなくちゃなんないの～？　歩夢、この話に関係ないじゃん。やるなら一人でやってよね～」

　ナチュラルに頭数に入れられた歩夢は、そんな勝負には興味なさげに日陰の方に歩こうとする。

「くっ……。じゃあ、無事この島から出られたら新型のゲーム機買うわよ！　遥真が！」

「よっしゃあ！　それならやってあげるよ！」

「なんでそこで僕にとばっちり!?」

　しかし遥真のツッコミなど、歩夢にはまるで届かない。

　そんな彼らに、雪が冷静に苦言を呈ていす。

「でも、早く筏いかだを作らないとこの島から出られなくなるよ？」

「いいのよ！　そんなことよりも巨乳オバケを成じよう仏ぶつさせるの！」

「う～ん……。まあ、ちょっとくらいならいいけどね～」

「ねぇ、いいの!?　雪ちゃんも姫奈もそれでいいの!?」

　姫奈に流され、非リア全員がデート勝負をすることに決める。

　そんな彼らの傍かたわらで、一人の少女が悔くやし気に遥真たちを睨にらみ付けていた。

（こいつら、徹てつ底てい的にアンズを無視する気……？　だったら、こっちにも考えがあるし！）




　　　　※




『デート１　雪との場合』




「でもデートって、何をすれば……」

　街中でのデートはまだいろいろと想像できるが、これが海となると容易ではない。スイカ割りやビーチボールなど定番そうな海での遊びは、恋人と二人でやるものではない。そうなると後は海に入って適当に水をかけあうくらいで……。

「よいしょ、よいしょ……」

「あれ？　雪ちゃん、何してるの？」

「ちょっと上着着とこうと思って。日焼けしちゃうのやだからね～」

　せっかの可愛らしい水着をやぼったいパーカーで隠かくす雪。遥真の興奮も幾いく分ぶんか覚める。

「ホントに雪ちゃん、バキバキフラグ折ってくね……」

「それより、これからなにしよっか？　私の勝手なイメージだと、砂すな浜はまを二人で走り合って『まてまて～』『こいつ～』とかやってる感じなんだけど」

「あーうん。ドラマとかで見たことあるかも……」

「でもあれ、何が面おも白しろいのかさっぱり理解できないよね」

「すごいばっさり切り捨てるね！　確かにちょっと思うけど！」

　しかしそうなると、いよいよやることがなくなってくる。二人で水をかけあうことも何が楽しいか分からないからだ。しかしこのまま何もしないのも間が持たなくて辛つらいものがある。

「……とりあえず、ちょっと歩こうか……」

「そうだね～。ずっと立ってても暑いだけだし」

　急場しのぎ的に、場所を変える提案をする。海の風を体に感じ、二人でゆっくりと浜はま辺べを歩く。終始無言の状態で。

「…………」

「…………」

　二人とも仲が悪いわけではないが、恋人として二人きりにされるとなにを話すべきか分からない。少なくとも、遥真はそうだった。変に意識をしてしまうせいで、会話の内容が浮うかばない。

「あ。あの岩場、座るのにちょうどよさそうだね～。ちょっと休んでいこうよ」

「え!?　うん！　そうだね！」

　急に雪に話しかけられて、うわずった声を出す遥真。雪の言う通り、海沿いの大きな岩場を登って、そこで一いつ緒しよに腰こしかける。

「…………」

「…………」

　やはりそこでも、しばしの間無言のままでいる二人。

　しかし一分ほどしたころに、雪がゆっくりと口を開いた。

「こういう所で二人きりって、本当に恋人みたいだね」

「!?　う、うん……！」

　雪の無む邪じや気きな発言に、遥真の心臓がドクンと跳はねる。『恋人』という具体的な言葉がさらに雪のことを意識させる。

　寄せては返す波の音がざざーんと辺り一帯に響ひびき、海ならではの雰ふん囲い気きを強める。

　そんなムードに流されて、遥真は重い口を開いた。

「……中学生の時だけどさ。僕、雪ちゃんと隣となりの席になったよね？」

「え？　中二の秋頃ごろだったっけ？」

「うん……。今だから言うけど、実はあの時……僕、雪ちゃんのこと大好きで──」

「あ、見て見て～遥真君。クラゲがたくさん死んでるよ～」

「台無しィ！　今の一言で雰囲気台無し！」

　ピピピピ！　ピピピピ！

「はい、終しゆう了りようです！　デートはそこまで！」

　時間切れを告げるタイマーが鳴り、聖愛が二人の間に入る。デート時間は一人につき三十分までと決められているのだ。

　フラグブレイカー一いちノの瀬せ雪の盛せい大だいなフラグブレイクを最後に、二人のデートは幕を閉じた。




　　　　※




『デート２　歩夢との場合』
















「暑い～！　死ぬ～！　海嫌きらい～！」

　デート開始直後から、歩夢は早くもグロッキーだった。

　日の照るビーチで汗あせを流し、フラフラと体を揺ゆらす歩夢。

「歩夢ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　やっぱり暑いの苦手なんだね……」

「あう～、死ぬ……。でも、約束は約束だからね……。ちゃんと一緒にデートはするよ。ゲーム機を買ってもらうためにね！」

「なんかもう動機が不純すぎてデートできても嬉うれしくないよ……。とりあえず、日ひ陰かげに移動しよう。デートもそこですればいいし」

　どこか涼すずしい所を求めて、砂浜を歩いていく二人。すると近くに、海辺に面した洞どう窟くつを見つける。

「歩夢ちゃん。あそこの中で少し休もう。洞窟までは歩けるかな？」

「うう～……。無理かも。ちょっと手～かして～」

「えっ!?」

　言いながら、急に遥真の手を握にぎる歩夢。

「このままじゃ、歩夢倒たおれて干からびちゃうよ～。日陰に着くまででいいからさ～」

「あ、うん……！　分かったよ……」

　戸と惑まどいながらも、遥真は彼女が倒れないように握ってきた手を握り返す。

　すべすべとした、驚おどろくほどにきめ細かい手を。

「…………！」

　強い羞しゆう恥ち心しん。正直、今すぐ手を離はなしてしまいたかった。だが、そうすることは許されない。体調の優すぐれない彼女の方から握っていてくれと頼たのまれたのだ。ここで離すのは鬼き畜ちくである。

　それに、当然この状じよう況きようが嬉しくないなんてわけがない。遥真だって恥はずかしさを抜ぬきにさえすれば、ずっと歩夢と手を繫つなぎ、この感かん触しよくを楽しんでいたい。

（そうだ……。恥ずかしがってる場合じゃない。今この時を楽しまなくちゃ！）

　童どう貞ていならではのヘタレさを捨て、遥真は彼女の手を繫いだまま洞窟へのエスコートを続ける。そしてわずかに歩いた後に、洞窟の入り口に辿たどり着く。

「さあ、着いたよ歩夢ちゃん！」

「うん……そ～だね～……がくっ」

「あ、歩夢ちゃん!?」

　洞窟へと入ろうとしたとき、歩夢がふらつき前方に倒れた。遥真は咄とつ嗟さに両手を伸のばし、背後から彼女を摑つかんで止める。

　──むにゅうううん

「はうっ!?」

「ん……何？　どうしたの？」

「い、いや！　どうもしないでござる！」

　何でもない風を装よそおう遥真。だがその実、とんでもないことが起こっていた。

　遥真の手に触ふれた柔やわらかくも暴力的なあの弾だん力りよく。紛まぎれもなく、おっぱいだった。

　今は歩夢の後ろから抱かかえているため見えないが、彼女の胸は相当大きい。リア充じゆうの長、聖愛ほどではないにせよ、はち切れんばかりの双そう丘きゆうはその気になれば人をも殺せる。仮にムギュッと抱だきついてきたら、遥真くらい楽に窒ちつ息そくする。いや、それ以前にこの柔らかさと揉もみ心地ごこち。男を殺すには、もうこれだけで十分だ。

（や、ヤバい……！　これは、腕うでを離せないッ！）

　もしここで手を離したら彼女が前に倒れてしまう。遥真はそう思い、胸を摑んだままにする。決して彼女のおっぱいを触さわり続けていたいからじゃない。そんな言い訳を自分にして、彼女の胸をしっかり支える。体重がかかり、形のたわんだおっぱいを。

　その時、歩夢が大声を出した。

「ああっ！」

　急な歩夢の反応に、遥真は体をすくませる。

（しまった！　バレた！）

　当然だ。女子の胸をずっと摑み続けて、相手が気づかないわけがない。遥真は制裁を覚かく悟ごして、ギュッと固く目を瞑つぶる。

　しかし歩夢はそんな遥真の覚悟も知らず、一人で洞窟の中に移動。そこでゴロンと寝ね転ころがり、胸の谷間から携けい帯たいゲーム機を取り出した。

「そういえばスリープモードにしたままだった！　待ってて姫ひめ騎き士しシャンヌ・ブルク！　今すぐ即そく堕おちさせてあげるよ！」

「って、結局デートでもゲームか─────────いっ！」

　ゲームの電源を入れた歩夢に、遥真が全力でツッコんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　このゲーム二人で出来るやつだから！」

「そういう問題じゃないからね!?　まず何で海来てゲームをするのさ！」

　せっかくの海デートでゲームを始めた歩夢を叱しかるが、彼女は涼しい顔でのたまう。

「でもこの格ゲー、色んな作品の女の子キャラが集結してるやつなんだよ？　遥真の好きな巨きよ乳にゆうキャラもいるし、動くたびにパンチラも見えるし」

「さあ。ハードを貸してもらおうか。僕の腕うで前まえを舐なめないことだね！」

　ゲームをするため洞窟に入り、歩夢の隣に座る遥真。

「さあ、歩夢ちゃん！　負けても恨うらみっこなしだからね！」

「巨乳より美乳が強いこと、遥真に思い知らせてあげるよ！」

「いい加減にしろバカどもぉ！」

　そんな二人の脳天に、姫奈が拳げん骨こつを振ふり落とす。

「いったあああああああ！」

「ちょっと、姫奈！　何するの！」

「うるさいこのゲーム脳共が！　あんたたち、今海にデートに来てるのよ!?　水辺で遊んでなんぼでしょうが！」

「そんなに言うなら姫奈がやりなよー。歩夢、海とか入りたくないしー」

　拗すねてしまい、その場でごろんと寝転がる歩夢。

「くっ……。分かったわ！　私のデートを見てなさい！」




　　　　※




『デート３　姫奈との場合』




「私が提案するデートは、これよ！」

　そう言い姫奈が持って来たのは、二人乗りのカヤックである。

　ちなみに姫奈は、上からパーカーを羽織ることで水着の恥ずかしさを払ふつ拭しよくしていた。

「ねぇ、姫奈。こんなのどこから持って来たの？」

「もちろんリア充のホテルからよ。アンタが歩夢とデートしてる間に、更こう衣い室にあったのをとって来たの。空気で膨ふくらませるタイプだったから持ち運ぶのは楽だったわね」

　エヘン、となぜか自信満々に窃せつ盗とうの前科を告白する姫奈。

「調べてみたら世のアウトドアなリア充は、カップルでこういうのに乗って親しん睦ぼくを深め合うようじゃない」

「そうなの？　あんまり多数派じゃないと思うけど……」

「それに、二人で一いつ緒しよにボートを漕こぐのは意外に大変な作業のはずよ。それを難なくこなせれば、あの巨乳オバケに私たちの絆きずなを証明できるわ！」

「まあ、確かに難しそうだよね。結構力も使いそうだし」

「という訳で、やってみるわよ！　二人の絆を見せてやりましょう！」

　姫奈は早さつ速そく、膨らませたカヤックを水面みなもに浮うかべ、遥真を連れて乗り込んだ。

「え、え？　本当に？　ちょ、待って！」

「さあ、発進！　二人で沖おきまでレッツゴー！」




「こら、遥真！　早くしなさいよ！　全然進んでないじゃない！」

「はぁ……はぁ……。勝手すぎる……」

　こぎ出してから数十分後、姫奈は早々にオールを漕ぐのをリタイヤし、遥真に全すべてを任せていた。

「ねえ、姫奈！　そっちもちゃんと漕いでよぉ！　二人の絆を見せるのが目的なんじゃなかったの？」

「そりゃそうだけど、女の子が疲つかれた時は男が頑がん張ばるのは当然でしょう？」

「そうだけど……。なんか僕、都合よく使われてない？」

「つべこべ言わない！　文句は一いつ切さい受け付けないわよ！」

　姫奈が目の前に座る遥真の首を、チョークスリーパーをかまして絞しめる。

「ぐええええ！　ギブギブギブギブ！」

「さあ！　分かったら漕ぎなさい！　私に勝てると思わないことね！」

　勝ち誇ほこり、嬉しそうに遥真を従わせる姫奈。

　しかしなんだかんだ言いつつも、二人はすでに沖の方までやって来ていた。島からは大分距きよ離りが離れて、波も高くなっている。ボートの揺れもさっきより大きくなっていた。

　そのせいか、少しずつ姫奈の口数が減る。さっきまで遥真を従わせご機き嫌げんだった彼女だが、急に辺りを見回して、波が来るのを異様なほどに警けい戒かいしだす。

　彼女の異変を感じとり、遥真は肩かた越ごしに声をかけた。

「姫奈、どうしたの？　大丈夫？」

「え？　べ、別に、何でもないわよ……」

「でも、なんか元気ないみたいだよ？　あ、ひょっとして波が怖こわいとか？」

　遥真は以前のデートテロで、姫奈と一緒に観覧車に乗った時のことを思い出す。あの時も、姫奈はゴンドラに乗った後で高い所を怖がっていた。今の彼女の状況はその出来事を彷ほう彿ふつとさせる。

「ち、違ちがう……。全然怖くなんかはないけど……」

　力なく遥真の意見を否定する姫奈。そして彼女は、それきりしばらく口を閉とざす。

「…………姫奈？　どうしたの？　何かあったなら言ってみて？」

　明らかに姫奈の様子がおかしい。遥真は不安に苛さいなまれ、何度も彼女に事情を尋たずねる。

　すると姫奈は、言いにくそうに提案をした。

「あ、あのさ……。そろそろ島に戻もどらない……？　もう三十分くらいは経たつし……」

「え？　そうかな？　まだ大だい丈じよう夫ぶだと思うけど。あ、そうか！　やっぱり波が怖かった？　それなら今すぐ戻るけど」

「だ、だからそうじゃなくて……っ！」

　どういう訳か、姫奈ははっきり言葉を口に出せずにどもる。その顔はなんだか赤くなり、段々下を向いていく。パーカーの袖そでをギュッと摑んで、もじもじと内うち股またをこすり合わせる。

　彼女の変化の理由が分からず、遥真はきょとんと首を傾かしげた。

　姫奈としては、すぐに事情を察して島へと戻って欲しいのだろう。ところが遥真はまるで気づかず、肩越しに姫奈を見るばかり。

　そんな彼に業ごうを煮にやしたのか、姫奈は「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」と小声で唸うなる。

　そして、言葉になるかならないかくらいの一番小さな声で言った。

「………………トイレ」

「え？」

「と、トイレに行きたいのっ！　今すぐ、早く、速すみやかにっ！」

　姫奈の叫さけびに呼応するように、大きな波がカヤックを襲おそう。

「キャアッ！」

「わっ！」

　咄とつ嗟さに姫奈は遥真に抱きつく。そうして衝しよう撃げきを防ぐことで最悪の事態を避さけるために。

「えっと……要するに、漏もれそうってこと？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　ハッキリ言うなバカッ！　とにかく急いで島に戻って！　このままじゃ、その……揺ゆれた拍ひよう子しに……」

「えっ!?　あ、うん！　分かったよ！」

　さすがの遥真も状じよう況きようを理解。すぐにボートを逆向きに漕ぎ、元いた無人島へ向かう。

　確かに、海の風は冷たい。姫奈のように急に催もよおすことも十分考えられるだろう。その上、波による不意打ちの揺れは、我が慢まんをさらに難しくする。

　遥真はとにかく全速力で島の方へと漕いで行く。だが、そうやって早く進もうとすれば、カヤックの揺れも大きくなる。

「は、遥真ぁ！　ちょっと！　揺らさないでよ！　揺らさずにもっと早く漕いで！」

「無茶だよそれは！　だって漕がなくても揺れるもん！」

　その上、二人のテンションにあてられたのか、カヤックを揺らしている波が少しずつ強くなっていく。

「イヤァァッ！　も、もうダメ！　これ以上揺れたら……」

「いや、頼たのむからちょっと待ぐえええええええええ！」

　姫奈が我慢をするために遥真を抱く腕に力を込こめる。結果、彼の腹を締しめつけて大いに苦しめる形となった。遥真はボートを漕げなくなり、姫奈の我慢も限界に近づく。

　だが波は依い然ぜん高いまま、憐あわれな二人に苦痛を強しいる。

「うぅ──！　ううう───！　遥真────！　助けて─────！」

「い、いや……。助けてほしいのはこっち……！」

「早く──！　もう無理───っ！　社会的に死ぬ──────！」

　と、姫奈が高らかに叫んだ直後。急に波が静かに止やんだ。

「あれ……？」

　今までの揺れが噓うそのようにシンと静まり返る水面。それはまるで、嵐あらしの前の静けさだ。

　とは言え、カヤックの揺れはなくなって姫奈の尊厳も延命される。

「よかった……。波は止んだみたいだね」

「そ、そうね……。命拾いしたわ……」

　安心し、すっかり気を緩ゆるめる二人。今ならば強ごう引いんにカヤックを漕いでも、あまり揺らさず進むことができる。

「じゃあ、遥真……。その……今の内に、お願い……」

　パーカーの上から下腹部を押さえ、姫奈は強く力を込める。その目にはうっすらと涙なみだがたまり、体も少し震ふるえている。やはり限界は近いらしい。

「わ、分かった。それじゃあ、摑つかまってて。あんまり力を入れないでね……」

「う、うん……」

　揺れをあまり感じないように、姫奈に後ろから抱だきつかせる。

　今度は優やさしく手を回し、弱い力で抱きしめる姫奈。先ほどまでの締め技わざと違ってゆっくり体に触ふれてくる分、彼女の体温を強く感じる。姫奈の甘い少女の香かおりや、微かすかな胸のふくらみと一緒に。

「…………っ」

　女子に抱きつかれ、次々と浮かんでくる煩ぼん悩のう。遥真の意識は、彼女の胸に触れている背中辺りに集中する。沈しずみ込みそうな柔やわらかさに、わずかだがしっかりした弾だん力りよく。今すぐ彼女に向き合って、その胸をギュッと摑みたくなる。

　だが、妄もう想そうをしている場合ではない。早く島まで帰らないと、姫奈の心に一生消えない傷ができる。

　額に浮かんだ汗あせをぬぐい、再びカヤックを漕ぐためにオールへと手を伸のばす遥真。

　その瞬しゆん間かん、彼を違い和わ感が襲う。

「……あれ？　姫奈、何か聞こえない？」

「え？」

　すぐ後ろから聞こえて来るザザザザザという水の音。言われて姫奈もその音に気が付き、二人そろって振ふり返る。すると……。

　とんでもなく高い大波が二人のもとへ迫せまってきていた。

『はあああああああああああああああああ!?』

　気づいた時には、それは二人の真後ろにあった。目の前に立つ巨きよ大だいな壁かべのような波に、二人は完全に理性を失う。

「は、は、遥真ぁ！　何アレ何アレ!?　こんなの聞いてないんですけど！」

「ビッグウェーブにも程ほどがあるよおおおっ！」

「早く！　早く逃にげてよ遥真ぁ！」

「いやいやもう無理んぎゃああああああああ！」

　姫奈がまた遥真を締めつける。その馬ば鹿か力ぢからに死にそうになるが、振りほどいている余よ裕ゆうはない。

　また、波から逃げている余裕もない。

「ムリムリムリムリ！　うわああああああああああああああああ！」

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　今日一番の大波が、カヤックごと二人を吞のみ込んだ。




「うう……。ホントに死ぬかと思った……」

　運よく砂すな浜はまに打ち上げられ、遥真は九死に一生を得た。

「遥真さま！　大丈夫ですか!?」

　すかさず聖愛が介かい抱ほうに向かう。全身ずぶ濡ぬれの遥真の体をタオルで丁てい寧ねいに拭ふいていく。

「溺おぼれませんでした!?　お怪け我がはどこにもありませんか!?」

「あ、はい……。なんとか大丈夫です……」

　答える声もどこか弱々しい。大自然の脅きよう威いを前に、遥真は太刀打ちできなかった。

「全くもう！　やはり止めておくべきでした。素人しろうとがいきなりあんなに沖おきまで出るべきじゃないです！　伊集院さんにきつく言わないと！」

　遥真を無理やり海に出した姫奈を、聖愛が一いつ喝かつしようとする。

「あれ……？　そういえば、姫奈はどこ……？」

　姫奈を探し、キョロキョロと首を回す遥真。すると、遥真が打ち上げられた場所から十メートルほど離はなれた所に、彼女が横たわっていた。

「ああ、よかった……。無事みたいだね。おーい、姫奈！　大丈夫ー？」

　遥真が大声で呼びかける。すると彼女は目を覚ました。

「う、う～ん……。あれ？　私、どうなったの……？」

　むくりと体を起き上がらせて、姫奈が状況を確かく認にんする。

　その彼女を見て、遥真は一気に覚かく醒せいした。

「……!?　ひ、姫奈……その格好……！」

　姫奈は、生まれたままの姿だった。

　羽織っていたパーカーも、その下に着ていたマイクロビキニも全すべて流されてしまったのだろう。遠目からでも彼女の裸はだかははっきりと遥真の目に映はえた。

「遥真さま！　見てはダメです！」

「わあっ！」

　聖愛が慌あわてて遥真の顔にタオルをかぶせる。

　その遥真たちの反応に、姫奈は何かを感じとり自分の体を見下ろした。そこでようやく事態を理解。

「い、いや────────────────────────────────っ！」

　姫奈の叫びは十キロ以上離れている別の島まで聞こえたという。




　　　　※




『デート４　聖愛の場合』




「では、最後に私のデートですね」

　裸を見られてしまった姫奈は、リア充じゆうたちの使うホテルで急いでトイレを済ませた後に雪や歩夢と洞どう窟くつに入り、その心の傷を癒いやしている。

　その隙すきに遥真は聖愛とのデート。三人の中で唯ゆい一いつのリア充女子との模も擬ぎデートだ。

「えっと……。でも、何をすればいいんでしょうか？」

　海でのデートでリア充をリードできるほど遥真はデート馴なれしていない。しかし聖愛は頼もしく微笑ほほえむ。

「大丈夫ですよ。私が決めさせていただきますから」

　聖愛はいつの間にか用意していたカバンの中から、いくつかの道具を取り出した。

「聖愛さん、それは？」

「シュノーケルにフィン、それに水すい中チユーメガネです」

　聖愛が持ってきていたのは、素す潜もぐりに使う道具一式だ。

「ってことは、海の中でデートするんですか？」

「はい！　ここは水がとても綺き麗れいで、色んなお魚たちもいますよ。一いつ緒しよに海を満まん喫きつしましょう！」

　聖愛はとても楽しそうな笑顔で、遥真を水中デートに誘さそう。

　素潜りなんてした経験はないが、そんな笑顔を見せられては断る理由はなにもない。シュノーケルの使い方やフィンのつけ方を聖愛に教わり、それらの道具を装備する。

　遥真はすでに濡れた服を脱ぬぎ、リア充たちが持ってきていた予備の水着に着き替がえている。もうあとは潜もぐるのみである。

「いいですか？　もしも水が口に入ったら、慌てずに水の中から出てシュノーケルを外してくださいね？」

「分かりました。気を付けます」

「それじゃあ、早さつ速そく行きますよ！」

　いくつかの簡単な注意を受け、聖愛と共に海の中へとダイブした。

　フィンを付けているためか、普ふ通つうに泳ぐのとは違ちがう感覚でどんどん海中を進んでいく。

　透すき通った海の中では、気ままに泳ぐ小さな魚や、色いろ鮮あざやかなサンゴ礁しようが遥真たちを出で迎むかえた。近くを泳ぐ魚たちを指でつついてちょっかいをかけたり、広大な海を縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぎ回ったり、海かい藻そうや生き物を眺ながめたりと、ゆったりとした時間を過ごす。日常では決して見られない神秘的な光景に、大きな感動を抱きながら。

（へぇ～！　海ってこんなに綺麗なんだ！）

　水中のため声は出せないが、思わず叫さけんでしまいそうになる。それほど初めてのシュノーケリングは遥真にとって衝しよう撃げきだった。

　そんなふうに辺りを見回していると、不意に隣となりの聖愛と目が合う。

（……ニコッ）

（あっ……）

　すぐに無む邪じや気きな笑みを向ける聖愛。

　遥真は微笑み返すなんてイケメンみたいなことはできず、やや他た人にん行ぎよう儀ぎにお辞儀を返す。その様子に聖愛はクスクスと笑う。

　……率そつ直ちよくに言って、かなり楽しい。さっきまでの非リア女子たちとのどこか残念なデートとは違い、充じゆう実じつした時間が過ごせている。

（やっぱり……リア充ってすごいんだ……）

　独身たちとのデートテクの違いに、遥真は軽く戦せん慄りつする。さすがは恋れん愛あい適性百点。デートにおけるノウハウは比ひ較かくにならないレベルだった。

　だが、まだこれだけでは終わらない。

　聖愛は両手で遥真を引き寄せ、キュッと優しく抱ほう擁ようをした。

（うえぇ!?）

（フフッ……。遥真さま。もう絶対に離しません）

　互たがいに話せるわけではないが、聖愛は目で遥真に気持ちを伝える。

　彼女はこのデートによって、本気で遥真を落とそうとしていた。

　神秘的な海で二人きり。これ以上にいい雰ふん囲い気きはそうそうありはしないだろう。非日常的な景色が広がり、その上誰だれの邪じや魔まも入らない。好感度の大おお幅はばアップを仕し掛かけるならばここしかない。

　そう、聖愛は思っていたのだが──

（────！　聖愛さん！　後ろ！）

（え？）

　急に眼めを見開き、聖愛の後ろを指差す遥真。その動きに、聖愛も振り返る。

　するとそこには、羽ばたくような泳ぎ方でこちらへ迫る大きな生物。

（あ、アレ……マンタ!?）

　あの大きさに特とく徴ちようのある泳ぎ方、以前テレビか何かで見たマンタに間違いないだろう。頭がよくて人ひと懐なつっこく、羽ばたく様に泳ぐ生物。

　そんなマンタが、巨きよ体たいながらもかなりの速さで二人のもとへ泳いでくる。

（危ない、聖愛さん！）

　咄とつ嗟さに聖愛をかばうため、前へ出ようとする遥真。

　しかし、聖愛はそれを押しのける。その上なんと、自らマンタへと向かっていった。

（なっ!?）

　フィンを使って素早く泳ぎ、マンタのまん前に陣じん取どる聖愛。

　瞬間、彼女の体がピンク色に光り輝かがやいた。

（！）

　光は周囲に広がっていき、近くに迫ったマンタを包む。するとマンタは動きを変えて、まるで子犬か何かのように聖愛の体にすり寄ってきた。

（うそ……？）

　聖愛はマンタの頭を撫なで、しばらく一緒に遊び続ける。その後マンタを沖へと返して、一度水面みなもに顔を出した。遥真も聖愛を追って行き、彼女の近くでシュノーケルを取る。

「聖愛さん！　あれ、どういうことですか!?」

「ふふっ。私の愛気道を発動すれば、海の生物も大人しくさせられるんですよ。高度な術は、動物相手にも有効ですから」

「愛気道……!?　それって、どんな愛気道ですか？」

　マンタを操あやつる愛気道なんて、どんなものかまるで分らない。その上聖愛は、昨日は姫奈の攻こう撃げきを完全に無効化していたはずだ。それらを為なしうる能力がどういったものかとても気になる。

　聖愛は指を口元に当て、いたずらっぽい笑顔で答える。

「ふふっ。それは……ナイショです」

「な、内ない緒しよ、ですか……？」

「はい。そんなことより、今はデートを楽しみましょう」

　そう言われては、これ以上踏ふみ込むことはできない。遥真は渋しぶ々しぶ好こう奇き心しんの扉とびらを閉じた。

「遥真さまは、ちゃんと楽しんでいますか？　私や、他の方々とのデートを」

「あ、はい！　それはもちろんです！」

　このような体験、非リアの遥真には本来縁えんのないものである。それを楽しめないワケがない。

　考えてみれば、聖愛が提案をしたおかげで、遥真は夢だった水着女子とのデートをすることができているのだ。姫奈と聖愛の争いを見るのは本意ではないが、その結果美味おいしい目にあえて、遥真としては正直嬉うれしい。聖愛には感謝の気持ちしかなかった。

「よかったです。これで遥真さまは、リア充に一歩近づけましたね？」

「え？」

　聖愛の目的。それは最初に彼に言ったように、遥真をリア充にすることだ。

　遥真が喪も中ちゆうの獅し子しとしてデートテロを続ける限り、聖愛は告際恋合として彼と戦わなければならない。しかし、彼がリア充に目覚めることで喪中の獅子から手を引けば、遥真とは戦う必要がなくなる。

　聖愛は遥真と戦うのが嫌いやで、彼をリア充にしようとしている。このデートは姫奈との戦いという以外にも、そんな意味が隠かくされていた。

「そっか……。聖愛さん、僕のことを考えて……。本当にありがとうございます！」

　彼女が自分のことをここまで思ってくれているとは……。彼女に好意を寄せる者として、これ以上ない喜びである。

「もちろん、それだけではありませんけどね。この口実で遥真さまとデートし、良い雰囲気を作りあげればそのまま私が遥真さまを……」

「え？　いい雰囲気がどうしたんですか？」

「いえ。海は綺麗でいい雰囲気ですね、と」

　なんでもない顔で誤ご魔ま化かす聖愛。遥真を落とすチャンスを狙ねらい、彼女は再びシュノーケルを付けた。




　　　　※




　遥真たちのいる場所の近くで、一人の少女が声を張り上げる。

「ほらほらみんなー！　アンズのために頑がん張ばって～！」

『はっ！　我らが命の尽つきるまで！』

　言うまでもなく、杏だった。彼女は男ボートを使って、遥真たちを追って来ていたのだ。

　ちなみに男ボートとは、仰あお向むけの状態になった男をロープによって連結させて、筏いかだのような状態にしたもの。そして彼らの上に乗り、背泳ぎをさせて進むのだ。当然、正式なものではない。男を魅み了りようするのが得意な、杏ならではのイカれた技わざだ。

　男を手下にするときは清せい楚そな擬ぎ態たいでガンガン媚こびて、もう手下にした男たちは都合のいいようにこき使う。それが杏の手口だった。

「フン。海で二人きりになったからって、上手うまくいくとは思わないことね。あの非リア男はアンズが絶対寝ね取とってやるから！」

「でも、杏ちゃん。これまで全然遥真クンに相手にされてないよねぇ。こんなんで本当に落とせるのかなぁ？」

　ボートの一部と化している颯太が、杏の神経を逆なでる。

「うるさいしゃべるな！　今のアンタはボートだからね？　ボートはしゃべらないの！　分かる!?」

「うわあああ～！　ごめんよ、杏ちゃ～ん！　ゴボゴボ！」

　立ち上がり、颯太の顔を踏みつける杏。その顔が水面に浸ひたるまで、謝罪も無視して勢いよく踏む。

　だが、それがマズかった。

　男ボートという不安定な足場で暴れたせいで、杏は大きくバランスを崩くずす。

「あっ……ヤバ──」

　思った時にはすでにボートから足が浮うき、そのまま海へドボンしていた。

　しかも、さらにマズいことに、

「キャアアあぁぁ[image: ～][image: ～]！　誰か！　誰か助けゴボッ！」

　彼女は全く泳げなかった。根っからのカナヅチで、実はプールにもまともに入ったことが無い。そんな彼女がいきなり海に落ちたとき、当然激しく混乱する。

「颯太ぁ！　早く、早く助けて！」

「そ、そんなこと言われても……。僕らもここから動けないし……」

　体を繫つながれ男ボートと化している以上、今の彼らにできることはひたすら背泳ぎをすることだけだ。杏を助け出すなんて高度な動きをとれるわけがない。

「おい、誰か！　ロープを外せ！　俺が杏さんを助けるから！」

「無理だって！　それより杏さんの近くに寄るぞ！　早くしがみついてもらうんだ！」

　颯太以外の男たちが何とか助けに向かおうとするも、焦あせってバラバラに動こうとするため、杏のもとへ進んでいかない。

　誰も杏を助けられず、杏自身も手足をばたつかせることしかできない。

　このままでは、取り返しのつかないことになる。その場の誰もがそう感じながら、どうすることもできなかった。




　　　　※




　再び海中に潜もぐろうとしたとき、遥真は不意に異変に気づく。

「……アレ？　あそこに誰かいる……？」

「え？」

　水中マスクとシュノーケルを取り、聖愛も遥真の見る方を向く。目を細めて確かく認にんすると、なんだか筏のようなものが少し離はなれた場所に浮き、その近くで誰かが暴れている。

　いや──アレは、溺おぼれている。

「ヤバい！」

「あっ、遥真さま！　待ってください！」

　遥真は状じよう況きようを察すると、全力の泳ぎで現場に向かう。

　フィンのおかげかすぐに彼女が──杏が溺れている場所へ到とう着ちやく。彼女の体を抱だきかかえ、溺れないように支えてあげる。そしてそのまま急いで陸へと連れて行った。

「──ぷはっ！　はあっ、はあっ……！」

「杏さん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「うぐ……。た、助かった……。泳げないこと忘れてたわ……」

　幸い、海水を少し飲んだだけで大事には至っていなかった。遥真がすぐに助けたおかげだ。陸に立ち、杏は息を整える。

　しかし彼女は遥真に感謝するよりも早く、自らの野望を思い出した。

（ハッ！　これチャンスだ！　今おっぱいを見せてやれば、童どう貞ていなんて一コロじゃん！）

　溺れた拍ひよう子しに水着が外れたフリをしようと、背中の紐ひもへ手を伸のばす。

　その時。

「ダメじゃないか！　泳げないのにあんなところまで出て来たら！」

　杏が水着を外すよりも早く、遥真の怒ど号ごうが響ひびき渡わたった。

「……え？」

「海がどれだけ危険な所か、杏さんちゃんと分かってるの!?　姫奈なんか、さっき水着を丸ごと流されちゃったんだからね！」

「あ、はい……。そうですか……」

　どこかズレていながらも、熱のある遥真の説教に杏は何も言えなくなる。

「何事もなくてよかったけど、一歩間違えたら死んでたんだよ！　その辺考えておかなきゃ駄だ目めだよ！」

「は、はい……。すみませんでした……」

　謎なぞの迫はく力りよくに、杏は謝ることしかできない。

　彼がこんなに熱く人を叱しかる人間だと、杏は思っていなかった。彼の意外な一面に彼女はひどく動どう揺ようした。

（うう……。何でこんなことになってんの……？　アンズがコイツを上手く従えるハズなのに……。なんでこっちが怒おこられてるのよ……？）

「ちょっと！　ちゃんと聞いてるの!?」

「はっ、はい！　聞いてます！」

　怒ど声せいに、擬態の杏が反射で謝る。

「もしも君に何かがあったら、たくさん悲しむ人がいるでしょ？　颯太さんとか、いつもいる取り巻きのリア充じゆうとか。……それに、僕も悲しいよ」

「え……？」

「僕だって、君みたいな可愛かわいい女の子が痛い目を見るのは嫌だから。杏ちゃん、すごくいい子だし」

　彼女の本ほん性しようを知らない遥真は、若じやつ干かん照れつつそんなことを言う。

「だから、これからは気を付けてね。二度とあんな所に行かないこと！」

「はい……。分かりました、もう行きません」

「うん！　それじゃあ、僕は戻もどるから！」

　手を振ふり、再び海へと入る遥真。置いてきた聖愛に謝るために、急いで彼女の所に向かう。

「…………あれ？　っていうか僕、今凄すごくカッコイイことしなかった？」

　客観的に自分を見て気づく。女の子のピンチを救うなんて、アニメやマンガの主人公のようだ。男としては夢に見るほどの格好いい憧あこがれシチュエーション。

「やったー！　これ僕最高に男らしいじゃん！　下手したらさっき杏さん、僕に惚ほれたかもしれないよ!?」

　調子に乗り、遥真はバシャバシャと大おお袈げ裟さな動きで泳いでいく。

　と、その時彼の足がつる。

「ふぉおうっ!?」

　身動きをとることができなくなり、ずぶずぶと沈しずんでいく遥真。

（あ、ヤバい、これ、死・ぬ──）

「遥真さま！　何してるんですか！」

　そして遥真を追って来た聖愛が、彼の腕うでを摑つかみ引き上げた。

「ぶぱああッ！」

「もう！　あんまり海ではしゃがないでください！　一歩間ま違ちがえたら死にますよ！」

「ご、ごめんなさい……。でも、助かったぁ……」

　命を救われ、バクバクと跳はねる心臓に生を実感する遥真。

「全くもう……。せっかくのデートなのに一人で行ってしまいますし……。杏さんを助けるんなら、私も一いつ緒しよに行きましたのに」

「い、いやぁ……。一刻も早く助けないと危ないと思いまして……。アハハ……」

　助けられたことの恥はずかしさもあり、照れ笑いをしながら言う遥真。と、そこで彼女が引き連れてきた謎の集団に目がいった。

　手足を紐で結ばれて、ボートのようにされた男たち。彼らは海水を飲んだのか、全員『ごぽごぽ』と泡あわを吹ふいている。

「…………え？　なにコレ？　人間ボート？」

「さあ、何でしょう？　杏さんが溺れた近くで漂ひよう流りゆうしていたので助けたのですが……。なにかの罰ばつゲーム、でしょうか？」

　首を傾かしげる遥真と聖愛。

　だがこの物体の正体はともかく、彼らも放ほうっておくわけにはいかない。早く陸に上げてあげないと、溺れ死ぬ可能性もある。

　結局、彼らを二人で岸まで運び、遥真たちのデートはお開きとなった。




　　　　※




「あーもう！　なによあのクソ非リア男！　童貞の癖くせに生意気すぎるし！　なんでアンズに落ちないのよ───────！」

　遥真たちのデートが終わった後、杏は海岸で全力の地団太を踏ふんでいた。その姿に清せい楚そな仮面はなく、黒い本性むき出しである。

　男に助けられ叱られるなんて、杏にとってはほとんど初めての経験だ。男の上に立つ者としてのプライドがズタズタに傷つけられて、よっぽど悔くやしかったのだろう。

「アンズがせっかくおっぱい見せてあげようとしたのに！　あ～もう！　ホントにムカつくムカつく！」

「あははー。やっぱり遥真クンには敵かなわないね～。でも、こんなことって初めてだよね。杏ちゃんが非リアに苦戦するなんて」

　ボートから解放された颯太が、杏の心にズカズカと踏み入る。

「それに、むしろ杏ちゃんの方が遥真クンにデレてない？　さっき助けられた後、しばらくぼーっとしてたみたいだし」

「…………!?」

　颯太の言葉に、杏は遥真に叱られた後、彼が見せた顔を思い出す。自分のことを本気で心配してくれて、その後に見せた明るい笑え顔がお。そして、彼のあのセリフ。

『杏ちゃん、すごくいい子だし』

　頭の中に焼き付いたソレは、ほんの少し思いかえすだけで彼女の顔を赤くさせる。

「う、うるさい！　デレてるわけないし、この天然！」

「わっ！　ごめんよ！　叩たたかないでぇ！」

　ベシベシと頭を叩かれて、涙なみだながらに謝る颯太。

「それに……。アンズはいい子じゃない……！」

「え？」

「何でもない！　とにかく黙だまって！」

　スパンと、小気味よい音で颯太の頭を思いきり叩く。

（アンズが男にデレるなんて、そんなこと絶対あるわけないし！　男なんてタダの奴ど隷れいだもん。格の違いを思い知らせないと！）

　杏は右手に付けているハートの形をした指輪を、苛いら立だたし気にコツコツと叩く。

「こうなったら、奥の手を使ってやるまでよ。絶対にあの非リアを落とす！　颯太もちゃんと協力してよっ！」

「は、はい！　やらせていただきます！」

　颯太を無理やり従えさせて、杏はますます遥真を落とす決意を強めた。

















第三章　仮面を外したお姫ひめ様さま









　聖せい愛らたちとのデートの後、遥はる真またち非リア一行は浜はま辺べをとぼとぼと歩いていた。

「はぁ……。なんだか疲つかれたねぇ……。無む駄だに動いた気がするよ……」

「それより、これからどうすればいいのよ……？　もう、すぐに日が暮れるわよ」

　結局勝負は姫ひ奈なが心に大ダメージを負ったことや、遥真が足をつるなどの事故が起きたためうやむやになった。

　その次に彼らが直面したのは、今後の食料問題である。

「ねぇ歩あゆ夢む……。アンタの食料、あとどれくらい残ってる……？」

「とっくに全部食べちゃったよ。っていうかゲーム、もう充じゆう電でん切れそうなんだけど」

「困ったねぇ。私も水しか残ってないし」

「僕は水すら残ってないよ……。昨日カバンごと捨てられちゃったし……」

　四人の現状は、それはもう散々なものだった。与あたえられていた携けい帯たい食料は全員食べきってしまっているし、水の残りもあとわずか。今日の内に島を脱だつ出しゆつする準備を整えられれば良かったのだが、聖愛と勝負をしていたせいで全くそれも進んでいない。

「時間の使い方間違えたわね……。意地張ってる場合じゃなかったわ……」

「とりあえず、今から何しよう？　さすがに筏いかだ作りは無理かな？」

「食料くらいは夜になるまでに探さないとね。……あと数十分くらいしかないけど」

「あ～あ……。ゲームやるだけで生きてければいいのに」

　独身四人はかなり本気で命の危険を感じていた。食べ物と飲み物にも困り、おまけに綺き麗れいな服もない。住む場所は狭せまいテントの中で、人間らしい生活からはかなり程ほど遠とおい状じよう況きようだ。

「こうなったら……海へ探しに行くしかないわね。遥真、ちょっとフカヒレ取ってきて」

「僕にサメと戦えと!?」

「ねぇ～。とりあえずもう寝ねない？　歩夢、暑くて疲れたよ……」

「それが一番いいかもね～。余計な体力使わなくて済むし」

　睡すい眠みん中は空腹を感じなくて済む。その発想から、独身たちはひとまず就しゆう寝しんすることに決める。まだ寝る時間には明らかに早いが、起きていてもできることはないのだ。

　四人は森の中に入り、昨日立てたテントへ辿たどり着く。

　そして、姫奈がテントの入り口を開けた。

「お待ちしてました。遥真さまっ」

　姫奈はパタンと入り口を閉めた。

「……なに、今の？　幻げん覚かく？　お化けが見えた気がしたわ」

「いや、今の……聖愛さんだよね？」

「はぁ？　聖愛ぁ？　そんなのここにいる訳ないわよ」

　言いながら、もう一度テントを開ける姫奈。

「お待ちしてました、遥真さ──」

　──パタン

「ここはダメ。お化けが住み着いているわ。入ったら全員憑とりつかれるわよ」

「ちょっと！　どうして無視するんですかぁ！」

　二度も無視され、涙目になった聖愛が飛びだす。

「うわ出た！　皆みんな！　胸を隠かくしなさい！　憑りつかれてダルンダルンになるわよ！」

「いじめです！　これはいじめです！　私わたくしの胸はダルンダルンではありません！」

「うるさい！　いじめはアンタの方でしょ！　いっつも非リアをバカにして！　どうせまた嫌いやみでも言いに来たんでしょ！」

「違います！　私はただ、遥真さまをお待ちしていただけです！」

　聖愛の真まっ直すぐなその言葉に、姫奈はギリッと歯は嚙がみする。

「コイツ、また遥真のことを狙ねらって……！」

「そろそろ皆さん、こちらに帰ると思いまして。さて、遥真さま。今日こそ私の部屋に行きましょう。一緒にお話ししたいです」

「え、えっと……それは──」

　聖愛が遥真を誘さそった時、姫奈が瞬しゆん時じに遥真の隣となりに移動した。

「残念でした。遥真はこれから私と寝るの。隣で、仲良く、朝までね」

　遥真の手をがっしりと摑み、腕を組むところを見せつける姫奈。

「なっ、なっ……二人で!?　朝まで一緒に!?」

「そうよ！　だからアンタが遥真と一緒にいる暇ひまはないわ！」

　このようなセリフ、普ふ段だんの姫奈なら恥ずかしくて言えはしないだろう。だが、今は聖愛への怒いかりが勝まさり、彼女を悔しがらせるために咄とつ嗟さにこんなことを言っていた。

　ところが、姫奈の挑ちよう発はつが聖愛の負けん気に火をつける。

「ゆ、許せません！　男と女が二人きりなど、そんなの認められません！」

「はぁ!?　あんたこそ遥真を部屋に連れ込もうとしてたじゃない！」

「それなら、私もここで過ごします！　二人きりなんて許せません！」

　どんどんエスカレートしていく、姫奈と聖愛の言い争い。

　それを見かねて、遥真がケンカを止めに入る。

「ちょ、落ち着いて二人とも！　今争っても何の得もないよ！」

　だが──

「遥真！　アンタも言ってやりなさいよ！　『鬱うつ陶とうしい女だ。俺のパートナーは姫奈だけだ』って！」

「遥真さま！　伊い集じゆう院いんさんにお伝えください。遥真さまのパートナーは、私一人であることを！」

「えっ？」

「あらら……。遥真君、完全に墓ぼ穴けつ掘ほったね～」

「あ～あ～。知ーらないっと。自分から火種に飛び込んでったよ」

　雪ゆきと歩夢の呟つぶやきで、自分の行いが藪やぶ蛇へびだったと気が付く遥真。しかし、すでに遅おそかった。

「遥真さま！　あなたはどちらの味方なのですか？」

「そんなの私に決まってるわよね？　いつも一いつ緒しよに戦ってきたもの」

「え、あぁ～……。それはですねぇ……」

　女子二人に、至近距きよ離りから見つめられる遥真。

　しかしキュンと来ることはない。二人の視線が鋭するどすぎるためだ。

　なんとかこの場を切り抜ぬけようと、遥真はどちらも選ばずに済む、どっちつかずの言葉を探す。

「ぼ、僕は…………女の子なら誰だれでもいいよ！」

　ピンクと青の二つの波動が遥真の腹に突つき刺ささった。

「ぶべらあっ!?」

　遥真は吹ふき飛び、すぐ後ろの木に激げき突とつする。

「遥真さま……？　誰でもとはどういうことですか……？」

「言葉にはもっと気を付けることね。自分の命が惜おしいなら……」

　仇きゆう敵てきを見るような姫奈の黒い目に、陰かげのある笑みを浮うかべる聖愛。今までの二人の表情で、一番恐おそろしいものだった。

　遥真は「すみませ……ごほっ」と力なく倒たおれ、姫奈たちは再び言い争う。

「とにかく、ここから出ていきなさい。ここは私たちが立てたテントよ。アンタに使う権利なんかないわ」

「そんなことはありません。我々はあなたたちがボートを壊こわしてしまったせいで滞たい在ざいを余よ儀ぎなくされました。その責任はとるべきですよね？」

「でもアンタらにはホテルがあるじゃない！　なんでわざわざ狭いテントに入ってくるのよ！」

「それは……。遥真さまがいるからです」

　照れつつ、赤くなったほっぺたを両手で押さえながら言う聖愛。

　その一言に、姫奈のこめかみがブチンと弾はじける。

「さあ行くわよ遥真！　巨きよ乳にゆうオバケを中に入れるな！」

　聖愛が油断している隙すきに、姫奈は倒れていた遥真を連れて、無理やりテントに引きずり込んだ。

「えっと……私たち、どうすれば？」

「収まるまでゲームでもしてよう。首突っ込むのメンドくさいし」

　そんな姫奈たちの様子を見て、テントの横で座り込む雪たち。

　一方聖愛は、慌あわててテントに入ろうとする。

「ああっ！　ひどいです！　私も！」

「させないわ！　立ち入り禁止キープアウト！」

　テントの入り口に結界を張る姫奈。これで普ふ通つうは中に入れなくなるはずだ。

　ところが、聖愛には効かなかった。

「無駄です。私には通用しません」

「ああもう！　何でよ！　また消された！」

　姫奈の結界は聖愛が触ふれただけで霧む散さん。彼女もテントの中に入る。そして遥真を中心にして、三人で川の字で寝ね転ころんだ。

「アンタは来るんじゃないわよおっぱい！　さっさとホテルに帰りなさい！」

「品のない呼び方はお止やめください！　私は国くに続つぎ聖愛です！」

「さっさとホテルに帰りなさい！　国続・おっぱいダルンダルン・聖愛！」

「ミドルネーム!?　そしてダルンダルンではありません！」

「だから止めてって二人とも！　ケンカなんて良くないよ！」

　遥真の必死な叫さけび声に、二人は一いつ旦たん声を弱める。

「申し訳ございません、遥真さま。しかし私、どうしても遥真さまと一緒にいたいのです」

　言いながら、遥真の腕うでをギュッと摑つかむ聖愛。両手で彼の腕を抱だきしめ、自身の巨乳に引っ張っていく。

「はうっ!?」

「遥真。こんなのに惑まどわされちゃダメ。あいつはただの妖よう怪かいよ。あの胸はタダの飾かざりなの」

　姫奈も遥真を諭さとそうとしながら、同じように腕を抱きしめて自身の胸へと持っていく。

「ひゃんっ!?」

　せまっ苦しいテントの中、遥真は右手を姫奈に、左手を聖愛に摑まれて、二人に密着されていた。

「さあ遥真。もう一度チャンスをあげるわ。アンタは私と巨乳オバケ、どっちと一緒に寝たいと思う？」

「ええっ!?」

　まず、女子と一緒に寝ること自体が遥真にとっては非日常過ぎて、容易に状況を受け入れられない。左右からの柔やわらかい感かん触しよく。不快な夏の暑さとは違ちがう、女の子たちの優やさしい温ぬくもり。両方向を女子に囲まれ、彼女たちの熱を身近に感じる。

「い、今なら特別にもっと近くで添そい寝してあげるわ！　だから、早く決めなさい！」

「いいえ、添い寝なら私です！　今ならこの胸、全すべて遥真さまに託たくします！」

　聖愛は遥真の頭を摑み、自らの巨乳に押し当てた。

「ンむぎゅっ!?」

「ほ、本当は胸を強調したくはないですが……。遥真さまのためなら仕方ありません！　存分にお楽しみください！」

　女子たちに取り合いをされる、なんてことは妄もう想そうの中では何度もシミュレーションをしてきたが、それが現実に起こった時、非モテは対応できなかった。

「遥真さま、私はあなたにならば、好きにされても構いません。ですから、一緒に寝てくれませんか？」

「わ、私だって！　遥真にだったら何されてもいいわよ！　ホラ、遥真！　私に何かしなさい！　す、少しだけなら触さわってもいいから！」

　姫奈も聖愛に勝つために、彼の腰こしから手を回しさっきより強く抱きしめる。

　これは、最高の布ふ団とんだった。両側からの少女の抱きつき。聖愛の巨乳を枕まくらにし、姫奈の体を毛布にする。二人に抱かれる喜びが、体だけでなく心も癒いやす。

　さらに、テントという狭せまく暗い場所が、この状じよう況きようをさらに引き立てた。合宿で教師の目を盗ぬすみイチャイチャするようなドキドキ感に、遥真の心臓は踊おどり出す。このまま寝たら間違いなく、いい夢が見られることだろう。

　しかし、遥真は気が付いた。姫奈が明らかにやり過ぎているということに。

　彼女は同じ非リアである上、大の恋れん愛あい嫌ぎらいである。今の彼女の言動は、明らかにポリシーに反しているはず。

「ねぇ姫奈！　姫奈はそれでいいの？　こういうの、姫奈的にはＮＧじゃないの？」
















「問題ないわよ！　おっぱいになんか負けてたまるか！」

「で、でも……。この状況恥はずかしくないの？　客観的に考えて……」

「えっ……」

　遥真の言葉に、姫奈は考える。自分が今何をしてるかを。聖愛と遥真を取り合って、まるでどこかのリア充じゆうのように寝ながら遥真に抱きつく事実を。

　そしてようやく我に返った。

「キャアアアアアアアアア！　変態！　遥真の変態！」

「ええええ!?　僕が責められるの!?」

「い、伊集院さん！　暴れないで下さい！」

　姫奈が照れ隠かくしで遥真を襲おそい、聖愛が遥真をかばおうとする。

「遥真！　今までのは全部忘れなさい！　さもなくばテントごとぶっ飛ばすわよ！」

「わ、分かった！　忘れた！　忘れたから！　だからいったん拳こぶしを下ろそう！」

「伊集院さん！　別に今のは恥ずかしいことではありません。好きな方と一緒に寝たいというのは、女の子として当然ですから！」

「す、す、す、す、好きじゃないし！　遥真とかすすす、好きじゃないし！」

「あ。それでは、私が遥真さまと寝ても何も問題ありませんね？」

「それだけは絶対許さない────っ！」

　姫奈が独どく身しん術じゆつを発動させて本当にテントごと壊そうとする。

　と、その時。大きな笑い声が響ひびいた。

「アッハッハ！　君たち、大分揉もめているようだねぇ！」

　颯そう太たの声が、姫奈たちの動きを止めさせる。バラの花を咥くわえた彼がテントの入り口に立っていたのだ。

「颯太さん。今はお構いできません。ホテルへ帰っていてください」

「なにアンタ。誰も呼んでないわよ？　イケメンは土に還かえりなさい」

「何その反応！　ひど過ぎないかい!?　そこまで邪じや険けんにしなくてもいいよね！」

　遥真をめぐって争う二人の冷れい酷こくなまでの塩対応に、颯太が軽くショックを受ける。

「君たち、特に会長以外！　そんなこと言っていいのかな？　せっかくボクが直じき々じきにいい話を持ってきてあげたのに」

「いい話？　どういうこと？」

「止やめなさい、遥真。どうせろくな内容じゃないわよ」

　聞こうとした遥真を制止して、姫奈が颯太を睨にらみつける。

「リア充はね、自分より不幸な人を下に見て快楽を得る外げ道どう生物よ。そんな奴やつと会話をしてはダメ。遥真だって分かってるでしょ？　アイツらには血も涙なみだもないこと」

「ボクはそこまで落ちぶれてないよ！　君はどこまで失礼なんだ！」

「うるさい黙だまれポンコツイケメン。その顔非リアにしてやるわよ！」

「ポンコツだと!?　独身のクセに許さない！　ボクの前に跪ひざまずかせてやる！」

「ちょっと、そう君！　そんな言い方しちゃダメだよ！」

　今にもケンカになりそうなその時、颯太の後ろから杏あんずが走ってやって来た。

「すみません、皆みなさん。副会長がバカなこと言って……」

「あ、杏ちゃん！　ボクが悪いの!?」

　颯太の前に出て、丁てい寧ねいに頭を下げる杏。彼女の登場に姫奈は緊きん張ちようした面おも持もちになる。

　彼女がチュー央おう高校の性せい徒と会長ということは、遥真から聞いて知っている。いくら外そと面づらが善人でも、敵として強く警けい戒かいする。

　だが遥真は、ごく普通の態度で彼女に接した。

「いえ、そんなに気にしないで下さい。それより、何か話でも？」

「あ、はい。実は皆さんにご提案があって……。私たちのホテル、これからは一いつ緒しよに使いませんか？」

　杏の言葉に、非リア全員が狐きつねにつままれた表情になる。

「え、え？　僕たちが、あのホテルを？」

「はい。もしもよろしければ、ですけど」

「どういうこと？　何が目的よ？」

　まさか純じゆん粋すいな優しさで、リア充が非リアにホテルを使わせるはずがない。何か理由があるはずだ。

　姫奈の疑問に、颯太が答える。

「目的なんてものじゃないよ。島に残された者同士、仲良くするべきだと思ってね。普ふ段だんは敵でもこういう時には結束するのが正しい人の在り方じゃないかい？」

「……なんか、リア充らしくないわね。いつもはそんなこと言わないクセに」

　まともなことを言う颯太に、訝いぶかし気な目を向ける姫奈。

「それに颯太さん、昨日はあんなに反対してたではないですか。遥真さまたちは危険だと」

「少し考えが変わったんですよ。昨日聖愛会長に『助け合うべきです！』と力説されて、僕も反省したんです」

「そうなのですか？　それならとてもいいことですけど……」

　腑ふに落ちないという顔をしつつも、彼の意見の正しさに聖愛すら何も言えなくなる。

「それに、今ホテルにある食材は好きに使ってもいいですよ？　冷蔵庫の中に数日分の食料が用意されていますから」

　それは魅み力りよく的な提案だった。今の遥真たちにとって、食料問題は直ちに解決すべきもの。寝ね床どこだけでなく食べ物も提供してくれるとあれば、断る理由は何もない。

　しかし、姫奈だけは反対する。

「いや、ダメよ！　こいつら絶対何か企たくらんでるはずよ！」

「でも、そうすると今日食べる物何もないよ？　それに、二日連続テントはちょっと……」

「うぐ……」

　一番痛い所を突つかれ、姫奈も反論の言葉を失う。いつもはリア充の助けなんて絶対に受けたがらない姫奈も、今は甘えておくしかない。

　結局、姫奈も最後にはこの提案を吞のむことにした。

「……分かったわ。ホテルを使わせてもらう。でも、貸しを作ったと思わないでよ！」

「はい、もちろんです。それでは、ホテルでお待ちしています」

　承しよう諾だくを受け、杏と颯太は一足先に去っていった。

「やったね、姫奈！　これでひとまず落ち着けるよ！」

「う～ん……。でも、何だか釈しやく然ぜんとしないわね。やっぱり裏がありそうだわ……」

　まだ疑う気持ちが強い姫奈。リア充が非リアに優しくするのをイマイチ納なつ得とくできていない。

「良かったぁ！　これで遥真さまとホテルで一緒にいられます！」

「あっ！　しまった！　こいつもホテル暮らしだった……！」

　聖愛の脅きよう威いがあったことに気が付き、姫奈が一気に落らく胆たんする。

「でも、食べるものができたしいいと思うよ～？　このままだと野垂れ死んじゃうし」

「そうだよ。歩夢も早くゲーム機充じゆう電でんしないとだし。あ、電気通ってるよね？」

　成り行きを見ていた雪と歩夢も、この選せん択たくには賛成のようだ。

「……ま、確かにそうね。どっちにしろコイツは寄ってくるでしょうし」

「さ、遥真さま～。二人でホテルへ行きましょう」

「あ、う、うん！」

「待ちなさい、おっぱい！　遥真から離はなれろ！」

　遥真を取り合いケンカしながらホテルに向かう聖愛と姫奈。その後ろを歩夢たちが続く。

「フフフ……。バカな非リアども。これで舞ぶ台たいは整ったよ」

　木々の間に隠れていた杏が、ニヤリと笑っているとも知らずに。




　　　　※




『うおおおおおおおっ！　すごおおおおおおおおおいっ！』

　ホテルに入った遥真たちは、一様に歓かん声せいを上げていた。

「なにこのホテル！　広すぎるよ！　泊とまったらいくらするんだろ……！」

「イヤッフー！　どの部屋もベッドフカフカじゃ～ん！」

「ねぇ、見なさい遥真！　大広間のテレビ、見たことないほどデカいわよ！」

「わ～。備え付けのお風ふ呂ろもあるね。シャワーの勢いもちょうどいい」

　豪ごう華かな設備を確かく認にんし、それぞれはしゃぐ非リアの面々。彼らはこの島に来て以来、最もテンションが上がっていた。

「皆さん。もしよろしければ、まずはお食事にしませんか？」

「あ、はい！　ぜひともいただきます！」

　聖愛が遥真たちを大食堂へと連れて行く。そこはまるでパーティー会場だ。結けつ婚こん式か何かのように、大きめの丸いテーブルとゴージャスさのある椅い子すが並ぶ。そして数人のリア充たちが、すでに食事をとっていた。




「ホラ、幸こう喜き君。あ～んして？」

「あ～ん……。あま～い！　君と食べるケーキは世界で一番おいしいよ！」

「ほんと？　じゃあ、口移しで食べさせてあげる」




「……リア充、砕くだけて塵ちりになりなさい……」

「姫奈、今日だけは我が慢まんしよう……。今戦ったら、ホテルに置いてもらえなくなるし」

「仕方がないわね……。アトデコロス」

　遥真たちは憎悪ヘイトを抑おさえつつ、空いていた席に腰こしを下ろす。そして、用意されていたパンやスープ、チキンなどの豪華な料理を平らげた。

「ふぅ……。久しぶりに満腹になったわ」

「おいしかったね～。こんな料理、十五地区にいても食べられないよ～」

「さあ！　元気になったしゲームをしよう！　どこでも歩夢は引きこもるよ！」

　非リア女子たちはお腹なかが満たされ、満足そうな表情を浮うかべる。

　と、遥真の隣となりで一緒に食事をしていた聖愛が、姫奈たちには聞こえないようにこっそり彼に耳打ちした。

「遥真さま。もしもお時間がありましたら、一緒にプールに入りませんか？」

「えっ？　プール？」

「はい。ホテルのお庭にあるプールをナイトプールにして使ってるんです。夜のプールもオシャレですよ」

　ナイトプール。確かに最近、プールをライトアップして夜に入るのが流行はやってるらしい。日焼けしないことと綺き麗れいな写真を撮とれることがリア充じゆうの間で人気なのだとか。

「えっと……。聖愛さんが行きたいのなら……」

「ありがとうございます！　では、食休みをしたらいらしてください。私も後で行きますから！」

　そう言い、聖愛はスキップをしながら先に食堂から出ていった。

　それを見た姫奈が怪け訝げんそうに尋たずねる。

「何アレ？　アンタ、巨きよ乳にゆうオバケになにか言ったの？」

「い、いや！　別に特に何も！　それよりご飯おいしかったね！」

　姫奈にバレたら揉もめそうな気がして、遥真は答えをはぐらかした。




　　　　※




　水着に着き替がえてホテルの外のプールに出ると、そこには、夜の闇やみに映はえる不思議な空間が広がっていた。

　ピンク色の照明がプールをロマンチックに照らし、プールサイドではＤＪが激しい音楽を流している。その音楽に合わせるように、リア充カップルたちが踊おどったり、適当な歌を歌ったりしていた。

　その光景に遥真が呆気あつけに取られていると、後ろから肩かたを叩たたかれた。

「お待たせしました、遥真さま」

「あっ、聖愛さん！」

　先ほどのようなスカートタイプの水着の聖愛。彼女は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「来ていただき、ありがとうございます。疲つかれているところ、すみません」

「い、いえ！　でもどうして僕だけ呼んだんですか？」

「それは、先ほどのデートをやり直したいと思いまして」

「え？」

「先ほどは、あまりゆっくりデートができなかったので。その分を今、二人で楽しく過ごしたいのです。……やっぱり、ご迷めい惑わくでしたでしょうか？」

「い、いえ全然！　むしろ光栄の極きわみです！」

　聖愛がまた自分をデートに誘さそってくれた。それが嬉うれしく、思わず自じ爆ばくしそうになる。

　しかし、同時にプレッシャーだった。せっかく仲良くなれたのに、ここで何か嫌きらわれることをやらかしてしまえば幻げん滅めつされる恐おそれもある。特に自分は非リア中の非リア。デートのことなど慣れていないし、どんな失敗をするか分からない。ここは、慎しん重ちように行くしかない。

「では、遥真さま！　早さつ速そく二人で写真を撮りましょう！」

「写真、ですか？」

「はい！　リア充は綺麗な所では必ず自撮りをするものです。これさえやれば、遥真さまも立派にリア充ですよ！」

　聖愛はスマホを取り出して、遥真との写真を撮ろうとする。リア充にとってのナイトプールは、泳ぐ場所というよりも思い出を作る場所らしい。

「二人の、初めての写真ですね」

「そ、そうですね！　頑がん張ばります！」

　記念すべき初めての写真。ここで変な写り方をしては、せっかくの思い出が台無しだ。絶対にミスは許されない。

「じゃあ、いきますよー？　はい、チーズ！」

「はいっ！」

　意気込み、しっかりピースサインを決める遥真。

　だがその時、遥真はプールサイドの濡ぬれた部分を踏ふんでしまい、つるりと足を滑すべらせる。

「あっ」

　バランスを崩くずし、真後ろのプールに落下する。大きな水しぶきが上がり、その瞬しゆん間かんにシャッター音。

「遥真さまっ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　すぐに聖愛もプールに入り、遥真の安否を確認する。

「げほげほげほっ！　うう……びっくりした……」

「遥真さま、お怪け我がはありませんか？」

「あ、はい……。ちょっと驚おどろいただけで……。あっ！　それよりも写真の方は……」

「あっ！」

　聖愛がスマホを確認する。するとそこには、可愛かわいくピースを決める聖愛と、水しぶきの中に消えていく間ま抜ぬけな遥真が映っていた。

「あ、ああ……！」

　せっかくの一枚目の写真が、情けないものになってしまった。これはもう、幻滅されても仕方ない。

　そう思い、遥真は怯おびえて聖愛を見る。

「……ふふっ」

「え？」

「あははははっ！　何ですかこれ！　あははははははっ！」

　聖愛が涙なみだを流しつつ、お腹なかを抱かかえて笑っていた。

「おかし～っ！　決定的瞬間ですよ！　こんなことってあるんですね～！　これはいいものが撮れました！」

「あ、あの……聖愛、さん……？」

　がっかりされるかと思いきや、何故なぜだか満足そうな聖愛。遥真はおどおどと声をかける。

「す、すみません……。人の失敗を笑ってしまって……。でもこの写真凄すごいですよ。なかなか撮れるものじゃありません。私たちの最初の写真にふさわしい一枚と言えますね！」

「聖愛さんこれでよかったんですか!?」

「もちろんです！　ありがとうございます、遥真さま」

　とても満足そうに笑い、遥真にお礼を言う聖愛。

　その笑え顔がおに、遥真は痛感させられた。やはり彼女は誰だれよりも心優やさしい女性だと。

　偽にせ物ものの愛を振ふりかざすような他のリア充女子たちは、おそらくこういう写真が撮れたら相手を怒おこるか幻滅するか、それとも呆あきれ果てるだろう。もしくは聖愛とは違ちがう意味で──相手を嘲あざけるような意味で大きく笑ってくるかもしれない。

　しかし聖愛はそのどれとも違う。相手の全すべてを、失敗して格好悪い姿ですらも、肯こう定ていして喜んでくれる。こんなに心の広いリア充は聖愛の他には絶対にいない。遥真はそう断言できた。

「……こちらこそ、ありがとうございます。あの、僕にできることはありますか？　このデート、聖愛さんにももっと楽しんでもらいたいんです！」

「本当ですか！　それでは、あっちでも写真を撮りましょう！　あそこのプールの中央では、照明のおかげでハートマークが水面に浮かんで見えるんです！」

「了りよう解かいです！　何枚でも撮りましょう！」

　聖愛の優しさに報むくいようと、積極的に動く遥真。彼は聖愛の言う通りプールの真ん中へ泳ごうとする。

　ところが、アクシデントが起こった。

「へ～え？　ずいぶん仲が良さそうねぇ？」

　ふと、プールサイドから声がする。

　プールの中から声のした方を見上げる遥真。そして、彼の表情が凍こおる。

「ひ……ひな……？　どうして、ここに……？」

　本気でイラついてる表情の姫奈に、遥真の足はガタガタと震ふるえる。

　だがおかしい。姫奈にはここに来ることを一言も言っていないはずだ。

「アンタの姿が無かったから、心配になって捜さがしてたのよ……。でもまさか、よりにもよって巨乳オバケとプールとはねぇ……。溺でき死しか圧死か選びなさい」

「ごめんよ姫奈ぁぁ！　だって、聖愛さんも僕の大事な友達で──」

「リア充はあああああっ！　消毒よおおおおおおおっ！」

　波動弾だんを生み出し、遥真に向けて打ち出す姫奈。

「うわああ！　話を聞く気な───────いっ！」

「遥真さま！　一いつ旦たん逃にげましょう！」

　と、聖愛が遥真の頭を摑つかみ、一いつ緒しよに水の中へと潜もぐった。

（せ、聖愛さん!?）

（恋こいに障害はつきものです！　このままあっちへ向かいましょう！）

　視線とジェスチャーで会話する二人。聖愛は遥真の手を握にぎり、プールの隅すみへと泳いでいく。

　そして姫奈がいる方とは反対の縁へりで、二人そろって顔を上げた。

「ぷはっ！　逃にげ切りましたかね？」

「いや、姫奈はこんなことじゃ逃がしてくれない！」

　遥真は攻こう撃げきを警けい戒かいし、周囲に姫奈がいないか捜す。おそらく自分たちの動きを読んで、一番攻撃のしやすい場所に移動しているはずだと思った。

　だが、遥真の予想は外れていた。

　姫奈はまださっきと同じ場所にいた。そして彼女の周りには、ガタイのいいリア充じゆうが二人。

「おい、テメエ！　何しくさっとんじゃ！　いきなり独身術使いやがって！」

「うるさいわね！　そこをどきなさい！　私は遥真に話があるのよ！」

「遥真ァ!?　さっきの非リアのことか！」

「まあまあ、そんなに怒るなよ今いま井い。それより君、今から俺らと遊ばねぇ？」

「はぁ!?　冗じよう談だんでしょ？　なんで私がアンタたちと！」

「冗談じゃないよ。俺らと遊ぶの楽しいよ？」

　姫奈は、まさかのナンパをされていた。

　チュー央高校はハーレムを推すい奨しようしている学校だ。そのため、ナンパは日常茶さ飯はん事じなのである。

「しまった！　姫奈を助けなきゃ！」

　リア充の男に囲まれては、さすがの姫奈も怯えるだろう。すぐに助すけ太刀だちしなければ──

「イケメンは死ねええええええ！」

「ぐぼわああああああああああああああああっ！」

　八つ当たり気味にリア充男へキツイ腹パンを喰らわせていく姫奈。

「……伊集院さん、容姿の優すぐれている人に対して何か恨うらみでもあるのでしょうか？」

「多分、単純に僻ひがみじゃないかな……。正直その気持ち百パー分かるし……」

「このアマ！　いい加減にしやがれよ！　いきなり現れてなんてことしやがる！」

　と、遥真たちが吞気のんきに話している間に、一人の男が姫奈の後ろに回り込む。そして、彼女を羽は交がい締じめにした。

「キャッ！　放せ！　放しなさいよ！」

「放せるかよこんな危険人物！　ちょっと大人しくしててもらうぞ！」

　そう言い、プールサイドから姫奈を連れ出そうとする男。

「あっ、姫奈！」

　男の腕うでで苦しそうにもがく姫奈を見て、遥真はたまらず飛び出した。

「姫奈ぁ！」

「あ、待ってください！　遥真さま！」

　プールから上がり、男の前に立つ遥真。

「この野や郎ろう！　姫奈に何をする！　いますぐその汚きたない手を放せ！」

「あぁ!?　なんだその言い方！　明らかにこっちが被ひ害がい者だろーが！」

「黙だまれ！　無む抵てい抗こうな子に何をする!?」

「無抵抗!?　あの腹パンが無抵抗だと!?」

「遥真ー！　助けてー！　殺されるー！」

「人聞き悪いこと言うんじゃねえ！　ここから出てってもらうだけだよ！」

「そうはいくかこの悪党！　いくぞ、リア充爆ばく発はつしろ！」

　遥真が指をパチンと鳴らすと、プールの中で爆発が起こった。水しぶきが盛せい大だいに上がり、遥真たちの付近に降り注ぐ。

「うおっ！」

　男が驚き、姫奈を摑んだ手を緩ゆるめる。

「今よ！　喰らえ、立ち入り禁止キープアウト！」

「ぐえええっ！」

　隙すきをつき、姫奈も術を発動。男は姫奈に弾はじかれてプールの中へ落下する。

「よし、姫奈！　逃げよう！　ついて来て！」

「仕方ないわね。しっかりエスコートしなさいよ！」

　二人は固く手を繫つなぎ、ナイトプールから出て行った。

「遥真さま……。あれではどちらが悪役か分からないではないですか……」

　遥真の起こした爆発の騒さわぎで、パーティームードは台無しだった。その上、聖愛が企き画かくしたデートも、遥真が逃げてしまってオジャンだ。

「やはり遥真さま、私よりも伊集院さんを……」

　そして取り残された聖愛は、寂さみしし気に一人呟つぶやいた。




　　　　※




　ナイトプールから逃げ出した後、二人は遥真の部屋に逃げ込み、荒あれた息を整えていた。

「はぁ……はぁ……。さすがにちょっと疲つかれたね……」

「でも、無事にイケメンを撃破できたわ。欲を言えば、全員独身にしてやりたいけど」

　ベッドの上で話す二人。遥真は胡坐あぐらをかいていて、姫奈は女の子座りをしている。

「でも、聖愛さんには悪いことしたなぁ。あのまま置いて来ちゃったよ……」

　本当は今すぐにでも聖愛に謝りに行きたかったが、姫奈が近くにいる以上、そうするわけにもいかなかった。無理に会いに行こうとすれば、また彼女の機き嫌げんを損そこねてしまう。

「気にする必要なんてないわ。あいつもリア充、敵なのよ。……ってか、なんでアイツとプールにいたのよ？　やっぱりアンタもリア充に……」

「ち、違う違う！　ほら、あれだよ！　さっき海で足をつった時に助けてもらったお礼だよ！」

　両手を振り、遥真は必死に言い訳を述べる。

「はぁ……。まあいいわ。その代わり、もう二度と他の女とリア充らしいことはしないこと。私たちはリア充と戦う立場なんだから、そこはハッキリしなさい。いいわね？」

「う、うん……。分かったよ」

「ならよし。それより、この島から出る方法をちゃんと考えておきましょう」

「そ、そうだね！　すぐに脱だつ出しゆつしないと本当に命にかかわるからね」

　野宿を免まぬかれたとは言えど、食べ物の量には限界がある。早く十五地区へと戻もどらなければ、確実にここで死んでしまう。

「とりあえず、筏いかだを作って帰るんだよね？　方法もそれしかないと思うし……」

「でも、アンタ苦戦してたじゃない。木を切ろうにもあのナイフじゃ無理よ。それとも、森の奥を探してみる？　もう少し手ごろな木があるかも」

「う～ん……。そうするしかないかなぁ。リア充のボートが直せればいいけど、本気で爆発させちゃったし……。都合よく助けとか来ないかなぁ……」

　偶ぐう然ぜん他の船か何かがこの島に通りかかればいいが、そんな奇き跡せきをアテにはできない。結局遥真たちにできることは、地道に筏を作ることだけだ。

「とにかく、何としてでもリア充よりも早くここから出ないとね。絶対にあいつらを出し抜ぬいて悔くやしがる姿を見てやるわ」

「でも、そううまくはいかないよ。泳いでここから出られるなら、明日にでも実行できるんだけどね」

「そんなの無理に決まってるでしょ。波だってすごく高かったし。また水着が流されるわ……よ…………」

　言葉の途と中ちゆうで、姫奈が沸ふつ騰とうしたように頰ほおを赤らめる。そして、遥真から視線を逸そらした。

　その反応で遥真は気付く。姫奈が昼間の出来事を──水着が流されたときのことを思い出してしまったのだと。

「あっ、えっと……」

「………………」

　気まずい沈ちん黙もくが場を支配する。姫奈は恥はずかしがって俯うつむき、遥真は遥真でどんな言葉をかければいいか分からない。こんな時に気の利きいた一言が出てくるほど、遥真の頭は柔やわらかくない。

　しかし、このままじゃ沈黙が長引きさらに気まずい感じになる。そうなる前に何か言わなければ……。

　そう思い、遥真は無理に話し始める。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　もともと姫奈が着てた水着、布面積ほとんどなかったから！　あってもなくても同じじゃぶぼごふっ！」

「お前はもう口を開くなあああああああっ！」

　遥真がまだ話している途中で、姫奈が立ち上がり彼の口元に張り手を喰らわす。衝しよう撃げきで遥真はベッドから落ち、後頭部を床ゆかに強打した。

「バーカバーカ！　もう話しかけてこないで！」

　彼がもんどりうっている間に、姫奈はあらかじめ決めておいた自分の部屋の方へと消える。そんな彼女を止めることもできず、遥真はうめき声を上げながらその場にのたうち回り続けた。




　　　　※




　数分後、ようやく後頭部の痛みが引いて、遥真はベッドに寝ね転ころがった。

「はぁ……。姫奈、何が気に障さわったんだろう？」

　先ほどの会話を思い出しながら、ベッドに体を預ける遥真。彼は自分の言葉によって姫奈の羞しゆう恥ち心しんが加速したことに、ちっとも気がついていなかった。

「でも、どうしよう。かなり怒おこらせちゃったかなぁ……」

　去り際ぎわの姫奈の顔を思い出し、不安な気持ちになる遥真。怒らせることはよくあるが、今回の場合許してもらえるか分からない。なにせ、彼女の裸はだかを見てしまったのだ。いつものちょっとした小こ競ぜり合いとは、起こった出来事の大きさが違ちがう。

「…………！」

　その事を意識した途と端たん、遥真の頭の中に姫奈の裸がフラッシュバック。水着を波にさらわれた後の彼女の姿がよみがえる。

「だ、ダメだ！　忘れないと！」

　さすがに申し訳なくなり、頭を左右に何度も振ふって記き憶おくを消去しようとする。しかし、強く意識すればするほど、姫奈の小さな胸の膨ふくらみが、ムッチリとした太ももが、傷一つない柔やわ肌はだが、遥真のメモリーに刻み込まれる。

「ひ、姫奈……」

　胸の中がどんどん熱くなるのが分かる。姫奈の裸を──いや、姫奈のことを考えるだけで、今まではありえなかったほど、心がひどくさざめき立つ。

　高鳴る鼓こ動どうに、遥真は自分で自分のことが分からなくなる。なんだか脈が速くなり、その場にじっとしていられないようなもどかしい気持ちになっていく。

「遥真さん。元気がないですね？」

「うわぁっ!?」

　まるで驚おどろいた猫ねこのようにベッドの上で高く飛ぶ遥真。慌あわてて振り向き、ドアの前に立つ人物を見る。

「え……!?　どうして、杏さんがここに……？」

　声をかけたのは、杏だった。彼女は颯太を引き連れるでもなく、なぜか一人で部屋に来ていた。

「驚かせちゃって、ごめんなさい。実はちょっと忘れ物をしちゃって」

「ああ、忘れ物ですか。杏さん、この部屋を使ってたんですか？」

　遥真はベッドから立ち上がり、彼女の前で居住まいを正す。

「僕も一いつ緒しよに探しますよ。それで、何を忘れたんですか？」

「ああ、いえ。忘れたのは物じゃないんです」

　杏はそう言うと、おもむろに服に手をかける。

　そして、上着を脱ぬぎ捨てた。

「シャワーを浴びるのを、忘れちゃって」

　スカートのファスナーをゆっくり外し、腰こし回まわりを強調しながらじれったい動きで下ろしていく。そして、上下とも下着のみとなる。

　レースのついたパンツとブラが胸と局部を艶つややかに飾かざり、眩暈めまいのするような色気を発する。胸はしっかりと膨らんでいて、局部からはムンムンとフェロモンが漂ただようのを感じる。その体は、成熟した女性のソレだった。

「どぶふぁあああああああああああっ！」

　いきなり下着を見せつけられて、遥真は鼻血を噴ふき出して倒れる。

「あっ、すみません。大丈夫ですよ。これ、こう見えても水着ですから。替かえの下着が無かったので、未使用の水着を着てるんです」

　そういう問題ではなかった。いきなり目の前で女子が服を脱ぐ。非リアにとっては、それが下着だろうが水着だろうが、大事件には変わりないのだ。

「それに、私なんかの裸を見ても、誰だれも何とも思わないでしょうし」

　表向きの言い訳をしながら、杏は心中で真反対の事を考える。

（フフフッ。アンズの下着姿を見て発情しない男子なんかいないし。このままコイツに襲おそわせて、その一部始終をカメラで撮とれば……！）

　杏は部屋に入る前、動画撮さつ影えいモードのスマホを扉とびらに仕し掛かけておいていたのだ。

　それを聖愛に送り付ければ彼女に失しつ恋れんのダメージを与あたえ、同時に遥真はそれを盾たてに脅おどして、一生自分の奴ど隷れいにできる。目的通り聖愛を苦しめ、自分を叱しかる生意気な遥真に大きな仕返しをすることもできる。

（やっぱりこいつらホテルに誘さそって正解だったよ。さっすがアンズ。頭いい～☆）

　杏が遥真たち独身をホテルに来るよう誘った理由。それは、邪じや魔まが入らない状じよう況きようで遥真を誘ゆう惑わくするためだった。ホテルで生活することになれば、必然的に男女別の部屋で寝ねることになる。そうすれば、テントで非リア全員が同じ空間にいるときよりも、はるかに襲いやすくなる。現にこうしていともたやすく、二人っきりの状況ができた。

　だが、上手うまくいくのはここまでだった。

「アレ？」

　杏が下着姿になったことで、遥真はかなりうろたえていた。ベッドに仰あお向むけで倒れたまま、少しも動かなくなるほどに。

（え？　ちょっと。なんかリアクション違くない？）

　杏の予想では、少しだけ面食らった後は、もっと鼻息を荒あらくして自分を見てくると思っていた。女馴なれしているリア充じゆうたちですら杏がこの手の誘惑をすれば、清せい楚そな見た目からは想像のつかないスタイルの良さに魅み了りようされ、思わず手を出してしまうもの。非リア童どう貞ていならなおさらだ。たとえ緊きん張ちようして手が出せずとも、もっとじろじろ見るはずである。

　しかし遥真は、杏の予想を超こえるほど、狼狽うろたえ、動どう揺ようし、混乱していた。

　そう。杏は非リアのウブさを舐なめていたのだ。普ふ段だんはＨな出来事を散々妄もう想そうするクセに、いざ自分がそれに遭そう遇ぐうしたらまともに手を出すことができない。それが悲しき非リアの性さがだ。

（仕方ないなぁ……。もう少しサービスしてあげよっか）

　そう決めると、杏は遥真の側そばに立ち、彼の股こ間かんを指さした。

「あれ？　遥真さん。そこ、なんだかおかしくないですか？」

　遥真に覆おおいかぶさるように、ベッドに四よつん這ばいになる杏。そして遥真の顔に近づき、その耳元でそっと呟つぶやく。

「もしかして…………勃ぼつ起きしちゃってるんですか？」

「!!」

　杏の驚きの発言に、遥真はカッ！　と目を見開く。

　そして、大声で謝った。

「わ、わああああああああ！　ごめんなさあああああああいっ！」

「え、ええ!?」

　遥真は杏の体を摑つかんでどかし、ベッドの上から飛び起きた。

「今すぐ出ていきますからああああああああ！」

「ま、待ちなさい！　何でそうなるのよ！」

　欲情して杏に手を出すどころか、部屋から出ていこうとする遥真。杏は彼の腕うでを摑み、逃にがさないよう思いきり引っ張る。

「うわああああっ！　助けてええぇぇぇ！」

「だから待てって、この童貞！　アンズがここまでやってんだよ!?　普ふ通つう押し倒すところじゃん！」

「無理です！　死にます！　そんな格好で迫せまられたら、出血多量で死んでしまう！」

「いや、イケるって！　とりあえずもう一回こっち見なさい！」

　杏が遥真の頭を摑み、その顔を自分の方に向ける。

「ぶはあああああああっ！」

「キャアアッ！　鼻血を出すな！　興奮しすぎ！　ってか、その勢いで襲いなさいよ！」

「む、無理です……。見ただけでこんなに血が出るのに……」

「じゃあ見るな！　見ずにアンズに欲情してよ！」

「そんな無茶を言われても！」

「だったらもっかい見てみなさい！」

「いや、だから見ると鼻血がブハアアアアッ！」

「ちょうどいい反応しなさいよバカ────────────ッ！」

　ウブすぎる遥真にとって、女子を襲うなど妄想の中の話でしかない。杏の水着を見ただけで、鼻血を噴いて倒れてしまう。そんな彼では、その上の段階に行けるはずがなかった。

　しかし、それでは杏が困る。遥真が自分から手を出さなければ、聖愛への仕返しにならないのだから。

「あーもう！　早くアンズを犯おかしてよ！」

　杏が遥真を抱だき寄せて、自身の成熟した胸に彼の顔を無理やり埋うずめた。

「わぷっ！」

　遥真は息ができなくなり、手足をバタバタ動かして暴れる。

「なんで!?　なんでアンズがこんな格好してるのに、ちっとも襲ってこないのよ！」

「んーっ！　んーっ！」

「童貞なんかに負けてたまるか！　ほら、揉もめ！　触さわれ！　セクハラをしろ！　そしてアンズの奴隷になってよ！」

「んぎゅー！　杏さん！　その喋しやべり方、喋り方ぁ！」

「はあ!?　喋り方がどうしたの……あっ」

　怒いかりに任せてしゃべったせいで、化けの皮が消し飛んでいた。杏はすぐに遥真を離はなし、笑え顔がおで取り繕つくろおうとする。

「え、えっと……。私、何かしましたか？」

「……………………」

　しかし、もうすでに遅おそかった。遥真は怪け訝げんな表情で、じーっと杏の顔を見み据すえる。

「……あ～もう。バレたらしょうがなないな～。そうだよ。アンズの本ほん性しようは、こっち」

　開き直り、ニヤリと邪じや悪あくに笑む杏。

「ど、どゆこと……？　今までの杏さんは……？」

「今までのアレは全部擬ぎ態たいだよ。清楚系のフリした方がバカな男は釣つりやすいからね」

　清楚系の仮面をかぶった時より、どこか活いき活いきしている表情。その顔から、遥真は彼女の本性がこっち側であることを悟さとる。

「ってか、そんなことはどうでもいいの。アンタさ、なんでアンズに欲情しないの？　アンズがあんなに一いつ生しよう懸けん命めい落とそうとしてあげたのに」

「落とそうとって……僕をですか？」

「当たり前じゃん。アンタを落として、聖愛に痛い目見せてやるの」

「え？　なんでそこで聖愛さんの名前が……？」

　遥真は聖愛が自分を好きだとは微み塵じんも思っていない上、杏が彼女を嫌きらうことも知らない。そのため、聖愛と自分を落とすこととに何の関係があるか分からない。

「はいはいうるさい。ってかアンタ、そろそろ落ち着いたわね？　じゃあ、サクッとアンズといいことしようよ。今なら、胸までは触らせてあげる」

「そ、それはできないよ！」

「はぁ？」

「だって……。こんなことしたら、姫奈との約束を破ることになるから……」

　さっき遥真は、姫奈と約束をしたばかりだった。他の女とリア充らしいことはしないと。

　杏の誘惑に乗ることは、明らかにその約束を破ることになってしまう。

　つまり遥真は杏の誘惑なんかより、姫奈との約束──絆きずなが大事ということだ。

　そんなニュアンスを彼の言葉から感じとり、杏はますます激げつ昂こうする。

「なによソレ……。アンズの大サービスよりも、大事なものがあるっていうの……!?」

　怒りで震ふるえ、ギリリと歯を食いしばる杏。

「さすがに我が慢まんの限界がきたよ！　これ以上アンズのプライドを傷つけようっていうのなら、こっちにも考えがあるからね！」

　杏が怒りを露あらわにする。すると、数人の男たちがぞろぞろと部屋に入って来た。

「！　杏さんの彼氏たち!?」

　しかし、どこか様子がおかしい。全員の目に、ピンク色の光が宿っているのだ。

「これは、颯太さんの愛あい気き道どうと同じ……！」

「その通り。愛気道『お姫様の言う通りアブソリユート・オーダー』。異性としてアンズに好意を寄せる男を片かたっ端ぱしから手下にできる。颯太の技わざのアンズ版だよ」

　彼氏たちは今、杏の術で洗脳状態にあるという訳だ。杏の命令のみを聞き、命を懸かけて彼女を守る。杏のナイトと化している。

「アンズに欲情しないなら、力ずくで奴隷にしてあげる！　さあ、やっちゃって！　マイダーリン☆」

『ハッ！　ワレラガ　イノチノ　ツキルマデ！』

　杏の命を受け、七人もの男たちが一いつ斉せいに遥真へ飛びかかった。




　　　　※




「遥真さま……。まさか今いま頃ごろ、伊集院さんとイチャついているんじゃ……」

　この上なく真しん剣けんな面おも持もちで廊ろう下かを進んでいく少女が一人。リア充の長おさ、国続聖愛だ。

　彼女は二人が恋こい仲なかだという、自分にとって最悪の事態を想像しながら身み震ぶるいする。

「やっぱり確かめないと気が済みません。遥真さまの、伊集院さんに対する気持ちを！」

　彼女はさっきのことを気にしていたのだ。自分とのデート中、遥真が姫奈を助けるために一いつ緒しよに逃げてしまったことを。

「でも、私だって嫌われてなんかいないハズです。ここはひとつ、遥真さまの目が私に向くよう、アピールしなければなりませんね」

　独り言ごち、聖愛は廊下の先にある大広間へと足を進める。ホテルの各部屋はここを越えた先だ。その中のどこかに遥真が使う部屋もあるはず。

　と、そこで彼女は動きを止めた。

「…………！」

　大広間の真ん中に、十数人のリア充女子が行く手を阻はばむように立っていたのだ。彼女たちは横一列になって並び、各部屋へ続く道を塞ふさぐ。

　そして聖愛の姿を確かく認にんすると、全員が一歩前に出た。

「ソウタサマ　ノ　メイレイ　デス」

「シンニュウシャ　ハ　ハイジョスル」

「タダチニ　ココカラ　タチサッテ」

「……なるほど。そういうことですか」

　その様子を見ただけで、聖愛は状じよう況きようを理解した。

「一時休戦の決まりを破って、面白いことをしていますね。この愛気道は颯太さん……。それに杏さんも一緒でしょうか……」

　喋り方や立ち姿、そしてピンク色に輝かがやく双そう眸ぼう。この女子たちは明らかに洗脳されている。そして、女子を洗脳する力は颯太が持っているものだ。

　いきなり独身をホテルに招待していたのも、彼らを襲おそいやすくするためだ。その目的はデートの邪じや魔まをする独身に報復をすることなのか。それとも、もっと個人的な理由か。

「なんにせよ、遥真さまが危ないですね。早くお助けしなければ」

　聖愛は見張りの女子たちに向けて、大きく一歩踏ふみ出した。

『ハイジョ』

　同時に、操あやつられた女子たちが聖愛に向けて攻こう撃げきを開始。半数は愛マナの波動弾だんを飛ばし、もう半数が直接聖愛に飛び掛かかる。

　圧あつ倒とう的な人数の差。しかし、聖愛は怯ひるまない。

「邪魔です」

　リア充じゆうたちが動いた瞬しゆん間かん、爆ばく発はつのような突とつ風ぷうが吹ふいた。その風は、聖愛や広間にある家具をほんの少しも撫なでることなく、操られている女子のみを襲う。そして彼女らを壁かべ際ぎわへ飛ばす。

『キャアアアアアアアアッ！』

　結果、彼女たちの攻撃は少しも聖愛に届かない。放たれていた攻撃もなぜか聖愛を避さけるようにして、壁かべや天てん井じように炸さく裂れつした。

「私の愛気道の前には、どんな攻撃も無力です」

　聖愛は大広間を抜ぬけて、優ゆう雅がな走りで廊下を駆かける。

「遥真さま……。無事でいてください……！」




　　　　※




「ああああああああっ！　遥真に裸はだか見られたあああああっ！」

　遥真に張り手を喰らわせた後、姫奈は自分の部屋に逃げ込みベッドに顔をうずめていた。

「最悪最悪！　なんでこんなことになるのよおおおおっ！」

　布ふ団とんを抱かかえ、ごろごろ転がりまわる姫奈。その様はまるで、黒歴史ノートを見つけてしまった中二病あがりの少年のようだ。

　ただでさえ、間接キスしたり手を繫つないだりなど、ちょっとしたことですぐ恥はずかしがる姫奈である。全ぜん裸らを見られてしまうダメージは計り知れないものがあった。

「しかもアイツ、全然デリカシーないし！　こういう時くらい気の利きいたフォローしなさいよ……」

　今回は、初日の水浴びの時とは違ちがって全く体が隠かくせてなかった。その分、少しも言い訳できない。せめて遥真の一言で何かカバーしてもらいたかったが……。

「まぁ、アイツにそんなの出来るわけないか……。恋れん愛あい適性０点だし」

　姫奈がすぐ恥ずかしがるせいで恋愛適性が低いように、遥真も女心を理解しておらず恋愛適性が低かった。彼にフォローを期待するのは、なかなか酷こくなことだろう。

「ま、でも……。見られたのがアイツで良かったかも……。アイツなら、そんな嫌いやじゃないし……」

　枕まくらに口を押さえつけながら、ごにょごにょと小さく口にする姫奈。

　そしてすぐ、自分が言ったことのおかしさに気が付く。

「って、遥真で良かったって何よ!?　良いわけないでしょ！　男に裸見られてんのよ！」

　セルフツッコミを大声でぶちまけ、先ほどのセリフを誤ご魔ま化かそうとする。

　しかし、一度そう思ってしまったのは事実。その気持ちは姫奈の心に刻まれ、いくら後で否定しようとも綺き麗れいに消え去ることはない。

「なんで私、こんなこと考えてるのよぉ……」

　姫奈の中で遥真の存在が、どんどん膨ふくれ上がっていく。意識したくないのにもかかわらず、彼の顔ばかり頭の中に浮うかんでくる。

　彼が笑っているときの顔や、リア充と戦う凜り々りしい表情。そして自分に叩たたかれたときのかなり情けない泣きそうな顔。今まで見てきた彼の表情が、どんどん脳内を支配していく。
















「あ───っ！　違う！　止やめ止やめ止やめ！　こんなの、私が遥真を好きみたいじゃない！」

　ポカポカと自分の頭を殴なぐり、浮かんだイメージを振ふり払はらう。

　恋愛は人の心を欲望まみれにするものだ。姫奈はそう思い、愛だの恋こいだのをずっと否定し続けて来た。その気持ちが独身術の大きな原動力となり、多くのリア充を屠ほふってきたのだ。そんな自分が、今いま更さら恋をするわけにはいかない。姫奈は必死に自分の気持ちに蓋ふたをする。

「へぇ～。君、遥真クンのこと好きなんだ～」

「ち、違う！　あんなの好きなわけないじゃない！　あんなデリカシーのない男！」

「じゃあ、彼が杏ちゃんと付き合ってもいい？」

「もちろんいいに決まってるわよ！　なんならこっちからくれてや──え？」

　扉とびらの方を振り向く姫奈。そこでようやく、姫奈は侵しん入にゆう者、颯太の存在に気が付いた。

「キャアアッ！　アンタ、いつの間に!?」

「ひどいなぁ。さっきからずっとここにいたのに。『裸見られたぁ～』の件くだりから」

「立ち入り禁止キープアウト！　地球から出ていけ！」

　青いバリアを周囲に展開。颯太を壁かべ際ぎわに吹き飛ばす。

「ぐはっ！　容よう赦しやなさすぎる……」

「不法侵入者に容赦する必要ないでしょう？」

　右手に青い波動弾を作り、颯太に照準を合わせる姫奈。聞かれたことがよほど恥ずかしかったのか、いつもより憎悪ヘイトの力が強い。

「まずは私がアンタを潰つぶすわ。その後遥真の独身術で完かん膚ぷなきまでに爆発させる。アンタの自じ慢まんの彼女たちもね。そして全員非リアになって、寂さびしく余生を過ごすといいわ」

「いやいや怖こわいよ！　それに、今の遥真クンに独身術が使えるのかな？」

「は？　なんで遥真が独身術を使えなくなるのよ？」

「だって、さっき杏ちゃんが彼の部屋に向かっていったし。遥真クンは今頃、杏ちゃんに夢中になっていると思うよ」

　平然とそんなことを言う彼に、姫奈はムッとした表情になる。

「杏……？　チュー央の性徒会長のこと……？」

　姫奈はさっき話したばかりの彼女の顔を思い出す。大人しそうな、地味目な外見。とても自分から男を襲いに行くような、ビッチ女子とは思えない彼女。

　と、その時ピンときた。確かチュー央高校には、男を惑まどわす天才的な悪女がいる。

「まさか……アイツがそのビッチ！」

「多分、君の想像通りだよ。杏ちゃんの手にかかったら、どんな男でも骨ほね抜ぬきさ」

　姫奈はようやく杏たちの作戦に気付いた。

　杏は何らかの理由があって遥真の事を狙ねらっていたのだ。おそらく、遥真を誘ゆう惑わくして自分の彼氏とすることで、遥真に爆発の独身術を使えなくさせるつもりだろう。

　今日の夕方、急にホテルに誘さそってきたのも、誘惑しやすい状況を整えておくためのはず。

　相手を室内に閉じ込めておけば逃にげ場を無くすこともできるし、邪魔が入らないようにもしやすい。

　ということは、すぐに助けに行かないと遥真が誘惑されてしまう。

「しまった……！　すぐに行かないと！」

　遥真の身の危険を知って、彼の所に向かおうとする。

　だが、颯太が部屋の出入り口を足で塞いで通せんぼした。

「ここから先は行かせないよ。杏ちゃんの命令なんだ。邪じや魔ま者ものは全員排はい除じよしろって」

「なるほどね……。そのためにわざわざ来たってわけ……」

　立ち上る闘とう志しのようなものを颯太の体から感じとり、姫奈も集中し彼を見る。

　チュー央高校の副性徒会長。それを相手に、気を抜いて戦う訳にはいかない。

「それなら、アンタを倒たおすまでよ！」

　青いオーラを一気に噴ふき出し、先ほどよりも強い憎悪ヘイトで波動弾を作り出す。

　だが颯太は、反撃の素そ振ぶりをまるで見せずにチッチッと人差し指を振る。

「勘かん違ちがいしないでほしいなぁ。ボクは女の子とは戦わないよ？」

「は？」

「ボクがするのは、女性を口説くことだけさ。君みたいな綺麗で気の強い女の子、正直結構好きなんだよね。非リアとはいえ、ぜひボクのハーレムに加えたい」

　颯太がキザったらしく投げキッスをする。バラの花びらがふわりと舞まい、姫奈のもとへとそれが飛ぶ。

「キモッ！」

　姫奈の全身に鳥とり肌はだが立つ。悪お寒かんが走り、両りよう腕うでで自分の体を抱いだく。

「フフッ。そう言ってられるのも今の内だよ！　この愛気道を受けたものは、等しくボクの彼女となるのさ！　くらえ『王子様の言う通りアブソリユート・オーダー』！」

　颯太が愛マナのオーラを纏まとい、その小指から一本の糸を姫奈へと伸のばす。それは運命の赤い糸。颯太と女の子とを繫ぐ、細くも固い絆きずなの糸。

「！」

　姫奈はそれを視し認にんするも、かわすことはできなかった。素す早ばやく姫奈へ迫せまったソレは彼女の小指に巻き付いた後、眩まばゆい光を放って消える。

「アハハハハ！　これで君もボクの彼女さ！」

　術が決まり、颯太が高笑いする。一度術が決まってしまえば、颯太自身が術を解くか電撃破局ハートブレイクしない限りは、糸が切れることはない。

　颯太は油断し、姫奈のすぐ側そばに近づいていく。

「じゃあ姫奈ちゃん。これからよろしくね。手始めにおっぱい触さわらして☆」

「断る」

　姫奈の拳こぶしが颯太の顔面にめり込んだ。そのショックで颯太は吹き飛ばされ、ゴロゴロと部屋を転がった。

「イタぁ！　イタタタタ！　ど、どうして!?　なんでボクの術が効かないの!?」

　颯太の術は、『自分に異性として好意を寄せる女の子を、意のままに操る能力』だ。そして颯太はイケメンである。普ふ通つうの女子は大なり小なり颯太に好感を抱くもの。

　しかし、姫奈には術が効かない。これはつまり、姫奈が颯太になんの関心もないことになる。

「ボクの術が効かないなんて……一部のよっぽどの特とく殊しゆ志向の持ち主くらいだ……。まさか君、ブス専なのか!?」

「微び妙みように失礼なレッテルを貼はるな！　なんか普通に平気だっただけよ！」

「噓うそだ……噓だろ……？　こんなの生まれて初めてだ……」

　初の失敗に、颯太は深く傷ついた。こんなはずはない、きっと何かの間違いだと、何度もぶつぶつと呟つぶやき続ける。

　そして、颯太は思い至った。彼女に術が効かなかった理由を。

「まさか！　他の男への愛情がボクの愛気道を妨さまたげたのか!?　そうか、それなら考えられる。他の男に本気でベタ惚ぼれしている女子は、ボクの愛気道じゃ操れない！」

「はぁ!?　アンタなに言ってんの!?」

「つまり、君は愛気道をはね返すほど遥真クンのことが好きなんだね！」

「なっ……!?」

　姫奈の顔が、千年の氷をも溶とかしそうなほど真っ赤に色づく。

「なに勝手な事を言ってんのよ！　そんなわけないでしょ！　私が恋なんかしてるわけ」

「それならボクも本気を出すよ！　その愛を上回るほどの愛マナを、この愛気道に込こめてやる！」

「このバカ話を聞きなさい！　なにコイツ！　遥真より面めん倒どうくさい！」

　颯太が再び愛マナを纏い、愛気道を発動しようとする。

　その時、部屋の扉から少女が二人入ってきた。

「ヤッホー姫奈！　助けに来たよ！」

「姫奈～。無事だった？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「歩夢に雪！　なんでここに……!?」

　二人の登場に姫奈は面食らう。

「いや～部屋でゲームしてたら変な男が入って来たから、姫奈のところにもいるのかなって。わざわざ助けに来てあげたんだよ？」

「私も。寝ねる前にシャワー浴びようとしたら男の人が来てびっくりしたよ～」

　どうやら二人がいた部屋にも、颯太のような男たちが足止めに来ていたようである。

　次いで、リア充じゆうと思おぼしき二人の男が疲つかれ切った表情で出てきた。

「颯太さん！　あの雪とかいう女、どう口説いても落とせません！　バキバキにフラグ折ってきやがる！」

「こっちもダメです！　あの巨きよ乳にゆう、ゲームにしか心開きません！」

　相当苦労した後なのか、二人の頰ほおはこけていて、涙なみだでその目が潤うるんでいる。

　そんな二人の様子を見て、颯太は逆に活いき活いきとした面おも持もちになった。

「おお、素す晴ばらしい！　こんなに口説きがいのある女子たちは、リア充の中では見たことないよ！　絶対にボクのハーレムの一員にしてみせようじゃないか！」

　変なやる気をみなぎらせ、颯太は雪の前に寄る。そして跪ひざまずき、彼女に告げた。

「あなたは確か、一いちノの瀬せ雪さんでしたよね？　ボクのハーレムに入りませんか？」

「えっと……。それよりあなた、チャック開いてるよ～？」

「え？」

　言われて、颯太は股こ間かんを見る。すると、雪の言う通り社会の窓が開いていた。

「ノオ─────────────ッ！」

　告白時に相手の女の子からチャックの開きを指し摘てきされる。これ以上ないほどの失態に、さすがの颯太も死にかける。

「あの女、おとなしそうな顔して言うこと意外にえげつねぇ……」

「カッコつけてる颯太さんに、今の言葉はキツ過ぎる……」

　雪の斜ななめ上過ぎるフラグブレイクに他の男も戦せん慄りつする。あんな断られ方をしたら、リア充といえども三日は立ち直れないだろう。

「まだまだぁ！　こうなったら、今度は愛気道の力で勝負だ！　いくよ、『王子様の言う通りアブソリユート・オーダー』！」

　しかし颯太は挫くじけずに、雪を落とすため愛気道を使う。

　今の流れで、颯太の意識は完全に雪の方へと向いた。姫奈はこの隙すきに脱だつ出しゆつをはかる。

「歩夢。雪と二人でこのポンコツを足止めしといて！　私は遥真を助けに行くわ！」

「しょうがないなぁ～。じゃあ、帰ったらエロゲ奢おごってね？」

「はいはい！　それじゃあ頼たのんだわよ！」

　歩夢に言付けし、颯太たちの脇わきを横切って姫奈はその場を後にした。




　　　　※




「さあ、遥真！　アンズの奴ど隷れいになりなさい！」

　操あやつった七人もの男たちを遥真に向けて放つ杏。彼らは杏の命令通り、一いつ斉せいに遥真へ殴なぐりかかる。だが……。

　パチン。

　遥真が指を鳴らすと同時に、リア充たちは爆ばく発はつした。

「えっ……？」

　鼓こ膜まくを裂さくような爆ばく音おんに、鼻につくような焦こげ臭くさい香かおり。そしてリア充の断末魔の叫びがホテルの部屋に充じゆう満まんする。

「もう知っているでしょうけど、僕が使うのは『爆発』の独身術なんです。リア充が何人集まっても、一いち撃げきで倒すことができます」

　それを聞き、ようやく杏が理解する。

　自分の操った男たちが僅わずか一いつ瞬しゆんで倒されたことに。それも、普ふ段だん内心で馬ば鹿かにしている独どく身しん貴き族ぞくの男一人に。

「い、いい気にならないでよ独身！　アンズの手下は、命令すればどんな時でも言うこと聞くし！」

　杏はすぐ気を取り直し、再び彼氏たちに命令を出す。

「さあ、マイダーリン！　さっさとアイツを倒して──」

　ドボゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　杏の言葉を遮さえぎるように、遥真が室内で爆発を起こした。

「命令が爆音でかき消されれば、この人たちに聞こえないですよね？」

　遥真は颯太との戦いを受けて、この愛気道の弱点にすでに気付いていたのだった。いくら操られた手下たちが電撃破局ハートブレイクを起こさないといえど、主の命令が聞こえない限りはただの動かない人形だ。そして遥真の独身術なら、爆音で命令を無効化できる。

「くっ……！」

　彼の独身術の強さに、杏は一歩も動けなくなる。下手に動いたらやられてしまう。そう思い、逃にげることすらできない。

「ハーレムなんて、所しよ詮せんはこんなものですよ」

「はぁ……？」

「洗脳で得た愛情なんて、形だけのハーレムなんて、ただのまやかしに過ぎません。あなたが今まで擬ぎ態たいを使って手に入れてきた愛情は、とてつもなく脆もろいものですよ」

「………………」

「いくら擬態で好かれても、愛気道を使って言いなりにできても、心が通っていない以上は絶対に大きな隙が生まれる。その程度の相手なら、その程度の絆なら、僕はすぐに爆発させられます。以前戦った恭きよう介すけさんと美み咲さきさんの方が、よっぽど強くて厄やつ介かいでした」

　恭介と美咲は珍めずらしく、真実の愛で結ばれているリア充だった。彼らの絆は遥真の強力な独身術をもってしても、破は壊かいすることは叶かなわない。

　しかし杏が恋こい人びとたちと結んだ絆は、偽いつわりに塗ぬり固められたものだ。擬態で自分を取り繕つくろい、その上愛気道の力を使って相手を下僕にしてしまう。そこに真実の愛はない。そんな関係は、独身術で容易に破壊できてしまう。

「だから君は、僕に勝つことはできないよ。真実の愛を見つけない限りは」

「アンタ……。アンズに説教しようっていうの？」

「いや、説教っていうか。思ったことを言っただけで……」

「うるさいうるさい！　生意気にもほどがあるよお前！」

　杏が目を剝むき、今度は彼女が思いの丈たけを遥真にぶつける。

「アンズだって分かってるよ！　この力で彼氏作っても何の意味も無い事くらい！　でも、アンズにはこれしかないの！」

　涙なみだ声ごえになりながらも、杏は声を張り上げる。

「アンズはこんな性格だから、こんな嫌いやな人間だから、ありのままの自分を見せたら絶対皆みんなに嫌きらわれるんだよ！」

　杏は自分の性格にコンプレックスを持っていた。我が儘ままで人を下に見て、何でも自分の思い通りにならないと気が済まない性格。そのせいで昔は周りの皆に嫌われて、男どころか同性からも一定の距きよ離りを置かれていた。

　そんな自分を、彼女は何度も変えようとした。しかし、生来の性格は意識してもなかなか矯きよう正せいできない。そこで彼女は擬態としての自分を作り、清せい楚そな自分とビッチな自分を使い分けることにしていたのだ。

「自分を見せたら嫌われるんだよ!?　それじゃあもう、自分を偽るしかないじゃん！　周りに噓をつくしかないじゃん！　そうしないと誰だれにも好きになってもらえないんだもん！　それともアンタは、アンズに一生皆に嫌われて過ごせって言うの!?」

「甘ったれてんじゃないよ、バカ!!」

「っ……!?」

　渾こん身しんの力で思いを叫さけんだ杏に対して、遥真は魂たましいを込こめて返す。

「擬態を使ってモテるなら……ハーレム作れるならまだマシだ！」

「はぁ!?」

「僕なんて、どれだけ自分を磨みがいても、どれだけ女子に好かれようとしても全然彼女できないんだぞ！　挙句の果てに恋れん愛あい適性は０点になるし、独どく立りつ校こうに通ったせいでこんな無人島に飛ばされるし、ホントに散々なんだよもう！」

　非モテ話ならこの地球上で自分の右に出る者はいない。遥真にはそんな確信があった。なぜなら彼は世界で初の、適性０点だからである。

「擬態でハーレム作れるなら、全然悲観する必要ないよ！　確かにそれは本当の愛とは違ちがうと思うし、そこで満足しちゃいけない！　でもそこから本当の自分を少しずつ知ってもらえばいいじゃん！　僕にはその相手もいないんだよ!?　スタート地点にすら立てないわ！　そんな僕に比べたら、君なんて全然マシなんだよおおおおおおおおおおおおっ！」

　ホテル全体が軋きしみそうなほど思いを込めて叫ぶ遥真。

　彼の言葉に、杏は何も言えなくなる。ただ遥真を見つめているだけだ。

「…………でも。モテなくて、人に好かれなくて、暴走しちゃう気持ちも分かるよ。僕だって、そういうとこあるし」

　言いたいことを一通り吐はききり、今度は静かに自じ嘲ちようを始める。

「カッコいいと思った髪かみ型がたで周りの人にドン引きされたり、良かれと思って言ったことで女の子をすごく怒おこらせちゃったり。ホント、好かれるって難しいよね」

「……そうだよ。この世界では、好いてくれる人がいなかったら、完全に負け組になっちゃうし。だからアンズは擬態を作って、自分を隠かくそうとしたんじゃん」

「うん……。でも僕は杏ちゃんのこと、嫌な子なんかじゃないと思うよ？」

　人を安心させるような、温和な表情を浮うかべて話す。

「だって杏ちゃん。自分の悪いところがどこか、しっかり理解しているし。なんでモテないか分からない僕とはかなり大きな違いだと思うよ？　それに、自分勝手で我が儘な所も、女の子の可愛かわいいところだし。そういう部分も全部含ふくめて、僕は嫌いじゃないけどね」

「…………うぅ」

　そう言い優やさしく微笑ほほえむ遥真に、杏はさっきのことを思い出す。あの時の……溺おぼれかけ、遥真に助けてもらった時の胸の高鳴りを思い出す。

　杏の胸が、再びドキドキと鼓こ動どうを速める。キュッと締しめ付けられるような、苦しくも甘い気持ちになる。

「…………本当に？　本当にアンズ、嫌な子じゃない？」

「本当だよ。だからさ、擬態ばかりに頼たよるのは止やめよう？」

「………………」

　遥真が聞くと、杏はしばらく無言のまま遥真のことを見つめ続けた。

　そして彼女は、遥真の胸へと倒たおれ込む。

「あ、杏ちゃん!?　一体何を!?」

　驚おどろき、すぐに彼女を引き離はなそうとする遥真。しかし、すぐに思いとどまる。

　彼女は遥真の胸の中で、声を殺して泣いていた。

「────────（ぐすっ）」

　自分を認められたことが、擬態ではない自分を認められたことがよほど心に響ひびいたのだろう。

　遥真は声をかけることを止め、彼女の気持ちが収まるまでこのままの姿勢を維い持じし続ける。

　やがて杏は落ち着いて、ゆっくりと遥真の胸から離れた。

「…………ありがと。そんな風に言ってくれたの、アンタが、遥真が初めてだった」

「そっか……。じゃあ、もう擬態にばかり頼っちゃダメだよ？」

「うん……。もうその必要はないね。遥真がちゃんとアンズのことを見てくれるから。これからもずっと、彼氏として」

「うんうん、そうだね。彼氏として──え？」

　聞き捨てならない宣言に、遥真は不ふ穏おんな空気を感じる。

「アンズ、ずっと思ってたんだ。本当のアンズをちゃんと見て、認めてくれる人と付き合いたいって。遥真は認めてくれたでしょ？　アンズの本当の性格のこと」

「い、いや……。それは認めたけど……。でも、付き合うってのは話が別だよ」

「ヤダ！　もうアンズは決めたんだから！　それに遥真も言ったでしょ？　我が儘な子も嫌いじゃないって」

　言いながら杏は、右手の薬指に付けたハート形の指輪を遥真に向ける。

「断る気なら、見せてあげるよ。アンズの術とチュー央高校の性せい遺い物ぶつ。その合わせ技わざの威い力りよくをね！」

「性遺物!?　まさか、その指輪──」

　遥真が何かを言う前に、指輪が発した強きよう烈れつな光が部屋を金色に染め上げた。

















第四章　遥はる真ま誘ゆう惑わく大合戦









　杏あんずが遥真の部屋に侵しん入にゆうし彼を誘惑していたころ、姫ひ奈なも彼の部屋へと向かって長い廊ろう下かを駆かけていた。

「あの颯そう太たとかいうアホはあのまま無力化できるはず……。雪ゆきたちだったら大だい丈じよう夫ぶよね」

　おそらく雪と歩あゆ夢むには颯太の術は効かないだろう。二人とも恋愛事には興味がないのだ。颯太のこともただの男と同等に考えているはずで、誘惑されるとは思えない。

　それより、不安なのは遥真の方だ。彼の場合、少しおっぱいを見せられただけでコロッと落ちてしまいそうである。

「あのバカ……。もし落ちてたら承知しないわよ……！」

　ペースを上げ、遥真が使う端はじっこの部屋へ突つき進む。そして十字路にさしかかり、そこを真まっ直すぐ抜ぬけようとする。

「いたっ！」

「キャアッ！」

　と、右の道からいきなり誰かが飛びだしてきた。盛せい大だいにぶつかり、姫奈は思いきり尻しりもちをつく。

「うう、イタタタタ……」

「あうう……。びっくりしましたぁ……」

　頭とお尻をさすりながら、両者ゆっくりと立ち上がる。

　そしてぶつかった相手を見て、姫奈は甲かん高だかい声で叫んだ。

「あ、あ、アンタ！　巨きよ乳にゆうオバケ！」

「巨乳オバケって言わないでください！　……あ、すみません。前をよく見ていなかったもので……」

　お互たがい様という状じよう況きようであっても、丁てい寧ねいに謝罪をする聖せい愛ら。

　しかし姫奈はそれを聞かずに、聖愛に疑いの目を向ける。

「やっぱり……。アンタが颯太たちを差し向けたのね!?　私たちをホテルに呼び寄せて、そこで攻こう撃げきを仕し掛かけるために！」

　聖愛はずっと遥真をホテルに呼ぼうとしていた。そのため姫奈は彼女もグルだと確信する。

　一方、聖愛は両手を振ふって否定した。

「ち、違います！　この騒さわぎは颯太さんたちが──」

「言い訳するな！　リア充じゆう滅ほろびろ！」

　姫奈が憎悪ヘイトの固まりを作る。そして、至近距離から聖愛に放った。

「仕方ありません……。発動します」

　だが聖愛は、よけることなく目を瞑つぶる。彼女の内側から愛マナのエネルギーが溢あふれ出し、彼女の周囲に光を発する。

　すると憎悪ヘイトのエネルギーは、聖愛の鼻先で軌き道どうを変えてホテルの壁かべに激げき突とつした。

「なっ……！」

「あなたの術では、私わたくしの力は破れません」

　驚きよう愕がくして後ずさる姫奈に、聖愛が丁寧に解説をする。

「『絶ぜつ対たい性せい域いき』。これが発動している限り、誰も私に危害を加えられません。あらゆる攻撃や災害からも、身を守ることができるのです」

「ふざけた愛あい気き道どうを使うわね……。だったらとことんやるまでよ！」

　今度は複数の波動弾だんを作り、同時に聖愛に放つ姫奈。しかし先ほどと同じように、攻撃は聖愛の目の前で曲がり、壁や天てん井じように激突する。

「くっ！　当たらない！　それなら、今度は特大のやつを……！」

「伊い集じゆう院いんさん、いい加減にしてください。戦ってる場合じゃないですよ」

「うるさい負けるか！　リア充たちへの憎にくしみは愛の力より強いんだから！」

「もたもたしてると、遥真さまが取られてしまいます」

　言われて、姫奈の動きが止まる。

「取られるって、それはアンタの差し金でしょうが！　そのクセになに偉えらそうに……！」

「違います。今回の騒ぎは杏さんと颯太さんが勝手に起こしたものなのです。私はむしろ、それを止めようと考えております」

「はぁ!?　そんなの信用できるわけないわよ！　アンタだって、私たちの敵なんだし！」

「確かにそうです。しかし私は、休戦の取り決めをした相手に奇き襲しゆうをしかけるようなことはしません。やるならふさわしい戦いの場で堂々と敵を倒します」

　毅き然ぜんとした態度で訴うつたえる聖愛。

　確かに聖愛が術を使うのは、姫奈がテントで彼女に攻撃を仕掛けた時など、ほとんどが自衛目的だ。一度遥真に突とつ発ぱつ的に波動弾を当てたことはあったが、卑ひ怯きような奇襲を仕掛けて、非リアを攻撃したことはない。それは姫奈が見てきた通りだ。

　その上、彼女の真しん剣けんな表情。有う無むを言わせぬ説得力に、聖愛をとことん敵視する姫奈も噓うそをついているとは思えなくなる。

「どちらにせよ、急がなければ杏さんが遥真さまを誘惑します。先決なのは、それを止めることではないですか？」

「…………ふん」

　姫奈は放とうとした波動弾を消し、憎悪ヘイトのオーラをひっこめる。そして通路の先を指差した。

「遥真の部屋はこの通路の端はしよ。ついて来たいなら来るがいいわ」

「分かりました。ありがとうございます」

　姫奈は聖愛を誘ゆう導どうし、遥真がいる部屋に走っていく。

「しかし、問題は杏さんがどうしてこんなことをしているかですね。わざわざ遥真さまたちをホテルに誘さそい込んでまで……」

「そんなの、強い独どく身しん術じゆつを使う遥真を無力化したいからじゃないの？」

　遥真が杏に骨ほね抜ぬきになって独身術を使えなくなれば、リア充にとっては大きな不安が払ふつ拭しよくできることになる。

　遥真の力は大勢のリア充を一気に破局させる強力なもの。そんな力を持つ彼がデートテロを行う現状は、たくさんのリア充カップルたちに恐きよう怖ふを与あたえているはずだ。

　そんなリア充たちのため、自分の力で遥真の術を封ふうじておこうとしたのだろう。

「確かに、それもあるかも知れません。しかし……」

　聖愛はもともと、杏の本ほん性しようを知っている。それを合わせて考えた時、素すの彼女が他人のために動くとはあまり考えられなかった。

「ひょっとしたら、単純に遥真さまのことを狙ねらってるのかも……」

「恋れん愛あい適性０点のアイツを？　さすがにそれはないでしょう。遥真を奴ど隷れいにするためとかなら、まだ理由として分かるけど」

「そんなことはありません！　遥真さまはとても魅み力りよく的です！　どんな女性に好かれても不思議なことはないでしょう」

「っ！　巨乳オバケ！　やっぱりアンタ遥真のこと！」

「だからその呼び方止めてください！」

　聖愛が姫奈にツッコんだその時、二人が目指す遥真の部屋からまばゆい光が漏もれ出した。目を焼くような金色の光。扉とびらの隙すき間まから溢れ出るそれが、姫奈たちの目に突き刺ささる。

「あの光は……性せい遺い物ぶつの光!?」

「まさか杏さん、『フェロモンの指輪』を！」

　部屋に駆けよる姫奈と聖愛。そして二人は、部屋の扉を一気に開く。




「あはっ☆　これからよろしくね、遥真っ」

「ハイ　コノイノチ　ガ　ツキルマデ」




　そして、目もく撃げきすることになった。

　杏に跪ひざまずく遥真の姿を。

「は、遥真……!?　アンタ、一体何して……」

「やはり、遅おそかったようですね……」

　遥真は杏の前に跪き、彼女の靴くつを舐なめていた。それは、絶対服従の証あかし。

　靴を舐めさせるということは、普ふ通つうなら耐たえがたい屈くつ辱じよくを相手に与える行こう為いである。だからこそ自分から相手の靴を舐めるのは、相手によほどの忠誠を誓ちかっているということを意味する。

　遥真はまさしくこの行為により、杏への忠誠を誓っていた。

　すると、杏が二人に気づく。彼女は邪じや悪あくかつ妖よう艶えんな笑えみで姫奈と聖愛を出で迎むかえた。

「あ、二人ともいらっしゃい。アンズと遥真の愛の巣へ」

「アンタ、遥真に何したの!?」

　くだらない挨あい拶さつは相手にせず、真っ先に姫奈が問いただす。

「何したのって、見て分からない？　遥真をアンズの彼氏にしたんだ。この指輪の力を使ってね」

　そう言い、右手の薬指にはめたハート形の指輪を見せる杏。

「やっぱり……フェロモンの指輪ですね。まずいことになりました……」

「フェロモンの指輪!?　それ、どんな能力があるの!?」

　九つある性遺物には、それぞれ強力な愛気道が込こめられている。例えば以前、遥真たちが奪うばった性せい杯はいには『愛マナの増ぞう幅ふく』能力があった。

「フェロモンの指輪は、強力な誘ゆう惑わく効果を発動できる性遺物です。使用する者のフェロモンを強め、周囲の異性を自分に惚ほれさせることができます」

「誘惑効果？　それで遥真は……！」

「しかも杏さんは自身の愛気道と合わせて指輪を使用しています。これはかなり厄やつ介かいですよ……」

　杏の愛気道とフェロモンの指輪はともに同じような効果を持つ。そのため、合わせて使用することで相乗効果が得られるのだ。

「杏さん。性遺物の持ち出しは、非常事態以外原則禁止されているはずです。なぜ今指輪を持ってるのですか？」

「そんな決まり今いま更さらどうでもいいじゃん。それよりさぁ、遥真は永遠にアンズのものだよ。今後は誰だれも手ぇ出さないでよね」

　遥真に頰ほおずりをする杏。遥真は嫌いやがったり恥はずかしがったりすることなく、黙だまってそれを受け入れている。

「なるほどね……。そっちがアンタの本性ね。今までは猫ねこ被かぶってたんだ」

　はじめて杏の正体を見て、姫奈はこみあげる怒いかりのあまり、巨きよ大だいな憎悪ヘイトのオーラを発動。彼女の性格の悪さへの怒りと、そんな女が遥真を誘惑したことへの怒り。

「今更気づいても遅いんじゃない？　アンズと遥真の関係は、もう誰にも壊こわせないんだもん」

「やってみなけりゃ分かんないでしょう！　アンタらの関係、吹ふき飛ばしてあげる！」

　特大の憎悪ヘイトの固まりが姫奈の前に生成される。

「伊集院さん、無意味です！」

「エセカップルは消えなさい！」

　聖愛が警告を発するも、姫奈の耳には届かない。姫奈は杏に全力の独身術を撃うつ。

　その時、遥真が杏の前に立った。

「遥真!?」

　当然、攻撃は遥真に直撃。強い憎しみのエネルギーが彼に大きなダメージを与え、体中を傷だらけにする。

　しかし遥真は気にすることなく、杏の体を気き遣づかった。

「アンズサマ　オケガハ　アリマセンカ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ありがと、遥真」

　チュッ、と遥真の額にキスする杏。それを見て、姫奈はさらに怒りを滾たぎらせる。

「このビッチ……！　遥真のことを利用したわね……！」

「遥真さまは杏さんの支配下に置かれています。攻こう撃げきをすれば、遥真さまがかばってしまいます」

「くっ……。でも、何度か攻撃を当てれば電撃破局ハートブレイクを起こすはず……」

「ダメです。フェロモンの指輪と杏さんの愛気道が合体しているこの状じよう況きようでは、おそらく別れさせられません」

　杏の愛気道『お姫様の言う通りアブソリユート・オーダー』で操あやつられているリア充は、独身術で攻撃をしても電撃破局ハートブレイクが起こらない。その効果が取り入れられている以上、使用者の杏を倒たおさない限り洗脳が解けることはない。

　だがその杏を倒そうにも、操られた遥真が盾たてになってしまう。

「もうどうしようもありません……。遥真さまはこのまま、杏さんに……」

「そんなっ！」

「アハハハハッ！　だから言ったじゃん。遥真は永遠にアンズのものって！　絶対誰にも渡わたさないからね！」

　杏はもはや、聖愛を痛い目に遭あわせるという当初の目的は忘れていた。今の彼女は、ただ遥真を彼氏にしたいだけの、かなり我が儘ままな女の子だ。

「さあ、遥真！　こんなやつらはほっといて、二人でイチャイチャ過ごそうよ」

「リョウカイ」

　杏の命を受け、遥真が杏に抱だきついた。杏も彼に手を回し、本当の恋こい人びとのように抱く。

「遥真っ！　この……っ！　離はなれろおおおおおっ！」

　怒おこった姫奈がさらなる攻撃。波動弾だんの固まりを複数杏に撃ち放つ。

　だが、遥真が盾になり杏を守る。波動弾は全弾遥真に命中し、彼は脇わき腹ばらを押さえて呻うめく。

「グウッ……！」

「しまった！　遥真ぁ！」

「無む駄だだよ、負け犬！　さっさと帰れ！」

　調子に乗り、『んべーっ』と姫奈に舌を出す杏。

「このっ……！　アンタだけは絶対許さない！」

「きゃー。怖こわーい。遥真、助けてー」

「カシコマリマシタ　アンズサマ」

　命令を受け、遥真がアンズの元を離れる。そして、姫奈の目の前に駆かけてきた。

「は、遥真……？」

「ハイジョシマス」

　遥真が姫奈に突きを繰くり出す。手加減のない本気のパンチを、姫奈の胸元に喰くらわせた。

「あぐっ！」

　驚おどろきと衝しよう撃げきで姫奈が倒れる。

　遥真が自分に暴力を振るった。殴なぐられたことの痛みより、その事実に対する驚きが彼女を大きく動どう揺ようさせる。

「あははは！　ざまぁ！　もっとやっちゃえ～！」

「カシコマリマシタ」

　遥真は倒れた姫奈の体を、何度も靴くつ底ぞこで踏ふみつける。彼の出しうる本気の力で。

「ちょ、ちょっと遥真！　止めなさい！　止めて！」

　何とか手でガードする姫奈だが、男の力を女子の細い腕うでで防ぼう御ぎよしきれるはずがない。全身にあざや傷ができ、さらにはお腹を踏まれたせいで、一時は呼吸も危うくなる。

「がはっ……！　くっ！」

　姫奈は反撃するために、体内で憎悪ヘイトを練り始める。だが、すぐに思いとどまった。遥真はただ操られているだけだ。彼を攻撃したところで根本的な解決はしないし、なにより遥真を傷つけたくない。やるなら、杏を倒すべきだ。

　しかしさっき見たように、杏に攻撃を放ったところで結局遥真が盾たてになってしまう。

「ああもう……。遥真っ！　あんな奴の言いなりにならないで！　早くこっちに戻ってきなさい！」

「…………」

「ちょっと遥真！　聞いてるの!?」

　遥真は無言を貫つらぬいて、倒れた姫奈をゲシゲシと蹴る。

「死んじゃえ非リア！　男をとられた負け犬女！　遥真、そろそろとどめを刺して！」

「ハイ　スベテ　ハ　アンズサマ　ノ　タメニ」

　遥真が足を大きく上げて、一気に姫奈を踏み抜ぬこうとする。

「っ……！」

「いけません！　遥真さま！」

　その時、聖愛が遥真を突き飛ばし、姫奈の周囲に絶対性域を発動させた。姫奈と聖愛のいる場所がピンク色で照らされて、だれも二人に攻撃することができなくなる。

「うわっ！　その愛気道、相変わらずウザッ！　遥真、あの技なんとかして！」

「ハイ」

　命令通り、遥真は再び姫奈たちのもとに歩み寄る。しかし、二人の周りに発生しているピンクの光が邪じや魔まをした。まるで温かい日差しのように、聖愛たちを包み込む光。その光が差している場所には、遥真は踏み入ることはできない。いくら足を運ぼうとしても、差している光を殴ろうとしても、その直前で体が止まってしまうのだ。

「防ぐことはできますが、それだけでは何も変わりませんね……」

　聖愛の言う通り、これだけでは遥真の洗脳を解くことはできない。杏を倒さない限り、遥真はずっとこのままだ。

「遥真……。アンタ、それでいいの？」

　そんな遥真に、姫奈が再び話しかける。

「それが、アンタの求めてた恋なの……？」

「伊集院さん！　離れないで下さい！」

　せっかくの聖愛の性域から、姫奈はゆっくりと外に出る。そして遥真の前に立った。

「ねぇ、遥真。アンタが欲しかったのは、本当の恋じゃなかったの？　操られて言う事聞いてるような、そんな恋愛がしたいわけじゃないでしょ？」

「…………」

　やはり遥真は姫奈に答えない。それどころか、姫奈を殴るため拳こぶしを握にぎる。

「っていうかそもそも、恋愛なんてアンタはしなくていいはずよ。恋愛適性０点で女子に好かれる魅み力りよくもない。その上デリカシーもなくて、口を開けば女子に引かれるか怒おこらせてばっかの恋愛無能！　そのくせ恋がしたいだなんて、身の程知らずにも程があるわよ！」

「…………」

「だけど！　アンタは私を助けてくれた！　二人でリア充を憎にくんで恨うらんで、一緒に戦ってきたじゃない。その絆きずながあれば十分でしょう！　それとも私たちの絆は、偽にせ物ものの愛より弱かったわけ!?」

「…………ッ」

　そのとき、遥真の全身がピクッと動いた。

「遥真、どうしたの？　何かあったの？」

「………………」

　主あるじである杏の呼びかけにも、遥真は反応を示さない。

　遥真は、まるで続きを待つかのように、じっと姫奈を見続ける。

「遥真、聞きなさい。私はずっと信じてるから。『リア充憎し』の私たちの絆は、どんな絆より強いって。性遺物なんかに負けないって」

「…………ヒ、ナ……」

「私と遥真は、最高のパートナーだって！」

「ひな……」

「もし戻ったら、私のパンツ見せてあげるから！」

「よっしゃあ！　戻る───────────────っ！」




　バシイイイイイイイイイイイイッッッ！




　姫奈が宣言した瞬しゆん間かん、杏がつけていたフェロモンの指輪から金色の光が弾はじけて消えた。

「えっ！　そんな!?　性遺物の術が弾かれた！」

　杏が今までためていた愛マナの力も霧む散さんする。そして遥真は、その場に倒れた。

「あ、アレ……？　僕、今まで何してたっけ？」

　正気に戻り、いつものどこか頼たよりない、しかし優やさし気な口調に戻る。

「遥真っ！　バカッ！　心配させてんじゃないわよこのアホッ！」

「え、え!?　なんで会うなりそんなに怒られなきゃならないの!?」

　洗脳の技が完全に解け、ギャーギャー言い合う遥真と姫奈。

　二人を見て、聖愛は感かん嘆たんのあまり呟つぶやいた。

「まさか……。あんな言葉だけで性遺物の洗脳を解くなんて……」

　性遺物による愛気道は、通常の愛気道よりもはるかに強力な威い力りよくがある。そこに杏の愛気道を加えた状態での誘ゆう惑わく効果は、術者本人が解除しない限り絶対に解けない程強固なはずだ。それを何の術も使わずに説得だけで無効化するなど、並なみ大たい抵ていのことではない。

　だが、一番驚おどろいていたのは他でもない杏本人だった。

「いや、おかしいでしょ！　どういうことよ！　なんでパンツで説得できんの!?」

「それはやはり……遥真さまがその……変態さん、だからですかねぇ？」

「アンズだって水着とか見せたのに！　それなのに、非リアなんかがアンズの術を……！」

　わなわなと震ふるえ、姫奈と言い合う遥真を見つめる。二人の様子はそれこそ仲の良いカップルのようで、ますます許せない気持ちになる。

「遥真はアンズの彼氏なの！　他の奴には絶対あげない！」

「わあっ!?」

　遥真の手を取り、彼と姫奈とを引き離す杏。彼女はそのまま遥真を壁かべ際ぎわに連れて行き、もう一度指輪の力を使う。

「さあ、遥真！　おとなしくアンズと付き合って！」

「うっ、があっ……！　止めて、杏ちゃん……！」

「抗あらがっちゃだめなんだよ、遥真。ほら、アンズの胸を触さわってごらん？」

「ふぁっ!?」

　杏が水着姿のままで、遥真の手を自分の胸にのせる。

　性遺物及およびハニートラップを使った誘惑。今度こそ完全に洗脳するため、杏は体を遥真に捧ささげる。

「や、やめなさい杏さん！　はしたないとは思いませんか！」

「そうよこのビッチ！　淫いん乱らん！　変態！　今すぐ遥真から離れなさい！」

「べーっだ！　悔くやしかったら、二人も同じことやってみれば～？」

　舌を出し、姫奈たちを挑ちよう発はつする杏。

　こうしている間にも、フェロモンの指輪が遥真の脳内をむしばんでいる。早く妨ぼう害がいしなければ、またさっきのような状況になる。

「どうすればいいのよ……？　こんなの、遥真のバカに耐たえきれるわけないじゃない！」

「こうなったら……。私たちも同じことをするしかありません！」

「え？」

　聖愛が遥真と相対するため、大きく一歩前に出る。

「は、遥真さま！　見てくださいっ！」

「せい、ら……さん？」

　誘惑の術に抗いながら、遥真は聖愛に顔を向ける。

　すると彼女は、バレーボールのレシーブのようなポーズをとって、両腕で胸を強調した。

「ど、どうですか!?　興奮しますか!?」

「ぶはああああああああっ！」

　ただでさえ巨きよ乳にゆうな聖愛の胸が、両側から挟はさまれることでムッチィィィリと強調されて、乱暴なまでの肉感を演出。触らずとも分かるエロエロしさに、たまらず鼻血を出す遥真。

「きょ、巨乳オバケぇぇぇぇぇ！　アンタまで何してんのよぉぉぉぉぉ！」

「私だって嫌いやですよぅ！　でも、遥真さまを守るためでしたら……」

　杏の誘惑を無効化するには、それより大きな刺し激げきを与あたえて、相対的に誘惑を弱くするしかない。そう聖愛は考えたのだった。

　しかし、これは聖愛自身にも大きなダメージが降りかかる。

「ううぅ……。嫌なのに……。太ってるとこ、見せたくないのに……」

「こ、これだから巨乳オバケは……。絶対いつか削そぎ落す……！」

　涙なみだ目めになっても胸を強調し続ける聖愛に、姫奈は憎悪ヘイトをためていく。

「伊集院さんも！　伊集院さんも何かやってください！　杏さんを妨害するんです！」

「はぁ!?」

　もちろん姫奈は、そんなことを進んでやろうとは思わない。というよりも、やろうとしても何をしたらいいか分からない。

　しかし、もたもたしていると遥真がまた誘惑されてしまう。それに今度はさっきのように術が解けるとは限らない。

「ああもう……！　今回だけだからね、遥真！」

　言いつつ、姫奈も腹を括くくった。彼女は服の襟えりを引っ張り、胸むな元もとをわずかに遥真へ見せる。

「ど、どう!?　男はこういうの嬉うれしいんでしょう!?」

「……………………………………………………」

「なんで私だけ無反応なのよ！　貧ひん乳にゆうだからか？　貧乳だからか!?」

「わあああ！　独身術を使おうとしないで！」

　誘惑がうまく決まらずに、恥はずかしさと怒いかりを遥真にぶつけようとする姫奈。

　そんな彼女を杏が笑う。

「フン！　そんなしょっぼいやり方で遥真を落とせると思ってんの？　アンズなんか、こうしちゃうんだから！」

「はうっ！」

　杏が二人に対抗し、まるでＨな漫まん画がのようなとんでもないことを遥真に仕し掛かける。

「ぐ、う、ぶはあああああああああああっ！」

　今までで一番大量の鼻血を噴ふき出す遥真。

　姫奈と聖愛も顔を覆おおいながら、杏にバッシングを飛ばす。

「うわああああ！　ド変態！　そんなことしたら捕つかまるわよ!?」

「杏さん！　さすがにそれは女子としてどうかと思います！」

「アハハハ！　何とでも言うがいいわ！　これで遥真はアンズのものだし！」

　確かに、今の『とんでもないこと』は遥真の心に多大な影えい響きようを与えていた。いや、遥真以外のどの男子でも、あんなことをされたら理性を保つのは難しい。そのため、杏の誘惑が大きく進むことになる。

　フェロモンの指輪が一際大きな光を放ち、洗脳の完成をほのめかす。

「そ、それならこっちも奥の手です！　遥真さま！　見ていてくださいね！」
















　そう言い、聖愛は己おのれの服に手をかけて。そして、おっぱいを揺ゆらしながら豪ごう快かいに服を脱ぬぎ捨すてた。

「なっ！　聖愛!?　下着晒さらすとか頭どうかして……」

「ち、違ちがいます！　これは水着です！」

　聖愛も杏と同じように下着の替かえが無かったため、まだ使っていなかった水着を服の下に着ていたのだった。

「さすがに下着は無理ですが……。これで遥真さまは私のことを見てくれるはず！」

「う、うあ……。うああああ……」

　告こく学がく院いん性せい徒と会長の、この上なく貴重な水着姿。はち切れんほどの巨乳及および、抜ばつ群ぐんの腰こし回まわりを包むビキニに、普ふ段だんの遥真なら間違いなく鼻血を流していただろう。

　だが、遥真が聖愛の水着を見るのはこれですでに三回目。それに、今にも支配されそうな彼にはその刺激すらもまだ弱い。

「そ、そんな……。遥真さま！　私の水着じゃダメですか!?」

「バーカバーカ！　聖愛のバーカ！　遥真はアンズにしか欲情しないし！」

　調子に乗り、性遺物の力を強める杏。遥真の瞳ひとみがピンク色を帯び、操あやつられている状態に近づく。

「う、うぅ……アンズ、サマ……」

「遥真……っ！」

　もう後がない。あと数秒もすれば遥真は杏の彼氏になる。そう思うと、姫奈は急に体が重くなるような苦しい感覚にとらわれた。

　遥真が──無二のパートナーである遥真が他の女に取られてしまう。誰だれよりも強い独身術を持つ彼が、リア充じゆうと同じになってしまう。

「……………………！」

　次の瞬間、姫奈の体は勝手に動き出していた。一秒で服を脱ぎ捨てて、遥真の目の前でその姿を晒す。

「み、見なさい遥真！　これで正気に戻もどりなさい！」

「…………あぅ……？」

　操られかけた虚うつろな目付きで、服を脱いだ姫奈を見る。今すぐ泣きそうな顔をして、下着姿を晒す彼女を。

「………………あ」

　その姿に、昼間海で見た全ぜん裸らの姫奈がまた鮮せん明めいに思い出された。忘れようとしても消せなかった、彼女の刺激的な恰かつ好こうが。

「あ……あ……！」

「さあ、遥真！　早くアンズの彼氏になって！」

「遥真さま！　私の水着を見てください！」

「いいから私を見なさい、遥真！」

『私があなたのパートナーだから！』




　──ブチッ




　女子たちは、遥真の頭からそんな音がするのを聞いた。

「ふふっ……ふふふっ……。フフフフフッ」

『え？』

　次いで、不ふ穏おんな笑えみを浮うかべる遥真。いつもとは違う彼の雰ふん囲い気きに、三人は言い知れぬ恐きよう怖ふを感じる。

「フフフフッ。ハハッ。アハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　轟ごう！　と遥真の周囲から突とつ如じよ強風が吹き荒あれる。それと同時に青いオーラが彼の全身を包み込んだ。

「きゃああっ！」

　遥真に胸を揉もませていた杏は、聖愛たちのもとまで吹き飛ばされる。

「独身術!?　ってことは、元に戻ったの？」

　姫奈が様子を見るために、遥真のところへ駆かけ寄ろうとする。

「いや、違います！　伊集院さん！」

　聖愛が異変を感じとり、すぐに姫奈を止めようとする。だが、ほんの少し遅おそかった。

　──ニヤッ。

　遥真は目の前に来た姫奈に、どことなく怪あやしい微笑ほほえみを向ける。そして、彼女へ手を伸のばす。

　ふにゅん。

「え……？」

　遥真が姫奈の胸を摑つかみ、ガシガシと激しく揉みしだいた。




　　　　※




「アハハハハ─────ッ！　皆みんな──おいでよ！　僕が女にしてあげるよぉ────！」

『きゃああああああああああああああああああ！』

　胸を揉むような嫌らしい手つきでわきわきと指を動かしながら、遥真が女子たちを追いかける。

「なにこれなにこれ！　遥真一体どうしちゃったのよ!?」

「おそらく、誘ゆう惑わくの術の使いすぎです！　軽く精神が壊こわれています！」

「あーもう！　皆がアンズの邪じや魔まするからだよ!?　責任とって何とかして！」

「逃にげないで！　怖こわくないから！　先っちょ入れるだけだから！」

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　性の暴走列車と化して女子たちの後を猛もうスピードで追う遥真と、死に物狂ぐるいで逃げる女子たち。女子たちは今の壊れた遥真に強い恐怖と危機感を抱いだき、千切れんばかりに足を動かす。

「立ち入り禁止キープアウト！　こっち来ないで！」

　走りつつ、姫奈が結界を展開した。しかし遥真は体に纏まとった青いオーラを滾たぎらせて、その結界を体当たりで突とつ破ぱ。速度を落とさず追い続ける。

「アハハハハハハハ！　さあ、おっぱいを揉ませてよ─────！」

「あーもうヤダああああ！　許してえええええええ！」
















　いつもなら問答無用で遥真をボコボコにする姫奈だが、今回ばかりはそれもできない。そもそも、怖くて近づけない。

　ホテルの廊ろう下かを走り抜ぬけ、玄げん関かんを通り外へ出る。遥真もまるで疲つかれた素そ振ぶりなどは見せず、変わらず女子たちを追っていく。

　彼はさらに、力が有り余っているのか独身術を乱発した。ナイトプールを爆ばく発はつさせてそこにいたリア充を攻こう撃げきし、姫奈たちが逃げ込んだ森の中でも爆発によるクレーターを生み出す。

「ちょ、聖愛！　アンタ危害を加えるものを自動的に倒たおせるんでしょう!?　ちょっと止めてきなさいよ！」

「い、嫌いやです！　なんだかアレは止められる気がいたしません！」

　遥真の様子に、聖愛も生理的に危険な何かを感じとっているのだろう。おとりになるようなマネはせず、姫奈たちと一いつ緒しよにどこまでも逃げる。

「あっ！」

　その時、杏が木の根に躓つまずいた。全力の速さで走っていたため、盛せい大だいに転んで膝ひざをすりむく。

「イタタタタ……。もう！　これだから森の中はいや──」

「杏ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「──え？」

「傷口ペロペロしてあげよっかあああああああああああ!?」

　遥真が杏に馬乗りになって、彼女の動きを完全に封ふうじる。

「キャ────────！　嫌─────────！」

「あ、杏さん！　今お助けします！」

「ダメよ、聖愛！　あの子はもうダメ！」

「で、でも！　杏さんの貞てい操そうが！」

　杏を助けようとする聖愛と、それを止やめさせようとする姫奈。

　一方杏は眼め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだをためて、何とか逃げ出そうと抗あらがう。

「遥真、止めて！　ゴメンて！　アンズが悪かったから！」

「怖がらないで……。痛いのは最初だけだから……」

「ヤダ───！　ヤダヤダ！　触さわらないで─────っ！」

　あまりの恐怖に、地球全体に響ひびき渡わたるような金切り声で叫さけぶ杏。

　しかし彼女は、途と中ちゆうで重大な事実に気が付く。

「あ、でも……。考えてみれば既き成せい事実ができるんじゃ……」

　杏の今の目的は、遥真を手に入れることである。そしてこのまま襲おそわれれば、見事目的達成だ。

　だが、その呟つぶやきを聞き逃のがすほど姫奈と聖愛は甘くない。

『ダメ─────────────ッ！』

　杏が暴れるのを止めて、遥真が彼女に手を出そうとした時。

　姫奈と聖愛が特大の波動弾だんを放ち、遥真を遠くへ吹ふき飛ばした。

「ぐわあああああああああああああああああああああああっ！」

　断だん末まつ魔まの叫びを上げながら、浜はま辺べの方へ飛ばされる遥真。彼は砂すな浜はまをゴロゴロと転がり、海の手前で静止する。そして、そのまま気絶した。

「はあっ……はあっ……。危ない所だったわね……」

「遥真さまは、誰にもあげません……」

　やっと恐怖から解放され、その場に膝をつく姫奈と聖愛。

　騒さわぎの後に残ったのは、遥真の爆発の術によってズタボロになった森林と、彼らの騒そう動どうに巻き込まれ倒れたリア充たち全員だった。
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「ごめんなさい……もう二度としません」

　砂浜に正座し、杏あんずが遥はる真ま、姫ひ奈な、聖せい愛らに土下座する。

　遥真がようやく目を覚まし、全員が落ち着きを取り戻したころには空が明るくなっていた。

　その後杏は辺りの惨さん状じようを確かく認にんし、さすがに反省していたのだった。

　姫奈たちもすでに服を着て、騒動の原因の彼女を咎とがめる。

「正直、謝って済むことじゃないわよ。あのまま遥真が壊れたままで、全員襲われたらどう責任とるのよ？」

「その通りです。我々はもちろん遥真さまにも、多大な迷めい惑わくがかかるのですよ？」

「いや、あの……。そんなに責めなくてもいいんじゃないかな？　結局全員無事だったわけだし」

　遥真だけは、杏のことをかばおうとしていた。彼はモテずに暴走してしまう彼女の葛かつ藤とうを聞いたがために、情が移っているのだろう。

　だがそんな彼に、女子二人が鋭するどい視線を飛ばす。

「あんた、まさか……。あのまま全員襲いたかったとか思ってない？」

「そうなんですか？　遥真さま……」

「ちょ、二人とも！　目が怖いよ！　そんなこと考えてないから止めて！」

　今にも攻撃を始めそうな二人に、遥真は慌あわてて弁明する。

　そして、怒いかりの矛ほこ先さきが自分や杏に向かないよう、なんとか話題を逸そらそうとした。

「そうだ！　そんなことより、これから僕たちどうするの？　いつまでもここにはいれないし……」

　爆発の独どく身しん術じゆつにより荒れ果ててしまった島を見まわし、遥真は申し訳なさそうに言う。

「そうね……。こんな状態じゃ余計に気分も滅め入いるしね。早く脱だつ出しゆつしたいわよ」

「さすがに皆さんもバカンス気分ではいられなくなるでしょうしね……」

　リア充じゆうたちも、こんな世紀末のように荒れ果てた島ではさすがにイチャイチャしづらいだろう。

「今すぐにでも帰りたいけど、そんな方法もないしねぇ」

　この島から出る方法は昨日までに散々考えたが、結局現実的なのは筏いかだを作って漕こいでいくことだ。それには時間と労力がかかる。

「仕方ない。全員総出で今すぐ筏を作りましょ。幸いリア充は人数がいるし、上手うまくいけば明日には脱出できるわ」

　こうなったらもう、リア充を出し抜いて脱出するなんて意地を張っている場合ではない。とにかくどんな手を使ってでも早く、ここからおさらばしたかった。

　だが、それに杏が待ったをかける。

「あ、待って。その必要はないと思うよ？」

「え？」

「皆に迷惑かけちゃったお詫わびに、アンズが皆を帰してあげる。愛あい気き道どうの力でね！」

　杏は立ち上がり、海の方へと振ふり返る。そしてフェロモンの指輪を掲かかげて、愛気道のオーラを顕けん現げんさせる。

「いくよ！　『お姫様の言う通りアブソリユート・オーダー』！」

　叫ぶと同時、愛マナの力が波状になって海の方へと伸びていく。そしてそのまま数十秒後、ザザザザザ！　という波音を立てて何かが浜辺に近づいて来る。

　それは、無数のサメたちだった。

『うわああああああああああああああああああ！』

　危険極きわまりない海洋生物、それも複数の登場に、遥真たちはすぐに海辺から逃げる。

　だが杏だけはサメに躊ちゆう躇ちよなく近づいていく。そして彼らの頭を撫なでた。

「よーし、よしよし。よろしくね、君たち」

　サメは杏を襲う様子もなく、むしろ嬉うれしそうに尾おびれを動かす。

「え、なに……？　どうなってんの？」

　状じよう況きようが吞のみ込めず、困こん惑わくする姫奈たち。

　そうしている間にも、他にもイルカやシャチといった巨きよ大だいな生き物が泳いで来る。彼らは一様に杏に懐なついているようで、撫でられては嬉しそうにぷるぷる体を震ふるわせている。

「あ、杏ちゃん！　この子たちは!?」

「アンズの力で魅み了りようした子だよ。この子たちに乗って本土へ連れてってもらおうよ」
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「うおおおおおおおっ！　爽そう・快かい・感んんんんんんんんん!!」

　イルカの背に乗って海を移動しながら、遥真は感動で絶ぜつ叫きようする。

　水みず飛沫しぶきを上げ、かなりの速度で水面を進んでいくイルカ。潮風が遥真の体に吹き付け、爽快感を与あたえてくれる。こんな感覚、初めてだった。

「杏ちゃん、ありがとう！　脱出できるだけじゃなく、こんな体験もできるなんて！　僕、久しぶりに感動したよ！」

「そう？　気に入ってくれて良かった～」

　感激する遥真に、杏は穏おだやかな笑え顔がおで返す。

「ねえねえねえ！　ちょ、これホントに大丈夫なの？　いきなり食べられたりしない!?」

　姫奈は自分が乗っているホオジロザメに多大な恐きよう怖ふを抱いだいて尋たずねた。

「だいじょぶ、だいじょぶ。アンズが命令しなければね☆」

「うっ……」

　その返事に、姫奈は顔を青くする。

　島にいたメンバーは全員、杏が魅了したイルカなどに乗ってこの広い海を渡っていた。おそらくあと数十分で、本土が見えてくるはずだ。

「でも、どうしていきなりこんな技わざに目覚めたの？　今までは人間以外の生物なんて誘ゆう惑わくできなかったんだよね？」

　遥真は別のイルカに乗って近くを移動する杏に問う。

「ん～？　分からない？　全部遥真のおかげだよ？」

「え？」

「遥真のおかげでアンズ、分かったんだ。……これが本当の恋こいだって」

　イルカを移動させ、遥真の隣となりにやって来る杏。

「え、え……!?」

「アンズは今まで、偽にせ物ものの恋れん愛あいばかりしてた。でも、遥真がアンズを認めてくれてそれが間ま違ちがいだって気づいたんだ。それで、本当の恋を知ったおかげかな。今までできなかったことも、できるようになっちゃった」

　今や杏の愛気道は、人間の男だけでなく別の生物も魅了するほど、強力なものとなっていた。

「だから、全部遥真のおかげ。このお礼は……体で返してあげるっ♪」

　杏がイルカから落ちないように絶ぜつ妙みようのバランスをとりながら、遥真の腕うでに抱きついた。

「ちょ、杏ちゃん！　ダメだよ！　バランス崩くずれるから！」

「付き合ってくれるまで離はなれないもん。そうだ。アンズのおっぱい見る？」

「ぐはっ！」

　胸むな元もとを見せられ、鼻血を出す遥真。

　その反応で、姫奈と聖愛が杏の行いに気が付いた。

「あっ！　コラ！　なにまた誘惑してんのよ！」

「杏さん！　抜ぬけ駆がけは許しませんよ！」

「べーっ。恋する乙女おとめは誰だれにも止められないからね」

　注意されても、遥真の腕を離さない杏。先ほど暴走したことを謝っていたばかりだというのに、もうそれを忘れているようだ。

「でしたら……私わたくしも参戦します！」

「ちょ！　聖愛さんまで！　ダメですよ！」

　聖愛は杏の反対側、遥真の右みぎ隣どなりに移動して、逆側から遥真の腕を抱く。

「へぇ？　アンズと張り合うつもり？　誘惑勝負なら負けないよ！」

　遥真を誘惑するために両側から彼に抱きつく二人。

　しかし恥はずかしさのあまり、姫奈はそこに入れなかった。

「ぐうぅ……。この変態どもめ……。リア充には常識がないの？」

　悔くやしがり、サメの背で姫奈が唇くちびるを嚙かむ。

「まあいいわ。あっちに帰ったらリア充共ともサヨナラだし……。この時間だけの辛しん抱ぼうよ……！」

　そう思い、必死に怒りをこらえる姫奈。

　だが、そう思ったのも束つかの間であった。
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「な……な……なんでアンタらがここにいるのよぉ！」

　無人島脱出から数日後、遥真と二人で喪も中ちゆうの獅し子しのアジトにやって来た姫奈は、全力で声を荒あららげていた。

　その理由は、いるはずのない二人の人物。茅ちケが崎さき杏と五十嵐いがらし颯そう太たがアジトの中にいたからだ。

「久しぶりだね、伊い集じゆう院いん姫奈ちゃん！」

「遥真、おそ～い！　待ってたんだからね？」

　彼らは実家にいるかのようなくつろぎきった雰ふん囲い気きで、会議室の椅い子すに座っている。

　そして机を挟はさんで反対側には、頭を抱かかえる聡そう一いちがいた。

「ちょっと聡一！　どういうことよ!?　なんでチュー央おうの会長たちにアジトの場所が知られてるの!?」

「それが、発信機が仕し掛かけられていたみたいでね。……無人島サバイバルの時、遥真君が着ていた服に」

「発信機……!?」

　そんなことをする人物は、おそらく一人しか存在しない。

「あ、杏！　アンタの仕し業わざね！　遥真のいる場所を探そうとして……」

「その通り～。でも、安心して。別に戦おうってワケじゃないから」

「じゃあ、何をしに来たっていうのよ!?」

「それは、もちろん……喪中の獅子に入りにだよ！」

　……………………。

「はぁ!?」

「いや、だから。アンズも遥真たちの仲間になりに来たんだよ？」

「ちょ、バカなこと言わないでくれる！　リア充のクセに、非リアの仲間になれるわけないでしょ！」

「それなら問題ないはずだよ。だってアンズ、もう非リアだもん」

　そう言い、杏が一枚の紙を取り出した。彼女の名前が記されている、『退学処分通知』という紙。

『!?』

　驚おどろき、遥真たちは言葉を失う。

「アンズたちの学校さ、恋こい人びとの数が三人を切って一週間以上経たった場合、退学になっちゃうんだよね。それでアンズ、学校のハーレム捨ててきたから。もうチュー央高校にいられないわけ」

　ハーレムを捨てた。それは今まで杏が築き上げたものを全すべて失うということだ。それだけの覚かく悟ごが、彼女にはあった。

「だからアンズは今日で退学。これからは遥真たちと同じ、独ひとつ橋ばし高校に通うから。これで問題ないでしょう？」

　告こく立りつ校こうを退学処分となった者は、独どく立りつ校こうへの転校が強制的に決定する。そのため彼女は今日から独身という訳だ。

「で、でも……。なんでわざわざハーレム捨てんの!?」

「決まってるじゃん。遥真と一いつ緒しよにいるためだよ！」

　杏が遥真にパチッとかわいくウインクを飛ばす。

「えっ!?　ぼ、僕……？」

「アンズ、遥真のこと本気で好きになっちゃったからね。これからはずっと側そばにいて、ガンガンアプローチ仕掛けていくよ！」

「なっ！　遥真に近づくな！」

　姫奈は遥真に抱きつく杏を、必死に引き離そうとする。まるで自分の大切なものを奪うばわれそうな子供のように。

「ちなみに、ボクも杏ちゃんと同じだよ。君たちに会って気が付いたんだ。姫奈ちゃんや雪ゆきちゃん、歩あゆ夢むちゃんといった非リアの女の子の方が、むしろ落とすのが難しいことに！」

　室内でも変わらず薔ば薇らの花をまき散らし、くるくる回りながら語る颯太。

「そういう女の子たちの方が、落とす価値があるとボクは思う！　だからボクもリア充じゆうのハーレムなんか捨てて、チュー央を退学になったのさ！　僕はここで非リア女子による、新たな真のハーレムを築くよ！　という訳でボクと付き合ってください！」

「うるさい黙だまれイケメンは死ね！」

「ぎゃうっ！」

　姫奈のボディーブローを喰らい、お腹なかを抱えて沈しずみ込む颯太。

「とにかく、アンタらの入隊は認めないわよ！　いくらハーレムを捨てたって、もともと敵なのに変わりはないわ！」

「その通りだ。それに、この喪中の獅子は恋愛禁止だ。遥真君たちが目的ならば、なおさら入れるわけにはいかない」

　姫奈と聡一が彼らの入隊を強く拒こばむ。だが杏は、余よ裕ゆうのある表情で言う。
















「なるほどねぇ～。なら、これでどう？」

　杏がポケットから一つの物体を取り出した。それは、金色に輝かがやくハート形の指輪。

「こ、これ……フェロモンの指輪じゃない！」

「正解。退学になる前に勝手に持ってきちゃったんだけど、みんな性せい遺い物ぶつ集めてるんでしょ？　アンズをここに入れてくれれば、指輪は譲ゆずってあげるけど？」

「ぐっ……！」

　リア充ばかりが優ゆう遇ぐうされるこの世の中を変えるためには、性遺物を揃そろえる必要がある。つまり、この要求は吞のまざるを得ないものだった。

「……仕方ない。本来は断るところだけどね……。性遺物をもらえるならば、仲間に入れてもいいだろう」

「聡一!?　アンタ、本気なの？」

「だって仕方がないじゃないか。性遺物を敵に返されるより、ここで確実に手にしておいた方がいい」

「それはそうだけど……。遥真！　アンタはどう思う!?」

　姫奈はすがるように遥真に尋ねる。しかし彼も、聡一と同じ意見だった。

「えっと……。僕は、仲間に入れてもいいと思うよ？　性遺物だってもらえるし、杏さんたち、もうリア充じゃないみたいだし……」

「……っ！　このアホ──！　どうせコイツがイチャついてくるから調子に乗ってるだけなんでしょ！」

「ち、違ちがうよ！　そういうんじゃなくて！」

「うるさい！　アンタが爆ばく発はつしろ！　私は絶対認めないからね！」

　姫奈は捨て台詞ぜりふを吐はくと、逃にげるようにアジトを後にした。
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「遥真のバカ……。あんなデレデレしちゃってさ……。あれじゃ、まるでリア充じゃない……」

　姫奈はアジト近くの路地裏で、ブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしていた。

　遥真をとられたような気持ちになり、思わず飛び出してきてしまった。姫奈だって、遥真にはそんなつもりはないと頭の中では分かっている。だが、杏にイチャつかれる遥真を見ると、ついカッとなってしまうのだ。

　なんだか今は一人になって、ゆっくり気持ちを落ち着かせたかった。

　しかし、そんな望みすら今の姫奈には叶かなわない。

「お久しぶりです。伊集院さん」

　聞きなれた声に、姫奈は俯うつむかせていた顔を上げる。

「……！　出たわね、巨きよ乳にゆうオバケ！」

「その呼び方定着させないでください！　私、本気で怒おこりますよ！」

　聖愛は頰ほおを膨ふくらませ、珍めずらしく怒いかりをあらわにする。

「はいはい。それで、何の用？　改めて私と戦いに来た？」

「いいえ、違います。今日はあなたにお願いしたいことがあって来ました」

　聖愛は姿勢よく姫奈と向き合い、丁てい寧ねいに深くお辞じ儀ぎをする。

「まず、先日は杏さんたちが多大な迷めい惑わくをおかけしました。告こく際さい恋れん合ごうの議長として、深くお詫わびを申し上げます」

「そういうのいいから。用件だけさっさと言ってくれない？」

　姫奈は関かかわりたくないというように、露ろ骨こつに聖愛から視線を逸そらす。

「それに……伊集院さんと遥真さまの絆きずなの強さには感服しました。まさか性遺物を使った洗脳を言葉の力で解除するなんて。よほどお互たがいに相手の事を想い合っていないと、こんなことは成し得ないでしょう」

「……！　ふ、フン！　そんなの当然よ！　私と遥真は最高のパートナーなんだから！」

　遥真とのことを褒ほめられて、すぐに機き嫌げんをよくする姫奈。

　彼女のそんな単純さに、聖愛は柔やわらかな笑えみを作る。

「どうやら、伊集院さんと遥真さまは、リア充以上に強い絆をお持ちのようです。今のところは、の話ですが」

「……？」

　含ふくみのある言い方に、姫奈が聖愛と目を合わせる。

「伊集院さん。あなたはおそらく……いや、間違いなく遥真さまのことが好きですね？」

「ふぇ……!?　い、いきなり何言いだすのよ！」

「おや？　違うのでしょうか？　あなたの普ふ段だんの言動を見るに、間違いないと思ったのですが」

「違うに決まってるでしょうが！　私は喪中の獅子なのよ！　恋なんてするわけないじゃない！」

　その回答を聞き、聖愛は小さくため息をつく。

「……伊集院さん。その気持ちを認めない限り、あなたと遥真さまとの絆はいずれ崩くずれ去ることでしょう。自分の気持ちに噓うそをついたままでは、本当の絆など結べませんよ？」

　偶ぐう然ぜんにも、それは遥真が杏に言っていたことと同じような内容だった。

「あなたは、遥真さまへの恋こい心ごころをちゃんと自覚する必要があります。そして、喪中の獅子としての活動も直ちにやめるべきでしょう。人の恋れん愛あいを邪じや魔まするなんて、とても愚おろかしいことですよ。それがたとえ歪ゆがんだ愛の形であっても、本人たちの幸せを他人が壊こわすのは間違っています」

「……なによ。アンタ、結局説教をしにきたの？」

「そういうことになりますね。これが今日、あなたにお願いしたいことです。どうか恋愛を、人を愛する気持ちを知って、喪中の獅子としての活動から完全に手を引いてください。これ以上、リア充たちの破局を見たくはありません。それに、自身の気持ちから目を背そむければ、この先あなたが苦しみますよ」

　姫奈の中には、二つの強い気持ちがある。そう聖愛は考えていた。

　一つは、遥真のことを異性として意識する気持ち。もう一つは、リア充を絶対許せないという姫奈の中にある確固たる信念。その二つの気持ちを抱いだいたままだと、いつか大きな自己矛む盾じゆんに陥おちいり、潰つぶれてしまうことになる。聖愛はそれを予測して、わざわざ姫奈に伝えに来たのだ。

　だが姫奈は、真っ向から聖愛と対立する。

「私が苦しむ？　そんなことは絶対にないわ。遥真と私との間にあるのは、恋心なんかじゃないからよ」

「……というと？」

「私と遥真の間にあるのは、リア充を憎にくむ者としての絆よ！　そこに恋愛感情はないわ！　それは遥真も同じことよ。だから私は、リア充討とう伐ばつを止めたりしない。遥真との絆を守るためにも、リア充と敵対し続けるわ！」

　遥真と姫奈はリア充に対する強い憎しみを持っていて、それゆえにパートナーとなった。

　つまり二人でリア充と戦うことは、その絆を証明することになる。聖愛に説得されたからといって、姫奈がそれをやめるわけがなかった。

「そうですか……。それは残念です。では、最後に一つだけ私から言わせていただきます」

「なによ？」

「私は、遥真さまのことを愛しています」

　聖愛は端たん的てきかつ明めい瞭りように、自分の気持ちを姫奈へと伝えた。

　愛などという恥はずかしい言葉を平然と言ってのける聖愛。そこに彼女のリア充らしさが表れていた。

　姫奈は、このことを知っていた。聖愛の態度を見ていれば、誰だれだって遥真が好きだと分かる。しかし改めて言われると、不思議なほど胸がチクリと痛んだ。

「あなたが愛を認めないというなら、私の愛で遥真さまを変えます。私の愛で遥真さまをリア充にしてさしあげます。そして愛の強さと大切さを、あなたたちにお教えします。あなたが後こう悔かいするように。愛の力を認めるべきだと、思い直していただけるように」

「……望むところよ。やってやるわ！　アンタこそ後悔することになるわよ！　遥真のことを好きになるんじゃなかったってね！」

　自分の気持ちを互いに吐き出し、しばらく火花を散らし合う両者。

　やがて聖愛は姫奈に背を向け、元来た道を歩いていく。

「アジトの場所は、特別に知らないことにして差し上げます。ですが、次会った時は容よう赦しやしません。遥真さまとあなたの未来のためにも、喪中の獅子を倒たおします」

「やれるものならやってみなさい！　歯向かってくるリア充は、全員破局させてあげるわ！」

　聖愛はその後何も答えずに、路地裏の奥へと消えていく。

「私と遥真の絆の強さは、アンタなんかには負けないわ──聖愛！」

　去っていく聖愛の背中に向けて、叩たたきつけるように姫奈が叫さけんだ。








あとがき






　皆みな様さま、こんにちは。浅あさ岡おか旭あきらです。

リア爆二巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　僕はこの二巻を書くにあたり、ネタ探しで連日夜の街を歩いていました。

　というのも僕の住む街には、駅から少し離はなれたところにホテルの密集地があるんです。いわゆるラ○ホ街ですね。

　今回はそこで見かけた変なカップル（？）を、ご紹しよう介かいさせていただきます。




　ラ○ホ街といえば『嫌いやがる恋こい人びとを何とかホテルに連れ込もうとする』なんて状じよう況きようがよくあるそうです。僕が見たのも、そんなありふれた光景なんです。

　男女が逆転していなければ……。




女性「ねぇ、ここ入ろ？　大だい丈じよう夫ぶ。何もしないから。ちょっと映画観るだけだから」

男性「いや、やめましょうよ……。明日も仕事じゃないですか」

女性「いいじゃんいいじゃん。ホントに映画観るだけだから。ミ○オンズ観るだけだから」

男性「じゃあ家帰って観てください」

女性「も───、分かった。そこまで言うなら特別にパンツ見せてあげる」

男性「いらないですって。ほら、帰りますよ。足フラフラじゃないですか」

女性「じゃあブラも！　泊とまるんならブラ見せたげる。おっぱいは揉もませないけどね？」

男性「いらないいらない。自分彼女いるんで」

女性「分かった。揉ませる。好きなだけ揉めばいいでしょ！　揉めば！」（ガチギレ）




　おそらく、酔よった女性を男性が介かい抱ほうしていたんでしょう。なかなか大変だったと思います。思いますけど羨うらやますいぃぃぃ……。




　以下、謝辞に移ります。

　担当のＳ様、Ａ様。一巻から変わらずご支し援えんいただき、誠にありがとうございます。担当様の明確で的を射たご指し摘てきと温かい励はげましのお言葉で、何度も力をいただきました！　これからも一いつ所しよ懸けん命めい頑がん張ばります！

　イラストのアマガイタロー様。今回も素晴らしいイラストをいただき、ありがとうございます。ヒロインたちのイラストは全て、印刷して壁かべに張っております。

　そして何より、本書を手にしてくださった皆様。いくら感謝してもしきれません。一巻の発売後、某ぼうツイッターで多くの方々から応おう援えんメッセージをいただいて、本当に嬉うれしく思っております。作家を始めて、一番素敵な出来事でした。

　皆様に楽しんでいただけるよう、頑がん張ばって面白い作品を書いていきます。




　それでは、また皆様にお会いできるよう心の底から祈いのっております。





二〇一八年一月某ぼう日じつ　浅岡旭










浅岡旭

●あさおかあきら



『聞いて下さい！　実は僕、やっと彼女ができました！　苦節二十二年、長かった……。でもその苦労も今日までです。もちろん、嘘じゃありません。二次元相手でもありません。本物の、おっぱい触れる彼女です！　彼女のこと、絶対幸せにしてみせます。そして、僕も幸せになりますね！』というメールが後輩から来ました。爆発しろっっっ！


















カバー・口絵・本文イラスト／アマガイタロー

カバーデザイン／伸童舎










僕ぼくはリア充じゆう絶ぜつ対たい爆ばく発はつさせるマン２








浅あさ岡おか 旭あきら
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